








































復活したらLv1だったので、生き延びるために英雄少女を口説くことにしました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■序　不死身の魔ま帝てい




　断だん末まつ魔まの咆ほう吼こうとともに、魔帝たる余よの魔ま獣じゆうたちが、一斉に倒れていく。

　多頭の銀ぎん狼ろうが、炎の鬣たてがみを持つ金きん獅じ子しが、そして漆しつ黒こくの鱗うろこを纏まとう巨竜が──与えられていた命を失い、砂のように崩れ去った。

　その上にがらがらと降ふり注そそぐのは、突如落ちてきた瓦が礫れきの山だ。

　石造りの壁や柱や天井に亀き裂れつが走り、次々に瓦が解かいしていく。──魔獣たちの根ね城じろである、余の魔帝城が崩ほう壊かいを始めたのだ。

　すべてが終わりを迎えていた。

　主あるじである、余の死とともに。

「……が、はッ!!」

　これが三度目であった。余の厚い胸板を、白く輝く魔力の刃やいばが貫つらぬいたのは。

　その清浄なる特別な煌きらめきは、闇やみの王たる余の黒き魔力をもってしても防ぎきれない。黒い血が噴ふき出し、足元の黒い絨じゆう毯たんをいっそう濃く染め上げた。

　余の前に立ち、白き刃を突き刺すのは、三代目となる英雄の王だ。

（まいった、な……！）

　英雄──。それは人の身でありながら、余よのように生まれつき魔力を宿す者たちのこと。

　そしてその中の一人が突然変異的に、こうして余を滅ぼすために、英雄王として強大な白き魔力に目覚めるのだ。

　そのたびに余は倒され──しかし今度こそはと思い、溜ため込こんできた黒き魔力の塊かたまりを、放つことができなかった。

　三代目の英雄王の顔を見てしまったからだ。

　彼女は純白の長い髪を持つ、うら若き乙女だったのだ。

「フ……そなた、は、美しいな……」

　だから余は魔ま帝てい城の玉ぎよく座ざの間で、頽くずおれながらも微笑ほほえみかけた。

「そな、たのような乙女とは……余は、戦わぬ、よ。フフ、死んでも、な！」

　英雄王の乙女は、驚いた顔をしていただろうか？

　その前に余の体が崩れていき、視界のすべてが闇やみに還かえる──。もうなにも、わからない。




　かちん。




　だが、人ではない余に最さい期ごはないのだ。たとえ肉体が滅びても、魂は無に帰さない。

　長き眠りに就つく前に聞こえるのは、とある特徴的な「音」だった。




　かちん、かちん。




（また、か……。これで三度目、だな）

　もう慣れた、歯車が回るような音である。

　そう思った瞬間、意識の「目」が捉とらえたのは、闇の中で動き続ける巨大な時計の姿だった。

　無数の歯車によって回る針が、余の前で逆さまに動き出していた。

　かちん、かち、かち──かちかちかちかかかかかか。

（……『再生』の呪のろい、か……）

　余はそれを、そう呼んでいる。余の時を巻き戻すものだからだ。

　闇の中、失われたはずの余の肉体がゆるやかに、再構築を始めていた。

　余は死んでも滅びないのだ。こうして何度でも生き返る。

　故にいつからか、魔帝と呼ばれ畏い怖ふされるようになったのだ。

（そのためにはまた、城とともに６６６年の眠りが必要になるわけだが……さて）

　余にとっては一瞬の出来事だ。寝て目覚めればまたいつものような、世界中の女たちに愛される完かん璧ぺきな体ができあがっている。

　だが、その最中に──。




『貴方あなたは、新たに何を望む？』




　いつもの「声」が問いかけてきた。




『貴方は何を願うのだ？』




（フ。そして呪のろいの代償とやら、か）

　再生のための眠りへと落ちていきながら、余よはおぼろげな意識の中でそう思い出す。

　呪われた余に与えられた、特別な褒美らしい。

　どういう理屈なのかは余にもわからない。もともと理ことわりをねじ曲げるのが魔力であり、魔法なのだ。

　そして余はすでに二度、この「声」に願いを叶かなえてもらっていた。

（一度目は、手下となる魔ま獣じゆうたちを生み出してもらい……二度目は住処すみかであるこの城を、要よう塞さい化してもらったのであったな。何度でも現れる、英雄王を阻はばむために……）

　だがそれでも三度、余は英雄王に殺されてしまった。

　意味がないのだ。英雄王は余を倒すためだけに突如、英雄の中から出現する。故に、余は必ず負けるようになっているのだ。

　それが魔ま帝ていと英雄王の、絶対の関係だった。

（うんざりだ。もう、いい。ならば、三度目の余の願いは！）

　フ、と余はまだ肉体の再生もままならない中、笑ってみせた。

（次こそは！　英雄王などに邪魔されぬ……余だけの、完かん璧ぺきな、ハーレムを!!　フハハハハハハ！）




　がががち、がちん。がちがち、がち。




　逆回しの時計の動きが、ふいに乱れた。まるで余の素直な願望に、面食らったかのようである。

　が、それは願いを叶えるために、術式が組み変わった証あかしだろうか。




『承知したぞ。我が主あるじよ』




　やがて「声」が涼やかに締しめ括くくった。

（うむ。良きに計らえ……）

　余よは満足し、がちがちと響く音を聞きながら、ついに深い眠りに落ちた。

　はてさて──目が覚めたときにはいったい、どんなハーレムが待っていることやら。





■１《英雄協会ギルド》の乙女たち




　静かだ。余を包む闇やみはいつも、深い静せい寂じやくを与えてくれる。

　城の中にはもう、余しかいないのである。

　──余の死とともに崩ほう落らくした城は、直後に転移魔法を使う。そのため侵入した英雄王の追撃を、うまく振り払えているらしい。

　そして毎回、誰も訪れることのない最果ての地で、城もゆっくり修復に励はげむのだ。

　城の扉は強固な封印によって守られ、何なん人ぴとたりとも寄せ付けない。開けるのはいつも、６６６年後に目覚める余の役目だった。

　その長き時の流れを、余は感じない。移ろいゆく世界から隔絶され、余はこんこんと眠り続ける。

　永遠とも思われる、静けさだけを感じながら──。

「あったし！　ふん、やっぱりここが魔ま帝ていの寝所だしっ！」

「オー……確かにそれっぽいデスね！　ファッキンお見事デース。これ、石せつ棺かんデスか？」

「お待ちになって。どうやら蓋ふたには、強固な封印が施ほどこされているようですわ……。これを解かないことには、なんとも」

「それって要は、これまでの扉とかと同じだよね？　いいよ、アタシがやってみる」

　だが突如、静せい寂じやくが破られた。

（……なん、だ？）

　余よの意識が聞こえてきた会話に揺さぶられたのは、どれも若い女の声だったからか。

「さぁて、いくよ！　【剣よ在あれ】!!」

　その瞬間、闇やみの中ではっきりと紅あかい魔力を感じた。

（!!）

　直後、どくん！　と余の鼓動が跳ねた。

（これは……！）

「せえええええええええいッ!!」

　紅い魔力の煌きらめきが一いつ閃せんした。

　そして余を包み込む闇に、一ひと条すじの光が差し込んだ。ずずずずずず、と重い音を響かせて、寝ていた余の真上の闇が開いたのだ。

「うっ」

　その光を顔に受け、余の意識は完全に覚かく醒せいする。最初に目にしたのは、蓋ふたのずれた石せつ棺かんだった。そこから蒼あおい炎のシャンデリアが、寝ていた余を見下ろしている。

　するとその明かりを遮って、ひょいと覗のぞき込こんできたのは、赤い髪を束ねかんざしを挿した少女だった。

　──年の頃は十五、六歳といったところか。整った顔立ちの美少女で、、その身を包むのは金属製の板を紐ひもで編んだ、鎧よろいだった。さらに手には、反そりの入った、一振りの刀まで握られている。それで余の棺ひつぎを斬きった、ということだろう。

「ちょっと、こら！　起きなさいよ、この。魔ま帝ていロキ！」

「……は？　ふわ、ぁあああ……ああ？」

　あくびをしながら起き上がるが、いったいなにが起きているのだろう？　寝ぼけ眼を擦こする余には、さっぱりだ。

　だが身を起こした余の側そばにいたのは、赤毛の娘だけではなかった。

「お、おおお？」

「これが魔帝、ロキですのね……！　思っていたよりも、若い？」

　余の名を改めて口にしたのは、艶つややかな緑色の髪をした二十代らしき、眼鏡の似合う美女だった。

　その美び貌ぼうに、余はつい目を奪うばわれる。なにしろ丈の長いタイトスカートという出いで立たちだが、隠しきれない色気が醸し出されていたのだ。それはブラウスの下に押し込まれた、とびきり大きなふくらみのせいだろう。巨乳だ。でかいのだ、最高なのだ！

「ふん！　けっこう低脳そうな顔してるし」

　その横で鼻を鳴らしたのは、眼鏡美女とは対照的に、かなり幼い少女だった。十二、三歳くらいの、ゆるく癖のついた銀髪の持ち主である。

　背も低いが、それでもつんとした態度と、羽は織おった白衣が少し大人びた雰囲気を放っていた。

「オー、見た目は人と変わらないデスね。頭の左右に角があるくらいデスか？　ワタクシみたいな亜人種っぽいデース」

　さらに、頭にローブのフードをかぶる少女がいた。

　年齢は赤毛の少女と同じくらいか。しかし背中から生えて羽織るように折りたたんでいるのは、フードの下の髪の毛と同じ鮮やかな虹にじ色をした、大きな二枚の翼である。

（亜人種の、翼人バード族か！　ほほう）

「……おおおおおお！　なるほどなるほど。フハハハ、こうきたかッ！」

　ようやく余よの頭がすっきりした。口元を緩ゆるめながら、棺ひつぎの中より立ち上がる。

「起こし方はどうかと思うが、いきなり乙女を四人用意するとはやるな！　それに皆、なかなかに見み目め麗うるわしいではないか。フハハ！」

「はあ？　なに、キミ……？」

　赤毛の少女は、後ろにいた他の三人を振り返った。フ、と余はすぐに察する。戸惑うのも無理はない。












　なぜならこうして余よという、人を超越した、最高の男が突然目の前に現れたのだから。

「フフフ、落ち着くがよい！　まずは……そなたからだな。名をなんという？」

「へ？　……ツバキ、だけど」

　きょとんとしながら赤毛の少女が余に応こたえた。

「ふむ！　ツバキか、よい名前だな。可か憐れんな響きだぞ」

「って、なんでアタシが、キミにわざわざ名前を教えなきゃいけないのよ!?」

「しかし、ツバキ。その格かつ好こうはいかんな。余の好みとは少し外れるぞ？　もっとこう、肌を露出させるがよい！　その方がそなたには似合うはずだぞ？　フフ」

「は？　なっ、なっ……」

　ツバキの顔が紅潮した。

　その反応だけで、余にはわかることがある。

「ほう？　そなた、生き娘むすめだな？　ふむ、ではそのようにガードが堅かたいのも仕方ないか」

「「「「!?」」」」

　余の一言で同時に息を吞のんだのは、この場にいた四人の乙女たち全員だった。

　なるほど──。余はにやつくばかりだ。

「フハハハ！　そうか、他の者たちも全員処女か！　さすがだ、さすがすぎるぞ、完かん璧ぺきではないかっ！」

「な、な、なんですの────!?」

　眼鏡美女が巨乳を隠して、うろたえた。

　驚いてかばさばさと翼を羽ばたかせるのは、翼人バード族の少女である。

「オー、なんか思ってた魔ま帝ていサンのイメージと、ファッキン違うデス!?」

「……しょせん魔帝も男だし！　汚らわしいしッ!!」

　白衣の少女が一ひと際きわ真っ赤になって声を荒らげた。

　頭を抱え込んだのは、ツバキである。

「え、えええ？　なんなの？　どういうこと？　キミ、魔帝だよね？　で、目が覚めて一発目がそれえ？　なんで!?」

「ん？　なにがおかしい？　それより、余の願いが叶かなえられたのであろう？　フフフ！」

　余は棺ひつぎから一歩外に出て、目の前に立つツバキへと腕を伸ばした。

　いつもそうしていたように乙女を見つめて、その細い顎あごに触れてみる。──初めて男に触れられるのだろう、ツバキがわずかに身じろぎしたが、余は指を離さない。

「ちょっ、え、え？」

「これまでと同じだ。殺された余が新たに生まれ変わるたび、余の願いが一つ叶えられる。英雄王を殺せ、などというものは無理だから、ほんのささやかなものだがな。そして今回も見事、余の願望がこうして具現化されたというわけだ！　余の、ハーレムがな！　フハハハ！」

「ちょっと、いつまで触って……って、ハーレムう？　はああ!?」

　ツバキが余よの手を摑つかみ、大きく目を見開いた。

「なに、四人というのは少ないが、贅ぜい沢たくは言うまい。いつもはゼロからの始まりだからな。まあすぐに、世界中から美女たちが余の機嫌を取るために、献上されてくるのだがな。フフフ」

「なにそれ？　って、あ！　今キミが言った願望の具現化って、まさか、それのせい？　この魔ま帝てい城にかかった強大な呪じゆ力りよくのせいで、アタシたちみたいな女子しか入ることができなかったのって!!」

「ほほう！　そうかそうか、余の願いであるハーレムは、そういう形で成なし遂げられたのか！」

　余はツバキの言葉で事情を知り、納得する。

「……フ、なかなかに粋いきではないか」

「な、なにが粋よ!?　ふっざけるんじゃ……」

「フ。そう眉まゆを吊つり上あげる顔は、そなたには似合わぬぞ、ツバキ」

　ツバキの言葉を、余は口づけで奪うばっていた。

「!?　んんんっ！」

　寝起きの、キスだ。

「「「えええ────────!?」」」

　他の乙女たちが驚きの声を重ねた。

　フフ、無理もない。なにせ、この余による口づけなのだから。

　突然のことにツバキは最初、目を丸くし──やがてとろんと瞼まぶたを落とした。

「あんっ、はっ……あ」

　余の三度目の復活を祝うのにふさわしい、とても甘美な接せつ吻ぷんだった。余がやわらかく貪むさぼれば、ツバキも体を震ふるわせて敏感に反応する。

（フ。やはりな）

　このキス一つで余にはわかった。やはりツバキは処女だった。それも、唇を重ねることも初めてなのだろう。目を閉じた彼女からは、戸惑い混じりの甘い吐と息いきがもたらされている。

　いつまでも堪たん能のうできそうだったが、さすがに他の三人をずっと放ほうっておくわけにもいかないだろう。不公平だ。ツバキの唇の感触を惜しみながらも唇を離し、余は他の乙女たちに極上の笑みを向けた。

「おっと、もちろんそなたたちにも余のキスを与えようぞ。だがこういうのは順番だ。フフ、さて次は誰がよい？」

　放心状態のツバキを片手で支えながら、余よは平等に愛を振る舞う。

　それこそが、ハーレムを統すべる者の義務なのだから。

「順番って……なんですのなんですのなんですのー！」

　いっそう真っ赤になるのは、この中で一番年長と思われる眼鏡美女だ。どうやら余の見立てでは、この美女が一番ウブなようだ。

　ぶんぶんと、翼人バード族の少女が首を振る。

「ファッキン急展開デス！　そういうの、禁止ギルテイデスよ!!」

「……お、お姉様になんてことを──────!?」

　青ざめるのは白衣の幼女だ。癖のある銀髪をくしゃくしゃに搔かきむしる。

「ん？　どうした、余ほどの完かん璧ぺきな男の寵ちよう愛あいを受けられるのだ。遠慮することはないぞ。フハハハハハハ！」

「か、ん、ぺき……？」

　呆ほうけていたツバキが、ぼそりと呟つぶやいた。余の口づけにうち震ふるえていたようだが、ようやく我に返ったらしい。

　やがて自分の唇に触れると、彼女は耳まで赤く染め──。

「な、なんてことするのよっ、キミはああああああああ!!」

「？　あれ？　んん？」

「アタシの、アタシのファーストキスっ！　大事にとっておいたんだよ！　いつか現れる素敵なアタシの王子様に、全部捧ささげるつもりだったのにいっ!!」

「王子様？　フハハ、なんだそんなこと。気にしなくてもよいぞ、ツバキ。余は、魔を統べる帝みかどだ。いわば人の王子など軽く超えた存在だぞ？　フフフ」

「なにが帝よ！　そもそもそれ、勝手にそう呼ばれてるだけなんだよね？　この、おバカ────!!」

　ツバキがなんと、刀を持つ手を突き出した。

　瞬間、その勢いに反応したのは余のマントだ。余の黒衣とともに魔力で作り上げたそれは、余を守る盾として、自動防御の機能を持つのだ。

　その薄くても強固な生き地じを貫つらぬけるのは、余と相あい反はんする純白の魔力のみ。他た愛あいない乙女の戯れ程度なら、たやすく受け止めてみせるはずだった──のだが。

　信じられないことが起きた。ツバキの放った刀の柄つか尻じりが、凄すさまじい速度で余のマントを破ったのだ。

「ん？　ごはあッ!?」

　直後、余は顔面を痛つう打だされた。思わずよろめき顔を押さえる。

「い、痛い！　痛いぞ!?　って……な、なぜだー！　バカな、この程度で完璧なる余のマントが破れるなどと……」

「は？　なに言ってるの、キミ」

　千ち切ぎれたマントの向こうでツバキが、唇をごしごし拭ぬぐいながら冷たく余よを睨にらんでいた。

　マントはすぐに修復を始めたが、余は鼻を押さえた手に触れた、ぬるりとした感覚に驚きよう愕がくする。黒く指を汚したのは、鼻血のようだ。

　なんと無様な姿だろう。余は慌てて手で押さえたが、そのときになってある違和感にようやく気付いた。

「お、おおおおお？　なんだなんだ!?　余の手が、小さい？　いや、これはっ」

　数多あまたの乙女を抱きしめてきた、長くしなやかであったはずの余の指が、明らかに短くなっていた。それどころかよくよく見れば、腕も短い。足もだ。余は今更ながら、己の全身をまさぐった。

　そこに、乙女たちに愛された、整った筋肉のついた美び貌ぼうの肉体はなかった。胸板も薄く、頼りない。そういえば背せ丈たけもツバキほどくらいしかないか。

「バカな！　まさか、まさかまさかっ！」

　余はぱちん、と指を鳴らした。

　それだけで煌きらめくのは、余の闇やみ色の魔力である。

「!!　キミっ!?」

　ツバキたちが息を吞のみ、身を強こわばらせた。驚くのも無理はない。余が力ある言葉を使わずとも、魔法を行使したからだろう。

　けれども余が作り上げたのは、円まるい形をした単なる鏡だ。手のひらの上で凝ぎよう縮しゆくした濃い影が、余の顔を映し出した。

「おお、おおおおおお？」

　そこにいたのはなんと、完かん璧ぺきな余ではなかった。端たん正せいで甘い美貌はどこにもない。幼げな輪郭の、見知らぬ少年がこちらを見ていた。

　だがその頭の左右についていたのは、大きさこそずいぶん小さくなっていたが、人ならざるものの証あかしたる余の角だった。

「これが、余か？　なんだこれは！　おおお、なにゆえこのような姿に──────！」

　さらに黒き魔鏡は少年と化した余の顔に重ねて、『１』という数字を浮かび上がらせた。

　その意味は──。

「なっ、なんと……しかも、レベル１だというのか!?　この、魔ま帝ていロキが！　信じられん……!!　本来ならば復活時には、レベル２００は超えているはずなのだぞ！」

「はあ？　レベル１？　２００って……ははーん、なるほどね」

　ツバキが余の言うレベルの概がい念ねんをなんとなく理解したのか、鼻で笑った。

「要するに見た目どおり、弱体化したってことだよね。アタシたちが叩たたき起こした効果が出てる、ってわけね！」

「なに……？　余よをこのような姿にしたのは、まさか」

「わたしたちですわ、魔ま帝ていロキ！」

　鋭く返答をしたのは巨乳の眼鏡美女だった。

「あなたの休眠期が６６６年なのは、わたしたち英雄の中では周知の事実ですわ！　では、その途中で無む理り矢や理り魔帝を覚かく醒せいさせれば？　……その答えが今こうして、出たわけですわね！」

「つまりは、不完全体ってわけだし！　べーっ」

　白衣の幼女が舌を出す。

「確かに、今のツバキの攻撃も効いたデス！　伝でん承しようによると英雄王にしか、魔帝にはダメージを与えられないはずデスけども、ファッキン大成功デース！」

　翼人バード族の少女は手と翼で、拍手した。

（あれ？　なんだ、これは）

　今になって余は、不ふ穏おんな空気に勘付いた。

　──それに、英雄、だと？

「あのだな。ちと確認しておきたいのだが……もしやそなたたちは余の、ハーレムの女たちではないのか？」

「違うに決まってるよね!!　魔帝であるキミを、英雄王なしに殺すためにやってきた、《英雄協会ギルド》所属の選抜メンバーだよ!!」

「な、ななな、なんだとおおお!?」

　ツバキの告つげた真相に、余は驚きよう愕がくする。その前で、彼女は柄つか尻じりに黒い血が付いた刀を無造作に放ほうり投げた。

「【剣よ還かえれ】！」

　同時に解放したのは、あの紅あかい魔力だ。

　すると空中で、くるくると回る刀の姿が変わる。反そり返っていた美しい刃やいばがぐにゃりと曲がり、輪っかになり、噓うそのように収縮した。

　もちろん魔法の成なせる技だ。瞬く間に質量すら変化させて、できあがったのは金属製のリングだった。腕輪だろうか。

　それを落ちていく前に、ツバキが指で引っかけた。くるりと回したその表面には、もう余の黒い血は付いていない。変化した際に振り払われたのだ。

「……剣を自在に生み出す力？　そなた、『剣士』の英雄か！」

「そう。その一人、東方の流派を受け継ぐ『刀士』のツバキよ。冥めい土どの土産にでも憶おぼえておきなさいな」

　だがなぜツバキは、その武器をあえてリングに戻したのか──。彼女は左手首に通し、余の前で装着してみせた。

　が、次の瞬間ゆらり、と彼女の赤毛が揺らめいた。

　静かに右手を腕輪にそえて身構えたツバキの全身から、刺すような殺気が放たれていた。

「なっ!?」

「ふ──────……そして、ここでさよならだよ、魔ま帝ていロキ！　いざ参る、【剣よ在あれ】ッ!!」

　鋭い叫びとともに、再び紅あかい魔力が煌きらめいた。ツバキの右手が瞬時に閃ひらめく。

　そこに一瞬で形成されたのは、腕輪から姿を変えた刀だった。

（東方の、居合い流か!?）

　──そう思ったときには余よの体を、刃やいばが滑なめらかに通過していた。マントが咄とつ嗟さに反応したものの、それごとあっさり斬きり捨てられる。

「う、ぐはあぁあっ!?」

　余は石せつ棺かんの中と外に鮮血をぶちまけ、倒れ込んだ。その側そばで遅れてぐらりと傾いていくのは、腰から上をなくしてしまった余の足だった。どうやら上半身と下半身で見事に分離したらしい。

「きゃあっ！　血が、血がっ。……で、でもやりましたわ、ツバキ!!」

「オー、スプラッタってやつデス！」

「ふん！　お姉様にあんな仕打ちをするからだし！　ざまあみろだし!!」

　余はもう、血に染まった視界に、そんな乙女たちの姿を捉とらえるのがやっとだった。急速に意識が遠ざかっていく。

「終わりだよ。この……ハレンチ魔帝!!」

　最後にそう吐き捨てた、ツバキの声が聞こえた。




　かちん、かちん。




　だが──余は魔帝だ。

　たとえ不完全体であっても、どうやら無事に、また再生が始まったようだ。闇やみの中、逆回しの時計の音だけが余を包む。

　もちろんここにツバキたち、四人の乙女の姿はなかった。

（……ハーレム、じゃなかった!?　いや、まさか余を殺しに来た、英雄たちとは……）

　規則正しい時計の音が、余を深い眠りへと誘っていく。それでも余はいろいろ考えずにはいられない。

　よもや封印されているはずの城に、英雄王ですらない、ただの英雄の少女たちが侵入を果たしてくるとは。

（いったいなにが……ううむ）

　だが、余よはよく知っている。６６６年の時が、人にとって長いことを。

（その間にどうやら、人も力を付けたということか……？）

　──そして余の方は、不完全覚かく醒せいの影響をまだ受けていたようだ。




　かちん、かちん、かちん。




　歯車の嚙かみ合あう音だけは聞こえるものの、そこにあの「声」が問いかけてこない。

　余の呪のろいの代償として訪れるはずの、願いをいつも一つ叶かなえてくれる「声」がしないのだ。

（どうなっている？）

　なんだか嫌な予感がした。

　その直後──。




「くぉら、寝ぼすけ魔ま帝てい───────!!」

「!?　うおわっ！」

　いきなり耳元で怒鳴られて、余はまたもや叩たたき起こされた。

　そう。また、だった。

　はっと瞼まぶたを開ければ、見えたのは棺ひつぎの間の天井にぶら下がる、シャンデリアの蒼あおい炎だ。

　そして再生した余の体を保管していた石せつ棺かんの蓋ふたが、先ほどと同じようにずらされて──寝ていた余を覗のぞき込こむ、四人の乙女たちの姿があった。

　もちろんあの赤毛のツバキと、その他三人の英雄仲間である。

　どうやらまた、６６６年は経たっていないらしい。むしろ殺されて、再生が始まってすぐか。またもや手を見れば小さく、少年の姿であることは余にもわかった。相変わらず不完全体での復活なのだ。

「余は……」

　城も崩ほう落らくと転移をしなかったのか？　──少なくともこの棺の間にいた、彼女たちに影響はなかったということだろうか。

（確かに余の復活の場はいつもここだ。故に、ここだけは崩落しないということか？　……ならば）

　こうしてまた、余が完全体になる前に、無む理り矢や理り覚醒させられるというわけだ。何度でも。

「はー、まったく。簡単に生き返っちゃってさ」

　呆ぼう然ぜんとしながら身を起こした余に向かって、ツバキがまた刀の切っ先を突きつけた。

　けれどももう、彼女はいきなり斬きり付けてくる真ま似ねはしない。

　もう一度斬きり捨てたところで、どうせ余よは復活する。無意味であることはもう、直接目の当たりにしたのだから。

「即死でも、あっさり生き返るとか。やっぱり魔法ってうさんくさいし！」

　余とともに修復し、また斬られた石せつ棺かんの蓋ふたを踏みつけて、白衣の幼女が顔をしかめた。

「根本的に治ち癒ゆ魔法とは違うようデスけど……ものの五分ほどで血の跡あとも残さずに修復されただなんて、ファッキンすごいデース！」

　興味深げに虹にじ色の翼を動かすのは、翼人バード族の少女である。

　──やれやれ、と余は嘆たん息そくするばかりだ。

　これでどうする、というのだろう。

「まったく、互いに徒と労ろうというものだぞ？　もうわかるであろう。余は、不死だ。故に魔ま帝ていと呼ばれ、畏い怖ふされているのだぞ」

「なに、キミ？　急に落ち着いちゃってさ」

「……一度殺されればな、嫌でも頭は冷静になるぞ。ましてやせっかく出会えた乙女たちが、余を倒す使命を負った英雄たちとは。因いん果がなものだ」

　魔帝と、英雄──。この関係は変えられない。

　それでもツバキたちは、余好みの乙女たちでもあるのだ。フ、と自然と余は笑っていた。

　どうやら余の女好きも、何度死んでも変わらぬらしい。

「そうだな。たとえどんな出会いであったとしても、余は喜ぶべきなのだな。そなたたちのようなうら若き乙女と、こうしてすぐに再会できたのだから。いいや、それはもしや必然か？　ツバキよ」

「へ？　はい？」

「フフ、そうであろう？　これはもう運命だぞ。なにせ余はそなたの、初めての接せつ吻ぷんを……」

「おバカ魔帝！　それ以上言ったら、また斬るよ。今度は細切れにしてやるから!!」

　いっそう刃やいばを余の喉のど元もとに近づけて、ツバキが顔を真っ赤にする。

　だが、余は動じない。そのまますっくと立ち上がった。

「！　ちょっと、キミ!?」

「言ったであろう？　どうせ斬られても、また死んで、再生されるだけだ。さすがに痛いのは嫌だがな、しかし不完全体であるこの身に、余は微み塵じんも未練などないぞ。そなたたちのしていることは無意味だ」

　余は断言する。つい触れたのは、己の鼻だ。

　そこにはもう、死ぬ前につけられた鼻血の跡すら残っていない。また、ツバキに寸断された傷も同じだ。短時間での不完全な復活であっても、どうやら肉体はすっかり修復されていた。

　フフフ、と余よはツバキたちに微笑ほほえみかける。

「さあ、もうよいだろう！　そんなことよりもっと建設的なことをしようではないか！　たとえば、そう。余とハーレムのやり直し、というのはどうだ？　そなたたちが英雄であっても、余は気にせぬぞ？　フハハハ！」

「なっ……？」

「なんだし、この魔ま帝てい!?」

「オー、ファッキン女好きすぎデース！」

「……いいえ、ご遠慮させていただきますわ！　それにもう、状況はつぶさに観察させていただきましたところですわ！」

　動揺したツバキたちだが、一人だけ余に毅き然ぜんとした態度で反論した者がいた。

　それはあの、年長の眼鏡美女だ。彼女は余に向かい、悠ゆう然ぜんと会え釈しやくまでする。

「ご挨あい拶さつがまだでしたわね。わたし、このチームを率いております、『賢けん者じや』の血を引く『教授プロフエツサー』のアイリスと申しますわ」

「？　ぷろ……賢者、だと？」

「はい。この中ではもっとも魔法の知識に長たける者、と捉とらえていただいてかまいませんわ」

　自ら四人のリーダーを名乗ったアイリスが、臆おく面めんもなく告つげた。それは自信の表れか。

「それで、ですわね……」

「ほほう、知的美女か。外見だけでなく中身まで秀ひいでているとは、余の女にふさわしいな！　それにアイリスという名もまた美しい。まさに完かん璧ぺきではないか！」

「えっ？　……い、いやですわ！　なにをそんな、おべっかを」

「フ、この余が乙女に対して噓うそ偽いつわりなど言うものか。アイリス、そなたはとてもいい女だぞ」

「!?　はうっ、はわわわわ！　わ、わたしっ、えとあのその！」

「ちょっとアイリス、なに動揺させられてるのよ。話は脱線しちゃってるし、しっかりしてよね！　アタシたちのリーダーなんだからさ、まったくもー」

　さっきまでの落ち着いた態度はどこへやら。急にあたふたしたアイリスを、ツバキが即座にたしなめた。

　こほん、と大きく咳せき払ばらいして、どうにかアイリスは気を取り直す。

「そ、そうでしたわ……。わたしとしたことが。と、とにかく！　先ほどの魔帝再生のプロセスは、じっくり観察させていただきましたわ！　推測どおり、あなたの復活にはこの魔帝城が大きく関係しているようですわね。あなたの死の直後、城自体も揺れて、反応を見せましたし。全体像は捉えきれませんでしたが、魔力の流れがあなたと連動しているのはわかりましたわ！」

「うん？」

「そう……いかな魔ま帝ていといえども、死してなおその力を、自身で維持できるわけがありませんわ。別の依より代しろがあればこそ、魔帝は何度でも復活する。その役割を担うのがこの城自身、というわけですわ！」

「！」

「オー、魔帝サンの表情が今、変わったデスね！　やはり図星ってことデース！」

　感覚が鋭いのか、翼人バード族の少女が目ざとく、余よの動揺を見抜いた。

（まいったな……！）

　確かにアイリスの言うとおりだ。余の再生はこの城ありきで行われ、密接に繫つながっている。

　だがそのことに気付けたのは、なにも彼女一人の手柄ではないらしい。アイリスが腰の後ろから取り出すのは、ベルトで留められていた、一冊の分厚い書物であった。

　革の表紙をめくり、その中身に目を通してアイリスが眼鏡の縁ふちを光らせた。

「その仕組みはまだ解明されていませんわ。でも、魔帝がなぜ何度でも生き返るのか、その研究は進んでいます。多くの研究者によって様々な仮説が立てられていますが、その一つに『魔帝の心臓が肉体から切り離され、城のどこかに隠されている』というものがありますわ」

「なに？」

「実際にあなたの再生プロセスを見たわたしは、この説を推おしますわ！　この城のどこかに魔帝の命を維持する、核となる『心臓』のごとき魔法器官が組み込まれているのですわ！」

「余の『心臓』……。フ、言い得て妙だな」

「!?　み、認められるのですわね？」

「……美人のそなたを前に、噓うそを言っても仕方あるまい？」

「はうっ！　ま、またそんなっ。あううぅ……」

　きりりとしていたアイリスだが、どうやら男に言い寄られるのに不慣れらしい。真っ赤になって書物を抱きしめ、顔の下半分を隠してしまう。

　美女なのにその反応がとても初々しくて、余としては微笑ほほえましい限りだが。

「あーもう、だからこんなヤツに口説かれて、照れてる場合じゃないっての！」

「うごっ!?　……い、痛いぞツバキ！」

　がつん！　といきなり刀で殴られた。

　ツバキが振るったのは峰みね部分にあたる、刃やいばのついていない方ではあったが、今の余では受け止められない。自動防御のマント越しに脳天を痛つう打だされて、しばし悶もん絶ぜつさせられた。

「まったく。なによ、この程度で」

「さすがお姉様だし。いい気味だし！」

　くすくす笑うのは白衣の幼女だ。

「とゆーか、これくらいで済んでるのは今だけだし。魔法のことはよくわかんないけど、要は魔ま帝ていを城から切り離せれば、殺すことができるわけだし！」

「な、なんだと？」

「そうですわ、直接殺せないことは予測していましたもの……。わたしたちの本命プランは、こちらですわ！」

　深呼吸をして立ち直ったアイリスが、表情を引き締めた。

「覚悟してくださいませ、魔帝ロキ！　あなたは今日この日……魔帝城の外へと連れ出された時点で、わたしたちが手にかけますわ。それこそが《英雄協会ギルド》から託された、英雄としての使命ですもの！」

　すると煌きらめいたのは、エメラルド色の魔力だった。

　同時にアイリスが、書物のページをいくつかめくる。そしてとある箇か所しよで手を止めて、指でなぞった。

「まずは拘こう束そくさせていただきますわ。……【お出いでませ、鋼の首枷チヨーカー】！」

　瞬間、彼女の触れたページから、いっそう強くエメラルド色の輝きが放たれた。

　その光に導かれ、書物から空中に飛び出すのはたくさんの文字だ。

「!?　これはっ」

　書物に書かれた情報を、教授プロフエツサーと名乗ったアイリスは操るらしい。そして膨ぼう大だいな文字の群れは一いつ塊かいに凝ぎよう縮しゆくしながら、いきなり余よに襲いかかった。

「ぬわあっ!?」

　咄とつ嗟さに払はらい除のけようとしたものの、大量の文字は余の指をすり抜けて、首に纏まとわり付いたようだ。直後、ずしりとした重みと冷たさが、首回りに現れる。さらにじゃらりと鳴ったのは、そこから伸びて床に落ちた、太い鎖くさりだ。

　なんと文字が実体を持ち、金属に変わったのである。

「おお、おおおおお？」

「なるほどね。首輪をつけて引っ張っていけばいいってわけだよね。やるね、アイリス！」

　その鎖の端はしを摑つかみ上げ、ツバキが笑った。ぐいと引けばもちろん、繫つながる余はつんのめるしかない。

「首輪、だと!?」

　余は思わず手で触れて確かめてみた。間違いなく、首には太い首輪がはめられていた。それも金属製のがっちりとしたもので、簡単に外れるような代しろ物ものではない。

　えへん、とアイリスがその大きな胸を張った。

「いかがですか？　わたしの召喚魔法は。あらかじめ刻み込んだ術式を呼び出すことで、あらゆるものを創造することができるのですわ。うふふ」

「……よもや余よが繫つながれるとは。こういうのは初体験だぞ？　なにしろいつもなら、余が乙女を縛しばる側だったからな？　フハハハ！」

「そ、そういう特殊な趣味ではありませんわ！　もうっ！」

「趣味？　ほほう、なにを勘違いしたのかな、アイリスは。余が束そく縛ばくするのは、乙女の心の話だぞ？」

「あ……。ち、違います、違いますわ！　わ、わたしもそう思ってたところですもの！」

「いいって、アイリス。このセクハラ魔ま帝ていに、そんな律りち儀ぎに対応しなくってもさ。とにかく！」

　さらにツバキが鎖くさりを引いた。

「ぐはっ！　うう、ツバキ……余は強引なのは好きだが、もう少し手加減をだな……」

「おバカ。なに言ってるのよ？　さあ、とっとと歩く！　心配しなくても外まで出れば、今度こそアタシの刀で絶命させてあげるから。あっはは！」

「!!」

「お姉様、そのときにはぜひ、ネルケの薬品も試してみて欲しいし！　一流の『化学使い』として……魔帝の体の中からじっくり腐らせる毒を調合するし！」

　ぶっそうなことを言うのは、ネルケという名らしき幼女だ。彼女は白衣の下から、液体の入った小こ瓶びんをいくつか取り出して余に見せる。

　その色はどれも見事なほど毒々しいものばかりだった。

「むしろ簡単には死なせないし。ツバキお姉様にあんなことをした報むくいは、きっちり受けてもらうし！」

「いや、あのだな。え？　余って……本当に、死ぬのか？　復活は、なし？」

「当たり前だし!!」

「……し、信じられん！　なぜだー！　おおおおお！」

　余は突然の事態に、さすがにうろたえた。不死身なはずの余が、滅ぼされる？　──完かん璧ぺきに？

「バカな!!　噓うそだっ、冗談じゃないぞ!?　絶対に嫌だ！」

「大丈夫デス、魔帝サン」

　翼人バード族の少女だけが、にこやかに余を見ていた。

「このワタシ、『巫み女こ』のムラティに任せるデスよ」

「おお、そなたは……！」

「死んだらちゃんと、魔帝サンのためにばっちりお祈りしてあげるデース。神のもとに行けるかどうかは知らないデスが」

　さっそくムラティが目をつむり、両手と翼を胸の前で組んだ。

「待て、待て待て待て！　だから余よは、こんなところで死ねぬのだー！」

「オー。ファッキン我わが侭ままデスね？」

「なにがこんなとこよ。もう十分生きたよね、キミってば。とっとと諦あきらめなさいよね！」

　行こう、とツバキが取りまとめ、刀と鎖くさりを握ったまま扉の方へと歩き出した。

　その力はかなり強い。弱体化した余では抗あらがえず、床の上を転がった。固い石いし畳だたみで膝ひざを打ち、痛みにしばしもがき苦しむ。

（なんだ、これは……！　なんなのだ？　これが、余か？）

　あまりにも無様だった。今までの完かん璧ぺきな余では、あり得ない姿だ。

（こんな自分が……余であってたまるものか！）

　たとえレベル１であったとしても、余は余だ。こんな有様で最さい期ごを迎えては、これまで余を愛した数多あまたの乙女たちに、顔向けができないではないか？

（……そうだ。魔ま帝ていである、余にふさわしい生き方は……！）

「フフ、フハハハハハ！　ハハハハハハハハハハハハハハハ!!」

　首から垂れた鎖をじゃらりと鳴らしながら、余はどうにか立ち上がった。唐突に笑い声を上げた余に、ツバキたち四人がたじろぐ。

「な、なに？　キミ……狂っちゃった？」

「いや。今の余にできることは、一つだけだと悟ったのだよ。フ、実に簡単な答えだった。なぜならここにいるのは昔と変わらず、麗しき乙女たちなのだからな？」

「はあ？」

「……宣言しよう。余は、必ず生き残る!!　そのための方法は、たった一つだ」

　余は、余を滅ぼしに来た英雄の乙女たちを前にして表明する。

「落としてみせるぞ、そなたたち全員を！　心を奪うばい、余に惚ほれさせ……手を出させないようにする！　フフ、いつもどおりのことだったな。フハハハハ！」

「な……？」

　四人は全員、余の決意に驚いてか、ぽかんと大口を開けている。

　そんなツバキを、アイリスを、ネルケを、ムラティを、余はゆるりと見回した。

　その中で最初に選ぶとしたら、やはり余の鎖を握ったままの、赤毛の少女か。

「さあ！　ではまずはツバキ……先ほどのキスの続きでもするか？　フフフフ」

「!?」

　余が己の唇に触れながら、極上の笑みを浮かべると、ツバキの表情が朱に染まった。

　いつもならこれで、どんな乙女も喜んで余に飛びつき、むしゃぶりついてきたものだが──。

「だ、か、らっ！　あのキスのことは、蒸し返すんじゃないっての！　この色ぼけ魔帝────────！」

「ん？　あれ？　……ぐはあああっ!?」

　余よはまたもやツバキに、刀でしこたまぶん殴られるのだった。





■２　最初が最後の最さい凶きようの罠わな




「おお、おおおお……い、痛い！　脳天はすごく痛いのだぞ、ツバキい!?」

「うるさい!!　だから二度と、あのことは言うなっての！　絶対絶対ぜーったいっ、このアタシがキミを斬きり殺してやるから！」

　憤慨するツバキは涙目の余を、無む理り矢や理り鎖くさりで引っ立てた。そのまま棺ひつぎの間の、扉の方へと余を引っ張っていく。痛みで蹲うずくまっている暇すら与えてくれない。

「まったくだし！　お姉様に、無様に斬られるがいいし！」

　さらに、ネルケにもいっそう冷たい目で睨にらまれた。

　しまった、と余は今更ながらレベル１であることを痛感する。

「まさか、まさか！　こ、ここまで余の魔性の魅力が伝わらないとは!?　あっさりとは落ちぬのか、そなたたちはー！」

「……おバカ魔ま帝ていっ」

「当たり前だし！」

「バカ、な……。おおおおおおお」

　余は頭を抱え込むばかりだ。

「い、いや！　余よは諦あきらめぬぞ！　そうだ……たとえ余の完かん璧ぺきな美び貌ぼうがなくとも、身につけたテクニックだけは変わらぬはずだ！　さすればやはりキスをしようぞ、ツバキ。今度こそ余の絶妙なる舌技で、そなたをメロメロにだなっ」

「だから！　二度と！　キスなんかさせないっての───！」

「ごふうッ！」

　強引に口づけしようと迫った余の体は、今度はツバキの肘ひじに阻はばまれた。鋭角に余の腹に突き刺さり、くの字に折れて、悶もん絶ぜつするはめになる。

「ふん！　いい気味だしっ」

「ほんと、魔ま帝ていサンってファッキン女好きデース」

　蔑さげすむネルケの横で、ムラティが呆あきれ返かえった。

「確かに魔帝ロキに関しては、そういった記録も残っていましたけど、まさかここまでとは」

　しかしアイリスだけは皆と違い、少し頰ほおを染めていた。

「でも、その。舌って……せ、接せつ吻ぷんで、どう使うものですの？」

　──どうやら四人の中で、色事にもっとも興味を持っているのは、このアイリスのようである。それは落とすための隙すきになるか。

　とは思ったものの、今の余にはなにもできない。腹に残る痛みに耐え、情けない呻うめき声ごえを出さないようにするのがやっとだった。

「はいはい！　とにかく、もう行くよ！　さっさと外に出て、このおバカさんにトドメ刺さなきゃね！」

　そして容よう赦しやなくツバキたち四人は、余を連れてついに、棺ひつぎの間の扉の前に立つのだった。

「って、あれ？　また鍵かぎがかかってる……。そっか、さっきの魔帝の再生に連動して、石せつ棺かんみたくこっちも修復されたのね」

　装飾の施ほどこされた金属製の扉には、内側から太い閂かんぬきがかけられていた。それは魔法によりがっちりと食い込んでいる。

　が、ツバキたちはすでにここを通り抜けてきているのだ。あっさりと縦に、ツバキの刀が振るわれた。

　閂が見事に寸断され、軋きしみ音を立てて、分厚い扉が開かれる。

　それは余にとっては絶望の音だった。

「おおおおお……！　せ、せめて乙女の胸に抱かれてか、膝ひざ枕まくらでの安楽死を希望する！　そうだ、どうせならそなたたち四人全員でだなっ」

「ほんとキミ、そんなことばっかりだよね。いいから黙っておとなしく……へ？」

「!?　これ、いったいなんですか？　まさかっ」

「なんなの？　通路が、変わっちゃってるし!?」

「ワオ！　来たとき、こんなのじゃなかったデスよね？」

　棺ひつぎの間の重じゆう厚こうな扉を四人がかりで押し開け、外に出たツバキたちだったが──一斉にみんな押し黙った。目の前に広がる、数人が横並びで通れるほどの、なんの変へん哲てつもない城の通路を呆ぼう然ぜんと見ている。

　いったいどうしたというのだろう。余よにはさっぱりだ。

「こんなのではなかった？　通路か？　ふむ」

　まじまじと一緒になって通路を見たが、そこは余も見慣れた、石組みの光景があるだけだ。

　ただし、その形状が余の復活のたびに異なることは知っていた。

「ははあ、なるほどな。そなたたちが驚いているのは通路が作り替えられた、ということか。いや、それだけではないぞ。余の復活に合わせて、城自体の規模も復活前に比べて、一気に肥大化するはずだ。侵入者を阻はばむためにな」

「！　ダンジョンに？　……つまりは迷宮化というわけですわね！」

　真っ先に理解したのは、大きな胸を揺らして手のひらを打ったアイリスである。

「迷宮!?　って、もとのサイズでも十分大きくて、複雑だったよ？　ここまで辿たどり着つくのにけっこう苦労したってのに、それをさらに上回るってわけ!?　ちょっと待ってよ！」

　ツバキが紅あかい魔力を煌きらめかせた。

「ええと、【剣よ還かえれ】！」

　その呟つぶやきとともに、手にしていた刀がリングへと変わり、余の鎖くさりを握る彼女の左手に腕輪として戻された。

　そして空いた右手で取り出してくるのは、鎧よろいの懐ふところに収めてあったなにかの紙だ。

「うむ？　それは……」

　余にはちらりとしか見えなかったが、どうやら地図が書かれてあったか。おそらくここまで来た道を記してきたものだろう。

　けれどももう、それは構造を変化させた城内ではまったくの無価値だ。

「あーもう！」

　ツバキがくしゃりと握り潰つぶして、石の床へと投げつけた。

「どうするのよ、これ……はあ」

「確かにネルケたちって、この部屋の、右の方から来たはずだし。で、左にもそのまま通路があったはずだし？　ふええ」

　今は正面に一本あるだけの通路に、ネルケが舌を巻いていた。

「んー、それにたぶん、天井も高くなったデスよね!?　や、やっぱり大きくなってるデース！」

　通路の上の方を眺めるのはムラティだ。両手を挙げてぴょんぴょん跳ねるが、もちろんそんな程度で届くような高さではない。人の背せ丈たけの五倍以上はあるだろう。

「……なんてことですの。たとえ魔ま帝ていが不完全な状態であっても、この城はきちんと機能していたのですわ！」

　アイリスがさすがに顔色を失っていた。

「魔帝を殺した後、棺ひつぎの間の外では激しい物音がしていましたが、あれは単なる崩ほう落らくだけではなかったのですわね！　まさにこの城も魔帝と同じ。滅びと再生を繰り返し、ダンジョンとして再構築されたのですわ!!」

「要するに、この城の壁とか、勝手に動いちゃったわけだよね？　……信じらんない」

　ツバキがおもむろに手を伸ばし、近くにあった石造りの壁に触れた。

「アタシの刀でも、斬きれるのは扉の鍵かぎくらいだってのに……！　まったく、分厚すぎなんだよね、特にこの城の外壁とかさ！」

「お姉様の力不足じゃないし！　あれ、ネルケの調合薬だって表面で弾はじかれたし。きっと妙な魔法のせいで、強化されてるんだし！」

「ンー、窓があれば、翼のあるワタシが飛んでいけるんデスけどね～」

　ネルケやムラティもそれぞれ、壁に目をやり愚痴をこぼした。

　だが一人アイリスは余よの方を向く。

「……確認しますけれど、他に裏口などございませんわね？　魔帝ロキ」

「うん？　フ、それを魔帝である余に訊きくのか、そなたは」

「ええ、むしろだからこそ、ですわ」

「ないぞ。出入り口は一つだけだ」

「そう、ですわね。あなたがこの城と繫つながっているのなら、ここから逃げ出すことなどまず、想定外ですものね」

「つまり、なに？　結局のところアタシたちは、入ってきた城の正面扉まで戻らなきゃいけない、ってことだよね？」

　ツバキが簡かん潔けつに話をまとめた。

「だけど、この城自体がダンジョンになってて、おまけに大きさまで変化して……ああああ」

「かなり揺れたデスから、城の中の階層の数も、もしかして変化してるかもデスか？　これだけ天井が高くなったりしてるから、あり得ない話じゃないデース！　……城への入り口って一階デスけど、どこまで降りて行けば辿たどり着つけるデスかね？　うう」

　不安げな顔をしたのはムラティだ。

　その横でネルケが苛いら立だちを隠さない。

「論理的に考えればそうだけど、魔法が絡むとどうなるかわかんないし。ほんと、やっかいだし！」

「って、ぐだぐだしててもしょうがないよ！　というか、外に繫つながってる出口が一つでもあるなら、そこを目指すだけだよね？　とにかく歩くよ。ほらほら！」

　さあ、とツバキが先頭に立ち、歩き出した。

　もちろん他の三人もついていき、一緒に余よも引っ立てられる。鎖くさりを握られたままなのだ。拒否権などあろうはずもない。

　逃げ出すこともままならず、棺ひつぎの間から伸びた通路を、余は四人の乙女たちとともに歩かされた。

　もちろん、ただおとなしく従っているつもりはないが。余が生き残るには、ツバキたちを一刻も早く口説き落とすしかないのだから。

　しかし──。

（フフフ、さっそく余がツバキたちの気を引いてみせようぞ……さてさて。……ん？　おお？　あれ？）

　いざ行動に出ようとするも、冷静に考えれば、どうしていいかわからなかった。なぜなら余は今まで、乙女の心を奪うばうのに、苦労したことなどなかったからだ。

（そうか！　まずいぞ……！　いつも勝手に、乙女たちの方から惚ほれてきて……余が実際に口説き落としたことなど、一度もなかったのだー!!）

　なんたることか。余は愕がく然ぜんとしていた。レベル１というこの身を呪のろうばかりである。

「……こほん。あー、そのだな……そなたたち？」

「うるさい」

　とりあえず口を開いてみたものの、真っ先にツバキに一ひと睨にらみされた。取り付く島もない感じだ。

　だが、他の乙女ならば？

「ふん。黙って歩けばいいんだし！」

　ツバキの後ろについていくネルケは、余と目も合わさない。

　むしろ余ではなく、ツバキに熱を上げている様子だった。それは恋に似た、憧あこがれか。そこに今の余が割り込むのはきっと、簡単ではないだろう。

（まいったな。これは）

　余は四人を口説き落とす難しさを、今になって痛感する。

（落としやすそうなのは、やはりアイリスだが……）

　そのアイリスに視線を向ければ、彼女はそれだけで警戒心を露あらわにした。歩きながらも余と距離を取ろうとする。

　では、ムラティはどうだろうか？

「ハイ！　魔ま帝ていサン、足が遅くなってるデスよ。そういうの不許可ギルテイデース」

　彼女は余の後ろに立ち、翼の先で容よう赦しやなく背中を押した。

「フ、そう急せかすな……もう少しそなたたちと、のんびり歩いていきたいのだぞ？　フフフ」

「こっちはそんな気ファッキンないデス。世界のために、とっとと殺されるデスよ～」

　にっこりと微笑ほほえみながらも、ムラティは辛しん辣らつな言葉を容よう赦しやなく余よに浴あびせた。

　ダメだ。もしかしたら一番の堅物は、この巫み女この彼女かもしれなかった。

　──そうこうしているうちに時間だけが過ぎ去っていくが、通路はまだ真まっ直すぐに伸び続けていた。

「って、いくらなんでも長すぎない!?　この中、どうなってるのよ？」

　おそらく半時は歩いたはずだが、通路にまったく変化はなく、先頭を行くツバキがさすがにぼやいた。

「……薄暗いからファッキン見通しにくいデスけど、でもこれだけ歩いても、まだ先があるみたいデスねー」

　ンー、とムラティが目を細めながら答えた。

　通路に灯ともるのは壁の上の方で揺れる、魔力でできた蒼あおい炎だけだ。人より目のいい亜人種の少女にも、どこまでも伸びる通路の奥は見通しきれないらしい。

　はあ、と溜ため息いきを吐つくのはアイリスだった。

「ほんとに……魔ま帝ていの覚かく醒せいとともに、ずいぶん巨大化してしまったようですわね」

「物理法則をなんだと思ってるんだし！　これだからネルケ、魔法なんてインチキは大嫌いだしっ」

　いつも強気なネルケだが一番幼いぶん、他の三人より体力には劣るのだろう。歩幅も違うせいか、みんなについていくのが大変そうだ。しかし弱音を吐くことなく、頑張ってツバキの後ろに続いていた。

　むしろ、先にへばりそうなのは余の方である。レベル１になったぶん、予想以上に体力も落ちているのだ。

　だがなにより余の足を重くするのは、もちろんこの一歩一歩が、終しゆう焉えんへの歩みだからだ──。

　しかし、幸い余にはまだ猶ゆう予よがあった。

（いつもどおりであるならば、迷宮と化した城の中は広いぞ。迷えば一日や二日などでは、とても出られるものではない。フフ）

　つまりまだツバキたち四人の心を奪うばう時間は、十分にあるということだった。

　それでもついに、この通路の果てが訪れる。

「あっ！　あれ、扉デス！」

　真っ先に翼人バード族のムラティが、前方を指し示した。

「扉？　……えっ」

　先頭を行くツバキが、歩きながらも後ろのアイリスを振り返った。

「来たときはそんなのなかったよね、アイリス！」

「ええ。やはり完全に、作り替えられてしまったようですわね……」

「ふん！　超うざいし！」

　ネルケも嘆たん息そくする中、やがて薄うす闇やみの奥に四角い形の両開きの扉の姿が、余よにも見えた。

「ほう？　あれは……そうか」

　棺ひつぎの間ほどではないが、装飾の施ほどこされた重じゆう厚こうなものである。毎度構造の変わる城内だが、その部屋がいったい何であるかは、扉の意い匠しようで判別できるようになっていた。

「？　なによ、キミ。知ってるの？」

「おおよそ見当は付く。あれは玉ぎよく座ざの間の扉だな」

　ツバキに返答しながらも、思い出すのは前回の英雄王に殺されたことである。

　──近くまで来ればその姿はよりはっきりと見て取れた。棺の間の扉と似ているが、こちらは黒い金属でできているのが特徴だ。間違いない。

「玉座って、まったく。偉そうに……ええい、【剣よ在あれ】！」

　そしてツバキが余を繫つなぐ鎖くさりをムラティに預けると、紅あかい魔力を煌きらめかせた。左手の腕輪を変化させ、一振りの刀を出現させる。

　おそらく棺の間のように、扉に鍵かぎが施されていると思ったのだろう。が、その懸け念ねんは肩すかしに終わった。

「あら？　お待ちになって、ツバキ。この扉、手で開けられるのじゃありません？」

「へ？　……あ」

　アイリスが指摘したとおり、玉座の間へと続く扉には、封印の痕こん跡せきはまるでなかった。もともと閂かんぬきすらつけられていないのだ。

「どういうこと？　楽でいいけどさ」

「ふむ、この後はもう、復活した後では使うことのない棺の間しかないからな。ここまで侵入された相手に、扉を封じたところで意味はない、というところだろう」

　城の構造はいつも自動的であるため、特に余も気にしたことはなかったが、道理で考えればそうなるか。

（それと、確か玉座の間には……アレがあったからな。ふむ）

「ま、いいや。とにかく押せばいいんだよね？　んじゃ、開けるよ」

「お姉様、手伝うし！　ん、んんんー！」

　刀を持ったツバキと、ネルケが取り付き扉を押した。

　重厚な黒い扉はあっさりと開いていき──その向こうに広がる、円形の大空間をさらけ出した。

「ワオ！　ファッキン広いデース！」

　余よを連れて、ムラティがはしゃぎながら一番に足を踏み入れる。

「ほう、今回は円まるいホールか」

　通路よりも高い天井を持つ、ちょっとした広場ほどの空間に、余も目を見張った。前回は確か、広さこそ同じくらいだが、ホールの壁は六角形をしていたはずだ。

　そこにあしらわれた装飾の類たぐいも、また違う。今回は壁に、金色が混じった漆しつ黒こくの飾り布がかけられていた。さらに床は通路のような殺風景な石いし畳だたみではなく、白く磨みがかれた化け粧しよう石せきが敷き詰められていた。蒼あおい炎を揺らめかせる、天井に吊つられた巨大なシャンデリアの輝きを反射している。

　その広い空間の中で、余たちが入ってきた扉のすぐ近くにあったのは、煌きらびやかな玉ぎよく座ざだった。

　さらに脇わきには、無数の椅い子すが並んでいた。かつては美しき乙女たちが入れ替わりながら座っていた席である。

　だが今はそこに、誰もいない。ましてや余が玉座に座ることも許されず、鎖くさりを引かれるままに、この空間を歩かされた。

「出口は、あれですわね！」

　すぐにアイリスがホールの端はしを指し示す。

　玉座が向いた遙はるか正面に、この部屋の出口がぽっかりと口を開けていた。そこは扉のついていない、一本の通路と直接繫つながったものだ。

　それ以外にここから出る術すべはないらしい。もちろん四人は余を連れて、その出口へと真まっ直すぐ向かった。

　だがそのとき、余の目にだけ捉とらえられる、黒く染まる床があった。

「おっと、ツバキ。少し気を付けるがよいぞ」

「？　なによ？」

「たぶん、魔ま帝ていである余にしか見えないのであろうが、罠わながあるぞ」

「えっ！」

　余の指摘に息を吞のんだのは、四人の乙女たち全員だった。思わず足を止めた隙すきに、余が先頭のツバキの横に立つ。

「忠告はしたが、万が一ということもある。誤あやまって踏まぬよう、余がこちらを歩いて避よけよう」

「罠トラツプですって!?　確かに……魔帝が復活したのですから、そんな仕掛けが目覚めていてもおかしくはないですわ！」

　アイリスが即座に警戒心を露あらわにした。

　が、うさんくさそうに余を睨にらむのはネルケである。

「でもなんで、そんなのを魔帝がネルケたちに知らせるし？　おかしいし！」

「オー、それはそうデス！」

「フ。余よもいろいろ考えた上でのことだぞ」

　ムラティにまで訝いぶかしまれたが、心外だ。余に乙女を騙だますつもりなどあるものか。

「余は、レベル１の身では逃げることもままならぬからな。少し闇やみを操れる程度で、あとはこうして罠わながある場所を判別できるくらいか。ならばじたばたしても仕方あるまい。それに余は、余だ」

　──レベル１であろうとも、余はこれまでどおり振る舞うだけ。どうせ他に、乙女たちと接するやり方など知らないのだから。

　落とせるかどうかはともかく──。

「せめて、余の好きにさせるがよい。英雄と魔ま帝ていという関係であっても、余は麗しきそなたたちに出会えたことを楽しみたいのだ。少しでも長く、な」

「……徹てつ底てい的てきな女好きですわね。束つかの間まとわかっていても、ハーレム気分を味わいたいと、そういうことですの？」

「そうだぞ、アイリス。フハハハハ！」

「って、ふざけるんじゃないっての、おバカ！」

　しかし納得したアイリスとは違い、ツバキが余の体を押しのけた。そのまま鎖くさりをムラティからひったくり、強引に歩き出す。

「おお、おおおお？　ツバキ、どうした？　そこはまずいぞ、もう少し先に罠がだな！」

「信じないよ。なんでこの状況で、キミの言葉を信用しなきゃいけないわけ？」

「いや、待て。余は本当にだな……だから、そこ！」

「へ？」

　がこっ。余が注意したのも虚むなしく、ずかずか進んだツバキの足が、見事に黒く見える床を踏んだ。あからさまに化け粧しよう石せきの一部がへこみ、ツバキが慌てて飛とび退のいた。

　けれどももう手遅れだ。直後、あと少しで辿たどり着つくはずだった通路の手前から、いきなり黒い火柱が噴ふき上がった。

「!!　きゃあっ、マジ!?」

「だ、だから言ったのだー！　危ないとっ！」

　熱ねつ波ぱが吹き付け、余と四人の乙女たちは慌てて下がった。

　もう、通路に出ることは不可能だ。一抱えほどの太い火柱は数本で、高い天井まで伸びて退路を塞ふさぐ。

　それだけでなく湾わん曲きよくした円まるいホールの壁全体にも、同じような黒い火柱が無数に上がった。あっという間に広い玉ぎよく座ざの間全体を囲み、黒い飾り布すら一瞬で焼き尽くした。その威力の凄すさまじさに、ツバキたちにも動揺が走った。

「ノー！　なんて火力デスか!?　ファッキンホット!!」

「囲まれたし!?」

「後ろは……だ、ダメですわー！」

　咄とつ嗟さに振り向いたアイリスが、玉ぎよく座ざの背後に見える扉も火柱に塞ふさがれたのを確認する。

　こうして罠わなが発動した際に閉ざされるからこそ、あの扉には鍵かぎの一つもなかったのだ。

「だから気を付けろと言ったのだぞ？　やれやれだ……」

　余よとしては呆あきれるばかりだ。

「うるっさい！　どうなってるの、これ！　出られないよね!?」

　失態を挽ばん回かいしようとしてか、鎖くさりをアイリスに投げ渡し、ツバキは刀を構えて前に出た。通路を塞ぐ火柱を斬きろうというのか。

　けれども彼女は刃やいばの届く距離まで、近づくことができなかった。

「熱っ！　……な、なんて炎よ!?」

「黒い炎なんて、そもそもあり得ないし！　どうやって燃えてるし？　だから魔法は嫌いなんだし！」

　白衣からなにかの小こ瓶びんを取り出してきたネルケだが、その中身で消火は無理と判断してか、銀色の髪を搔かきむしった。

　だが残念ながら、これが罠のすべてではない。

「あー、すまぬが……本命は、こっちだぞ？」

　余は乙女たちにわかるように、玉座の間の中央を指し示した。

　そこにじわり、と突然集まった「闇やみ」があった。

　振り返った四人が、ぎょっとして表情を強こわばらせる。それは天井からぼたぼたと落ちてきた、シャンデリアの輝きの裏に潜んでいた大量の影である。みるみるうちに凝ぎよう縮しゆくし、限界まで濃くなると、一気に形を膨張させた。床に触れる頃にはもうそれは物質と化して、激しい地響きでホール全体を揺るがす。

　顕けん現げんしたのは魔力によって仮かり初そめの命を得た、一体の魔ま獣じゆうだった。

「ファッキンシット!?　どっ、どどどど……！」

「ドラゴンだし────!!」

　ムラティとネルケが、血のように赤い三つの瞳ひとみを動かした、最さい凶きようの魔獣──「黒こく竜りゆう」を見て狼ろう狽ばいする。

　翼を持たぬ四本足の、てらてらと濡ぬれた黒き鱗うろこに覆おおわれるそやつは、ゆっくりと頭をもたげた。凶悪な牙きばが生えそろう口は、人など丸まる吞のみできる大きさだ。身の丈はゆうに、小さな家屋すら凌しのぐだろう。丸太のごとき逞たくましい尾が床を叩たたけば、それだけでまたホールが揺れる。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!』

　余の忠ちゆう実じつなる下げ僕ぼくが、凶悪な面つら構がまえで周囲の空気を震ふるわせた──。

「ブラックドラゴン!?　……記録上、最強の魔ま獣じゆうですわ!!」

　その中でどうにかアイリスが書物を手に、そこに書き込まれているらしい資料に目を通す。

「そのとおりだ」

　一人冷静な余よが告つげる。

　が、その瞬間──ツバキの刃やいばが余の首元に突きつけられた。

「なにやってるのよ、キミ！　ど、どうにかしなさいよね!!」

「いや、余が出したわけではないぞ？　罠トラツプに引っかかったのはそなたであろう、ツバキ」

「うっ、うるさいうるさいうるさあい！」

「ドラゴンを使って逃げる気だったし？　やっぱりおとなしくしてたのは、フリだけだったし！」

「やっぱり魔ま帝ていサンは、ファッキン最ギル悪テイデスか？　オー」

「案ずるな。別に余は、そなたたちとことを構える気はないのだ。それも最初からな」

　騒ぎ立てる少女たちに向かい、余はきっぱりと断言した。

　余が生き残ることだけを考えれば、これは絶ぜつ好こうの好こう機きなのだろう。だがそれは、できない。

「ちゃんと言っておくがな。余はな、そなたたちのような若い乙女を殺してまで、生きようとは思わぬぞ」

「え……キミ、本気？」

　ツバキが刀の切っ先を戸惑いに揺れさせた。

「当たり前のことを訊きくな。フ、乙女とは愛めでるものであり、いがみ合うものではないだろう？　だからこそ、そうはさせぬよ。誰がそなたたちの柔肌を傷つけさせるものか」

　余はツバキの刀の腹を押して、払はらい除のける。そのまま一人、前に出た。

「あっ！　な、なにをしてますの!?」

「心配ない。余は、魔帝ぞ？　すべての魔獣は余に逆らえぬようになっているのだ」

　首輪と繫つながる鎖くさりを握ったアイリスが慌てるも、余はたしなめて黒こく竜りゆうと向かい合う。

「とにかく、そういうわけだ、黒竜よ！　もうよいぞ」

『グルルルルル……』

　黒竜の三つの瞳ひとみが余を捉とらえた。意外そうに見開かれる。

　魔獣の知能はさほど高くなく、言語を操ることはできない。が、余の言葉くらいはわかるのだ。

「影に戻り、この部屋を囲む火柱を消すのだ。よいな？」

　だがそのとき、余はとある異変に気が付いた。

「ん？　黒竜？　……そなた!?」

　遙はるか頭上にある、黒こく竜りゆうの巨大な頭。その口から、ぼっとかすかに漏れ出たのは、火柱と同じ漆しつ黒こくの炎だった。

　ゆっくりと黒竜は、息を吸い込み始めていた。

「待て、なんだそれは。竜の息い吹ぶきを吐いてどうする！　広範囲攻撃の必要はないのだぞっ、なぜ余よの命に従わない!?」

「ちょっと、なんか……やばそうな雰囲気なんだけど！　マジで大丈夫なの、これ!?」

　ツバキが不ふ穏おんな空気を感じ取り、身構えた。

　平気だ、と余は伝えたかったが、黒竜の赤い目がそれを許さない。そこにあったのはなぜか、余に対する明らかな敵意だったのだ。

『ゴガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　そして、黒竜が吼ほえた。同時に放たれたのは、すべてを焼き尽くす黒き炎の息吹である。

「さ、散開ですわ──────っ!!」

　アイリスが叫んだ。四人の乙女たちが同時に動く。ムラティは翼を慌てて羽ばたかせ、空中に飛び上がって逃げた。

　そのとき余も、鎖くさりを思い切り引かれた。アイリスではなく、咄とつ嗟さにツバキがひったくり、余を強引に引き倒したのだ。

「ぐはッ!?」

　もちろん余は硬い床に転がり、体をしこたまぶつけたが──そのすぐ側そばを漆しつ黒こくの炎が駆け抜ける。

　美しい化け粧しよう石せきで覆おおわれていた床が溶け、沸ふつ騰とうし、抉えぐれて硬い地肌を露出させた。

「バカ、な……！　今のは、なんだ？　明らかに余ごと、ツバキたちを巻き込んでっ」

　ぎりぎりで散った余たちは、どうにか炎の直撃を免まぬがれた。それでも熱ねつ波ぱが肌や髪をちりちりと焼く。

「こっちだよ!!」

　ツバキがそんな余を引っ立て、黒竜から距離を取った。またあの竜の息吹を食らってはたまらないからだ。

　他の三人も同様に、それぞれが固まることなく、できるだけ黒竜から離れた。

　──その様子を黒竜は、長い首を動かしてゆっくり眺め、三つの赤い目を細めた。

（笑ったのか？　こやつ！）

「なぜだ！　故意に狙ねらったというのか？　余はそんな命令など下していない……あ」

　まさか、と余はあることに思い当たる。ぱちん、と指を鳴らして作り上げるのは、手のひらの上に乗る黒い魔鏡だ。

「しまった。そうか、レベルか……！」

「？　なによ、キミ!?　いったいこれって……キミの命令でやってるんじゃないの！」

「違う。違うのだ、ツバキ。……魔ま獣じゆうはな、己よりレベルの高いものの指示に従う、という単純な魔法生物なのだ」

　魔鏡を黒こく竜りゆうへと向けて、余よは確信する。

「そうやって他の魔獣たちとの、指揮系統を維持しているのだが、それがまさか余にも適用されていたとは!!」

「へ？　なにそれ……」

「そう、余がレベル１だからだ」

　鏡の中に現れた、黒竜の強さを示す値はなんと、『１１２』──。

　もちろん完全体であった頃の余ならば、軽く凌りよう駕がしていたレベルだ。けれども今は、無理だった。

「レベル１１２の竜を、レベル１の余が抑おさえつけるなど、不可能な話だったのだ！　フハハ、ハハハハ、ハハ……はあ」

「ちょっと！　じゃあこれ、どうするわけ!?」

「いや、どうもこうも……」

　制御不能だ。黒竜は獲物を選ぶように、悠ゆう然ぜんと頭を巡らせていた。久方ぶりの己の生を満まん喫きつしようとしているようだ。

　だが、余は自分が狙ねらわれるよりもぞっとした。

　こやつは余の前で、乙女を殺そうとしているのか？

「バカな、バカなバカな、バカなっ！」

　──そのような最悪なことだけは、させるものか！　余は再び黒竜の前に出ようとした。

　が、それはツバキが鎖くさりを引っ張ったことで阻はばまれる。

「うごっ!?　……な、なにをする、ツバキ！」

「どっちがおバカよっ！　キミ今、ドラゴンに向かっていこうとしたよね？　死ぬ気!?」

「ああ、そうだな……余がここで竜に殺されれば、そなたたちは巻き込まれずに済むからな。いい考えであろう？」

　その後に起きる、魔ま帝てい城の崩ほう落らくにツバキたちが巻き込まれるという懸け念ねんはあったが──この窮きゆう地ちを脱する方法が、他に思いつかなかった。

　だがそれを、この赤毛の刀士は許さない。

「させないよ。アタシたちがどれだけ苦労して、キミを確保したと思ってるの？」

「なに？　バカな、そんな意地を張っている場合か！　そなたたちは余と違い、生き返ることなどできぬのだぞ？」

「あーもう、うるさい！　いいから黙って、キミは……」

「お姉様あ、気を付けてッ！　なにか仕掛けてきそうだし!!」

　そこにネルケの悲鳴が届いた。

　彼女が気付いたとおり──黒こく竜りゆうが次の動きを見せていた。その太い四本の足を動かして、このホールの中で旋回を始める。頭が余よとツバキのいる位置から遠ざかったが、代わりに速度を増して近づいてくるのは、固い鱗うろこに覆おおわれた太い尾だった。

「なんと!?」

　それはこの空間、すべてを薙なぎ払はらう軌道を描いた。空中にいるムラティは別として、黒竜はまとめて余たちを叩たたき潰つぶすことにしたらしい。

　そしてその尾が最初に到達するのは、余とツバキの二人のようだ。

「に、逃げるデスよー！」

　ムラティが警告するが、簡単には避よけきれるものではない。

「ツバキ、お願いしますわ──────！」

　だからアイリスが、かわす以外の方法を命じた。

「わかってるよ！　やってやるってのー！」

　ツバキが応こたえた。余の鎖くさりを投げ捨てて、両手で刀を握り直す。

「なに？　そなた……」

「言ったよね、させないって。キミはアタシの後ろにいなさい！　まったく、どいつもこいつも……舐なめるんじゃないっての、この黒トカゲえええええ!!」

　ツバキは余の前に立つと、迫り来る巨大な尾に相あい対たいした。瞬時に全身から解き放ったのは、無数のリングだ。












　それは彼女の鎧よろいや、かんざしにもつけられていたものである。ツバキの頭上にばらまかれたそれらはすべて、紅あかい魔力に彩られ、空中で形を変えていく。

「【万よろずの剣よ、在あれ】！　……【万ばん華か】ああああああっ!!」

　無数のリングは腕輪と同じく、すべてが刃やいばに変へん貌ぼうを遂げた。しかもどれも違う形をした武具になる。

　一ひと際きわ長い刀があった。太い短刀もあった。さらに槍やりや両刃の斧おのまでもだ。

　それらは振り下ろす、ツバキの刀に動きを合わせて落ちてきた。その数は数十にも及ぶだろう。まるで刃の雨である。

　もちろん狙ねらうは一点──黒こく竜りゆうの尾だ。

「ぜああああああああああああああああああッ!!」

　数十本ものツバキの刃が、黒い鱗うろこに覆おおわれた尾を抉えぐった。

　赤黒い血肉の華はなを咲かせ、尾の先端を斬きり飛ばす。

『ギャオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

「さすが、お姉様だし！」

　痛みの余りよろめきながら絶叫する黒竜に、遠くでネルケがはしゃいだ。

「今ですわ！」

　そして黒竜が怯ひるんだ隙すきに、アイリスが通路を塞ふさぐ火柱の方に駆け寄った。書物を手に、なにか魔法で呼び出そうというのか。

「どうにか、隙間を広げてみせますわ！　とにかく皆さん、ここから脱出しますわよ！　そうすればドラゴンの巨体では、追いかけてこられませんもの!!」

　冷静な状況分析は、さすが年長というところだろう。

　だが、へへんと鼻を擦こすり上げるのはツバキだった。

「そんなことより、アタシがこのトカゲちゃんを倒す方が早いかもね！　さあて、もう一発大技をっ」

「ツバキ。そなたの腕前が見事なのは認めるが……残念ながら、この程度では黒竜には届かぬぞ」

「へ？　……噓うそっ!?」

　余よの忠告で、調子に乗りかけていたツバキから顔色が失われた。

　たじろいだ黒竜は斬られた尾を引き下げて、頭をこちらに向け直した。

　三つの赤い瞳ひとみには、憎悪の色が濃く現れる。さらにめりめりと音を立てて、斬り飛ばされたはずの尾の先が再生を始めていた。

　さほどダメージにはなっていないのだ。むしろ余計に怒りを買った、という感じか。

「やるじゃない。そうでなくちゃね、ドラゴンってのは……！」

　でも負けない、とばかりにツバキが刀を構え直す。この少女はまだ黒こく竜りゆうと戦うつもりなのだ。

　けれども余よは気付く。黒竜が唸うなりの一つも上げずに、大きく息を吸い始めていたことを──。

「まずい。今度は、竜の息い吹ぶきが来るぞ!!」

「ええ？　さっきの、ドラゴンブレス!?　そ、それは……刀じゃ無理だよ───！」

　ツバキがさすがに動揺した。黒い炎の息吹の威力は、もう見ている。あれは直撃をかわす以外にどうしようもないのだ。

　止める手立ては存在しない。余たちはできるだけ黒竜から逃げて、避よけられるだけの距離を稼かせいだ。が、もう一度うまくかわしきれる保証はない。

　そのことを知ってか、黒い炎を口から漏らす黒竜が、三つの瞳ひとみを歪いびつに細めた。余たちを嘲あざ笑わらったのだ。

　だが、そのときだった。

　──凄すさまじい熱ねつ波ぱが吹き荒れようとした直前、突然蒼あおい閃せん光こうが、ホール内を駆け抜けていた。





■３　第二勢力《英雄組合ユニオン》




「きゃあああ────っ!?」

　なにが起きたのか、あまりにも唐突すぎて余も最初はわからなかった。

　だがアイリスの悲鳴が聞こえ──彼女が取り付こうとしていた、通路を塞ふさぐ火柱が吹き飛んでいたのを目撃する。蒼い閃光はなんと、通路の向こうから放たれたものだった。

　そしてその煌きらめきは、今にも炎を吐こうとしていた、黒竜の頭を直撃していた。

『ギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!』

　蒼い閃光が弾はじけ、その衝撃で黒竜が炎を撒まき散ちらしながらぐらついた。

　飛び散る熱気がホールの空気を焦がす中、余はやっと、凄まじい威力を見せた閃光の正体に気付く。

（魔力の煌めき？　これはっ！）

　余以外に魔力を持つ者など、限られている。それはツバキたちのように、英雄の血を引く誰かの仕し業わざだった。

　──黒い火柱が消し飛んだ通路から、この玉ぎよく座ざの間へと飛び込んでくる者たちがいた。

「状況、目標を確認！　周囲には敵が４、竜が１ぞ！」

　蒼あおい輝きを纏まとわせた、銀色の器物を手にした少女が、その先端をすぐ側そばにいたアイリスに向けた。

　それは武器の類たぐいなのだろうか？　余よは初めて見るものだが、銀色の箇か所しよは持ち手のついた、ボウガンの基き部ぶといった感じだろう。そこに蒼い輝きが結晶化し、より長い外見を形成していた。先ほどの攻撃はここから放たれたものだろう。

「銃、ですって!?」

　アイリスがその武器の名を呼んだ。先端を向けられて、顔を青ざめさせ、両手を挙げた。

（じゅう？　ふむ……）

　だが余の興味は、その銃とやらを持つ少女の方に向いていた。

　白と黒のまだら模様の服を着た、青髪の娘である。歳としはツバキと近いだろうか。しかしその雰囲気はずいぶんと研とぎ澄すまされたものだった。

　なによりもまず目を惹ひくのは、その右の目の輝きだろう。跳ね上がった眼帯の下から露出した瞳ひとみには、蒼く煌きらめく魔法陣が現れていた。

　視力を高める術式であることを、余は一目で看かん破ぱする。さらに特徴的なのは、その耳だ。

「長耳エルフ族だと？」

　感覚が鋭く、森の中で狩りを行う亜人種たちだ。ただ、その手に持つのは弓矢のはずだが──どうやら余が眠っていた間に、愛用する武具も進化させた、というところか。それもさっきのように、竜すら一撃で怯ひるませるほどに到いたったのだ。

　しかし、なぜだ？　余は違和感を禁じ得ない。

　青髪の長耳エルフ族の少女は、英雄のはずだ。なによりも魔力を操るのがその証あかしである。けれどもなぜ、アイリスにその武器を向けるのだろう？

「あ、あ、危ないデース！」

　空中にいたムラティも、蒼い眼帯の目を向けられて、慌てて羽ばたき距離を取った。明らかに敵意を察し、撃うち落とされまいと逃げたのだ。

（同じ、英雄であるはずなのに……？）

　そこにもう一人、新たな少女が姿を見せた。通路から飛び出してきたのはピンク髪の娘である。彼女の頭についていたのは、ぴょこぴょこ動くイヌミミだった。

「おおおー！　あれがドラゴンなんだわん？　大迫力なんだわーん！」

　さらによく見ればお尻しりには、ふさふさの尻尾しつぽが揺れていた。彼女もまた亜人種の、獣人コボルト族の一人らしい。

　それにしても余の知る限り、獣人コボルト族は毛皮でできた実用的な民族衣装を着こなすはずだが、この少女は違っていた。髪に合わせた鮮やかなピンクの衣装は露出度が高く、背中には大きなリボンがあしらわれていて、動くたびにひらひらと揺れ動いている。無駄のない格かつ好こうをした長耳エルフ族の少女とは、まるで対照的な印象だった。

　しかも一緒に引きずるのは、車輪付きの四角い鞄かばんだ。

「これはいい画えだわんね。ばっちりしっかり、記録しちゃうんだわんー！　【ちちん、ぶいっ】！」

　鞄の上部には何やら、拳こぶしほどの水晶でできた装飾品がつけられていた。それが少女のピンク色の魔力に煌きらめき、丸い水晶だけがふわりと飛び立つ。操るのは彼女の手にしていた、やけに短い杖つえ状のものだ。

　だが「記録する」と彼女は言った。武器ではない、ということだろうか？

　実際に、浮かび上がった水晶玉は獣人コボルト族の少女の側そばを漂うだけだ。

「下がっていろ、ヴィオラ！　戦闘の邪魔だぞ」

　その水晶玉を押しのけて、通路から三人目が現れる──。

　艶つややかな金色の長い髪を後ろでまとめた、背筋の伸びた美少女だった。背中には身の丈ほどもある、金属製の十字架を担いでいた。

　まるで巨大な鈍器である。

（！　武器、であるか？）

　余よはその鈍にび色いろの十字架を見て、そう感じた。十字架の表面にはいくつか取っ手がついており、その一つを片手で握り、彼女は軽々と振り回す。ごっ！　と重い音を響かせて、己の正面に十字架を突き立てた。

「機動力で搔かき回まわす！　【変光モード・騎馬鎧ケンタウロス】！」

　そして彼女は凜りんとして力ある言葉を発し──黄金色の魔力を十字架に纏まとわせる。

　すると十字架が金色に染まり、いきなり割れた。無数の亀き裂れつを走らせて、爆はぜるように展開したのだ。

　中から出現したのはなんと、黄金色の柄つかだった。そこから一瞬にして、金色に煌めく光の刃やいばが形成される。一振りの輝く大剣ができあがったのだ。

　十字架そのものは、この剣の柄を包み込んでいた、無骨すぎる鞘さやだったらしい。

（いや！　これはっ？）

　だが弾はじけた十字架の鞘は、彼女が大剣の柄を手に取ると同時に、その破片のすべてが金髪少女の体に纏わり付いた。黄金色に輝くそれらは形を変えて、彼女の着た動きやすそうな黒と金の衣服の上で、鎧よろいとなって張り付いていく。

　それも普通の鎧ではなかった。少女の下半身に、金色の装甲のほとんどが集中し、さらに後方に突き出していく。新たな骨格すら形成してできあがったのは、少女の二本の足と対になる、もう二本の後ろ足だ。

「おお、おおお？　なんと、四本足だと！」

　余は目を見張る。完成したのは、黄金の「人馬」であった。

「『騎士』の、英雄!?」

　その姿に、余よとともにいたツバキも見とれた。

　──そのときには金髪の少女は、軽やかに四本の脚を動かして疾駆していた。石の床に蹄ひづめの音を響かせて、一気にホールの中を駆け抜ける。

　真まっ直すぐに向かうのはなんと、余のもとだ。

「貴公が魔ま帝ていどのだな？　救いあげる！　腕を、伸ばせ───ッ！」

「なに？　おおっ、余に飛び込もうというのか？　フフ、初対面であるというのに、なんと大胆な！」

　状況はよくわからないが、うら若き乙女が自ら来るのだ。余に断る理由はない。両手を開き、すぐに迎え入れる体勢を取った。

「って……させるわけないよね！　このおバカあっ!!」

　けれども立ちはだかるのはツバキだった。迫り来る金髪少女の前に飛び込み、迷わず刀を一いつ閃せんさせる。

「！　クッ、なんだとッ？」

　金髪少女も右手に持っていた光の剣で、ツバキの刀を受け止めた。横から飛び込んで来たツバキのせいで彼女は余に届く寸前、その軌道を大きく変えることになる。床の化け粧しよう石せきの上で四本足を横に滑すべらせ、勢いを失った。ツバキとともに鍔つば迫ぜり合あいの形となり、見事に足を止められてしまう。












「こ、この私の突進を止めるとは、貴様!?」

「なによ、キミらは！　……もしかして、反《英雄協会ギルド》の連中ね!?」

　刃やいばと刃を交わらせ、二人の少女たちがいがみ合う。

「《英雄組合ユニオン》と呼んでもらいたいな。貴様たち旧体制の犬とは違う、誇り高き革命の徒だ！」

「はああ？　なにが革命だよ！　魔ま帝ていを倒すのが、英雄の血を引くアタシたちの役目じゃない！　それをキミらは、勝手にっ！」

「うん？　《英雄協会ギルド》に、《英雄組合ユニオン》だと？　いったいなにが起きているのだ？」

　つい向こうから乙女がやってきたために、余よは反射的になにも考えず金髪の少女を迎え入れるところだったが──確かにこの少女も、明らかに魔力が使える、英雄の一人であった。ならば余を殺すことこそが、その使命のはずである。

「派閥の違う英雄、ということか？　ならば……結局、余はそちらに身を寄せても、殺されるという運命ではないか!?　おおお」

　単なる手柄の争そう奪だつ戦せん──。きっとそういうところだろう。

「それは違うぞ、魔帝どの!!」

　だが金髪少女が否定する。

「私たちは古臭い、《英雄協会ギルド》の考えを捨てた者。その理念は真逆だ！　魔帝どのを殺すのではなく、対話し、受け入れることを提案する組織。それが《英雄組合ユニオン》なのだ！」

「な、なに？　まさか、そんなことが！」

「ほんと、許されないよ！　キミたちってばッ!!」

　金髪少女の言うことが噓うそではないのは、怒るツバキが裏付けていた。

（余を殺さない？　生かす、組織だと？　……本当なのか！）

　信じられないが事実なのだろう。さあ、と金髪少女がツバキとがっちり組み合ったまま、顎あご先さきで己の背後を余に示した。

「今すぐ私の後ろに乗るがいい、魔帝どの！　貴公を《英雄協会ギルド》の手から救出する！　そのために我々は、ここに飛び込んできたのだ！」

「おお、おおおおおおお？」

「ちょっ……なに勝手なこと言ってるのよ、キミは───！」

　ツバキが憤慨するものの、余にとってこれほど都合のいい話はない。

　もちろんすぐに駆け寄って、金髪少女の後ろへと回り込んだ。つまりはこの黄金色に輝く、鎧よろいでできた馬の背に乗れ、ということなのだろう。

「早く！　魔帝どの、あまり猶ゆう予よはないぞ！」

『ガアアアアアアアアアアアアアア!!』

　金髪少女の指摘どおり、よろめいていた黒こく竜りゆうが復活の咆ほう哮こうを上げた。頭を巡らせ睨にらむのは、新たにホールへ現れた三人の少女たちである。

　だがそこに、再び蒼あおい閃せん光こうが走った。

「【爆式グレネード／１１０ｍｍ】！」

　力ある言の葉とともに、先ほど以上の強烈な蒼い煌きらめきが放たれた。それはもちろん青髪の少女が撃うったものだ。

　その手にあった銀色の武器が纏まとう、蒼い輝きが変化していた。より太い形状となり、そこから塊かたまりのような閃光を射出したのだ。

　先ほどより、放たれた閃光の速度は遅いか。余よの目にも黒こく竜りゆうへと飛んでいくその姿がはっきりと捉とらえられた。黒竜も身をくねらせて、防御のために太い前足の片方を、ずいと持ち上げる余裕もあった。

　だがその閃光が竜の足に触れたとたん──一度目とはまるで比べものにならないほどの、凄すさまじい爆発が起きるのだった。

「!!　ぬおわっ!?」

　余の耳が、一瞬なにも聞こえなくなる。

『……オオオオオオオオオオオオオン……!!』

　黒竜の悲鳴さえ、掠かすれるほどの大爆発だ。それは竜の吐く息い吹ぶき以上の熱ねつ波ぱを生む。蒼い散さん華げがホール全体を染め上げた。

　空気が震ふるえ、ツバキも耳をやられたのだろう。

「うっ、くっ!?」

　思わず顔をしかめた彼女は、刀を持つ手を緩ゆるめてしまってか、慌てて金髪少女から離れた。

　同時に金髪少女も四本足をよろめかせ、引き下がる。彼女も耳を押さえていた。

「く、クレーベル！　やりすぎだぞ!?」

「きゃわん……！　ヴィオラちゃんの耳が、痛いんだわーん！」

　側そばにいた、ヴィオラと名乗った獣人コボルト族の少女が、イヌミミを立たせてくらくら目を回していた。亜人種である彼女の方が聴覚に優れるぶん、かなり効いたのだろう。

　だがクレーベルと呼ばれた、長耳エルフ族の少女の方は平然としていた。

「我は、任された仕事をこなしただけのこと。見てのとおり竜の足止めは完了したぞよ」

　若い見た目とは裏腹に、古めかしいしゃべり方でクレーベルは告つげる。

　確かに彼女の言うとおり、黒竜は防御したはずの前足の一本を焼けただれさせ、地響きを立てて膝ひざをついた。信じられない破壊力である。

　それでも制限はあるのか、銀色の銃からは蒼い輝きが失われていた。おそらく二発目を撃つには、かなりの量の魔力の再さい充じゆう塡てんが必要なのだろう。

　だからこの隙すきに、金髪の少女が動いた。

「魔ま帝ていどの、御ご免めん！　……ハアッ！」

「！　おおおっ？」

　なんと馬の下半身を余よの側そばで屈かがませて、滑すべり込ませる。下から突き上げられるような形で、余はその上に乗せられた。

「捕まっているがいい！　ここから退たい避ひするぞ！」

「フ。そなたたちが余の命を取らないというのならば、拒こばむ理由などないな」

　駆け出そうとした金髪少女の後ろで、もちろん余は手を伸ばした。

　振り落とされぬようしっかりと、それでいてやさしく、金色の鎧よろいに覆おおわれていない箇か所しよをあえて抱きしめ──。

「わきゃああ!?」

「なに？　おおお！」

　するといきなり金髪少女が身み悶もだえた。はずみで後ろ足が跳ね、余の腕がつい滑った。そのまま石の床に転がり落ちる。マントが咄とつ嗟さに受け止めたものの、それなりに余は背中を打ち付けることになった。

「痛い！　痛いぞ!?　な、なぜだあっ！」

「あ……すまない。だって、いきなりそんなとこ、触るなんて!?」

　さっきまでのきりりとした表情はどこへやら。金髪の少女は白い頰ほおを朱に染めて、剣を抱えてもじもじした。












　やはりこの魔ま帝てい城に入ってこれたということは、彼女もまた清らかな乙女らしい。

　それでいて──再び余よを後ろに乗せようと手を伸ばしてくるが、触れかけたとたんまた、慌てて引っ込めてしまう。

「あっ。ち、違うのだ！　こんなことしている場合じゃなくて、でも。わ、私っ、そのう……」

「もしやそなた、男に触れるのも初めてなのか？」

「!!　だって、そんなハレンチな！」

　余の指摘は図星だったようである。いっそう顔を赤くして、金髪少女が四本の足を踏み鳴らした。

「私は……今まで男に負けぬよう、張り合ってきたのだ！　それが、男に触るだなんて、してきたはずもないだろう!?　慣れていないのだ！　そうだ、それだけのことなのだっ。だから平気だ、うん！　……さあ！」

　もう一度やり直そうと、気を引き締め直して、彼女は起き上がった余へとまた手を差し出した。

　それでもやはりまだ彼女の耳は赤かった。余はつい、フ、と微笑ほほえんでしまう。

「クッ、なんだ？　なにかおかしいか！」

「いや……愛らしい、と思ったのだ。そなたをな。フフ」

「……！　からかうなっ、魔帝どの！　とにかく、急いで今のうちに……」

「って、いつまでイチャついてるのよ、このおバカたち───!!」

　だがそこに、体勢を立て直したツバキが走り込んできた。立ち上がったばかりの余を、まずは軽く蹴けっ飛ばす。

「ぐはあっ!?」

「魔帝どの!!」

「だから、アタシを無視すんなっての！　キミはあっ！」

　さらにツバキは刀を振るった。金髪少女が身を引いて、のけぞりながら光の剣で受け止める。

「だ、誰が、イチャついているのだ！　失敬な！」

「うるさい！　魔帝はね、アタシたちが確保したの！　このドロボウ猫！」

「フ、やれやれ」

　蹴られた尻しりをさすりながらも、余はにやつく。

「余を取り合い、乙女たちがいがみ合うとは、哀かなしいな。フフフ、いい男というのはいつも辛つらいものだ」

「はああ？　違うから！　ええいっ、キミは黙ってなさい!!」

「いや、あの、魔ま帝ていどの。そういうわけでは……！」

　二人が刃やいばを交えたまま、それぞれ顔を真っ赤にした。

　──そのとき。

「ローズちん！　危ないんだわんー！」

　突然声を上げたのは、獣人コボルト族のヴィオラだった。

　彼女は蹲うずくまっていた黒こく竜りゆうを指し示す。足を抉えぐられたはずの黒竜は平然と立ち上がり、あろうことかそのまま跳躍していたのだ。

　余よは見た。黒竜の足の傷はもう、黒い鱗うろこが蠢うごめいて塞ふさがっていた。さらに斬きられた尾の先も、新たなものが生えてきている。圧倒的な魔力により、傷が再生されたのだ。

　そしてホールの天井すれすれにまで跳び上がった大質量が、落ちてきた。ちょうど組み合った、二人の少女たちめがけて。

「ちょっ、マジ!?」

「クッ！　まずいぞ!!」

　先に動いたのは、ローズという名の金髪少女だ。四本足の機動力を活いかし、跳ねるように後退する。

　が、その反動で体勢を崩したのはツバキだった。ほんのわずかではあったが、その場でたたらを踏んでしまう。

　それが致命的だった。気付いたときには手遅れだ。刀を振り上げる間もなく、ツバキがすっぽり黒竜の影に飲み込まれる。

「お姉様ああ───────！」

　ネルケの悲鳴がホールに響いた。

　だがその前に、咄とつ嗟さに余が動いていた。

「貴様……余の女になにをするッ!!」

「！　ちょっ、キミ!?」

　あわや踏みつけられる寸前、余はツバキに飛びつき、固い床に倒れ込んだ。その真横を黒竜の巨体が踏みつけ、ホール全体をこれまでになく揺るがした。

　おかげで余もツバキも、少し離れた場所に下がったローズでさえも吹き飛ばされる。壁や床にそれぞれ体を打ち付けられ、さすがにしばし、呻うめきの一つも漏らせなかった。

「クッ……！」

　すぐに起き上がれたのは鎧よろいで身を固めた、ローズくらいなものである。それでも粉々に砕けた化け粧しよう石せきの破片が砂煙のように立ち上り、視界が塞がれ、誰もがその場から動けなくなっていた。

　その中で悠ゆう然ぜんと身を起こしたのは、黒竜だった。砂煙を挟んで見えなくなった余たちを捜してか、頭を巡らせ三つの瞳ひとみを輝かせた。

　だがその瞳ひとみが捉とらえたのは、一人だけ空を飛んで難を逃れた、羽ばたくムラティの姿だった。

「ヘイ！　これで、三つ目デース！」

　その彼女はなにかを空中から、床に向けて落下させた。

（……あれは、小こ瓶びんか？）

　余よは落ちて行くそれを見る。床に落ちたガラスの小瓶はあっさり割れてしまったらしい。小さな破壊音と液体のぶちまけられる音とが、余にも聞こえた。

　その小瓶の形に余は見覚えがあった。確か、ネルケの持っていたものか。

「よくやったし!!　最後の四つ目で、完成だし！」

　するとネルケが嬉き々きとして、同じような小瓶を放ほうり投げた。

「化学使いの力、見せてやるし！　……【分子調合】！」

　石の床に小瓶が落ちて、やはり砕けた。中身の液体がぱっと散る。その瞬間──液体が銀色の煌きらめきに彩られた。

　それはさらに黒こく竜りゆうを中心にして、他の三方でも銀色の輝きが生まれる。うち一つは先ほど、ムラティが小瓶を落とした位置だった。

　どうやら飛べる翼人バード族の少女に、黒竜を囲む形で同じ小瓶を三つ落とさせたのだろう。

　それらはネルケの魔力に導かれ、四つの輝きが結ばれる──。












　瞬く間にできあがったのは、銀色の光でできた四角い形の巨大な魔法陣だった。

『ギャアアアアウ!?』

　足元からの銀色の輝きに照らされ、黒こく竜りゆうが戸惑う。

　その頃には舞い上がっていた砂煙が、ようやく落ち着き始めていた。だが余よたちが見る前で、銀色の霧が新たに黒竜に纏まとわり付いていく。

「あれは……魔力の、霧か？」

　魔法陣の外側に転がっていた余は、ツバキとともに顔を上げ、銀色に煌きらめく霧を見る。

　けれどもそれは霧ではなかった。黒竜の頭上で集まり、やがてできあがったのは、ホールの天井に溜たまる「雲」だ。

「強酸性の雨に穿うがたれて、死ぬがいいし！　【酸乱雨さみだれ】!!」

　そしてネルケの言の葉に導かれ、ぽつぽつと雲から滴が落ち始めた。

　それはあっという間に豪雨となり、黒竜の巨体を濡ぬらしていく。

　──その漆しつ黒こくの全身から、いきなり腐臭が放たれた。

『ギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!』

「なんと……！　酸の雨、か？　すごい……溶かしているというのか、あのドラゴンを！」

　驚きよう愕がくとともに、ホールの壁際に立つローズが呻うめく。

　その言葉どおり、黒竜の皮膚がぼろぼろに崩れ始めた。強い酸の雨を受けて、再生も追いつかず、悶もだえ苦しみながら溶けていくのだ。

「ふふん！　魔法生物なんてインチキ、ネルケの化学の前にひれ伏すがいいし！」

（カガク……？　うーむ）

　何度かネルケが口にしていたが、余の知らない言葉である。なにかしらの媒体を必要とする、魔法のようにしか見えないが。

　しかしその効果は凄すさまじいものだった。あの黒竜ですら暴れ回ることもできず、膝ひざを折る。ついには酸でできた水たまりに、ゆっくりと尾と首も倒れ込んだ。

　ただし酸の雨の威力は、さすがに強すぎたらしい。

　突如としてぐらついたのは、余たちの足元だった。そしてホールの頑丈な石の床が、なんと酸で溶け出して──抜けた。

「なんだと!?　おおお！」

　一気に崩ほう落らくし、噴煙を巻き上げて黒竜を飲み込む。空気の流れがホール内を搔かき回まわし、銀色の雲を酸の雨ごと散らしてしまった。四角く輝く魔法陣が床ごと搔かき消きえたから、というのもあるだろう。

「きゃあっ！　ちょっ……！」

　床にできた大穴は、ぽっかりと真っ黒な口を開け、落ちて行った黒竜の姿さえ一瞬で見えなくなる。しかもその縁ふちがどんどんと広がり、まだ起き上がれていないツバキと余の方に迫った。

「おおおおおおお!?」

「って、危ない!!」

　あわや崩ほう落らくに巻き込まれ、落ちかけた余よの体をツバキが摑つかむ。もう片方の手で床に刀を突き立てて、踏ん張った。

　広がりつつあった大穴だが、その勢いがようやく止まった。余はどうにか引っ張り上げられ、ツバキとともに、ひびこそ入ったもののまだ無事な化け粧しよう石せきの上に転がった。

「ふう……。助かったぞ、ツバキ」

「……別にっ。キミに死なれたら困るのは、こっちだから」

「ん？　そうか、今のに巻き込まれていれば、余はここから逃れられたのか」

「おバカ！　そうさせないのがアタシたちの役目だよ！」

　ツバキは素っ気なく返して、素早く起き上がる。それどころか余の首から垂れた鎖くさりをひったくり、しっかりと握り直した。

　今ここで黒こく竜りゆうの後を追うように、穴の中に飛び込まれてはたまらない、ということだ。

「あと、これで……さっきの借りは返したからね」

　それでもツバキは、余にだけ聞こえる小声で告つげる。

「だから、お礼は言わないよ。わかった？」

「フ。照れ屋だな、ツバキは」

「う、うるっさい！　あと忘れてたけど、誰がキミの女なのよ！　まったく！」

　そんなことより気を取り直してか、ツバキは床から刀を抜くと、構え直した。

　黒竜の姿は消えても、まだ戦闘が終わったわけではないからだ。崩れた床から同じように退たい避ひして、穴を挟んで距離を空ける形となったローズを見つけて、ツバキは睨にらむ。

　だが、なによりまだ崩落が落ち着いていなかった。

「や、や、やりすぎたしー！」

　張本人であるネルケが壁際ぎりぎりに逃げていた。

　黒い火柱が消えた通路へと飛び込んだのは、アイリスと長耳エルフ族のクレーベルである。さすがに穴が迫ったこの緊急時に、敵対している暇はないようだ。

　幸い床の大穴は、その縁ふちをゆっくりと広げていくものの、ホールの出口となる通路までは簡単に届きそうにない。そこからアイリスが恐る恐る、真っ黒な深しん淵えんを覗のぞき込こむ。

「なんて、深い！　どこまで階層がありますの!?　やはり迷宮化した際に、城全体の高さまで変化した、ということですわね……」

　落ちて行く黒竜の背には、翼がない。この玉ぎよく座ざの間で戦うだけの存在なため、必要がないからだ。故に宙へと浮かび上がってくることなく、余たちには、竜の巨体が次々に連なる床や天井を破壊していく轟ごう音おんだけが届いてくる。

　それもやがて遠ざかり、聞こえなくなった。

「ぜ、ぜんっぜん見えなくなったデス！」

　その上を飛ひ翔しようするムラティが目を凝こらしても、黒こく竜りゆうの姿は深い闇やみの中らしい──。その落下の衝撃を受けてか、穴の縁ふちがまた少し広がった。床の石がぼろぼろと抜けて、ホールにいる余よたちの足場をさらに削る。

　そこに巻き込まれたのはなんと、水晶玉を漂わせたヴィオラである。

「きゃわーん！　ヴィオラちゃんの、バッグがあー！」

　必死に走っていたヴィオラだが、引きずる鞄かばんが重すぎて逃げ切れない。崩れていく床の割れ目に鞄の車輪が引っかかった直後、床と一緒に吸い込まれた。

「だ、ダメだわーん！　あああああああああ」

　そしてヴィオラときたら鞄の持ち手を握ったまま、落ちた。水晶玉も遅れて穴へと落下する。

「なにをやっているのだ、ヴィオラ!!」

　咄とつ嗟さに穴の中に身を躍らせたのはローズだった。四本の足で崩ほう落らくしていく床の一部を蹴けりながら、あっという間にヴィオラへと迫り、その背に見事受け止める。

　が、その人馬の脚力を持ってしても、もう這はい上あがってくることは無理だったらしい。

「クッ……今はしばし、貴様たちに魔ま帝ていどのの身を預けるぞッ！」

　落下していくローズが、迫り来る穴の縁から引き下がった余とツバキに向かって叫ぶ。

「だが必ずや私たち《英雄組合ユニオン》が、貴様たちに追いついて、魔帝どのを確保する！　憶おぼえておくがいい───っ！」

　その声もすぐに遠ざかり、飛び跳ねながらローズとヴィオラの姿が闇に消えた。

　もちろん黒竜の落ちた場所まで、落下したのではないだろう。途中どこかの階層へと飛び込んだのか。

　──そんな姿を目で追っていたのは、余やツバキたちだけではなかった。

「はてさて、弱ったのう……。さすがに一人では不利ぞよ」

　通路に飛び込んでいたはずのクレーベルが、銀色の銃を抱えて穴の縁に立っていた。

　彼女は逡しゆん巡じゆんした後、なんと身軽に穴へと飛び込んだ。

「……【銛式アンカー／75ｍｍ】！」

　再びその銀の武器に、蒼あおい煌きらめきが生まれた。落下しながらクレーベルは、真上に向かって閃せん光こうをほとばしらせる。

　それはホール空間の天井に当たったが、爆発することはなかった。蒼い煌めきでできたのは、がっちりと食い込む十字型のかぎ爪づめである。

　さらにそこからロープのように、細い輝きが真まっ直すぐクレーベルの銃と繫つながっていた。攻撃のための一撃ではなく、命綱をつくるためのものだったのだ。

　クレーベルは余よたちの見ている前で、穴の中をするすると降りて行き──やがてどこかに到達したらしい。ぴんと張っていた蒼あおいロープがわずかにたわむと、すぐに散さん華げしていった。天井に食らいついた蒼いかぎ爪づめも消失する。

　そうしてようやく、この玉ぎよく座ざの間に静せい寂じやくが戻ってきた。穴の崩ほう落らくもついに止まる。

「オー、どうやらあの三人、完全にいなくなったみたいデース」

　ローズたち《英雄組合ユニオン》の姿を、穴の真上を飛ぶムラティが確認し、事態の終了を告つげた──。




「皆さん！　急いでこの場を離れますわ！」

　残った《英雄協会ギルド》の少女たちに向けて、アイリスが声をかけた。

「ドラゴンは、翼を持っていないタイプでしたから、そう簡単に飛び上がってこられるとは思えませんけど……《英雄組合ユニオン》とやらの三人が、引き返してくる可能性がありますわ！　なにせ迷宮化した城の中を、この玉座の間までやってこられた連中ですもの、警戒に越したことはありませんわ。早々に移動して、引き離してしまいましょう！」

「ハイ！　ファッキンわかったデスよ！」

　真っ先に空中から降りてくるのは、飛んでいたムラティだ。

　続いてネルケとツバキが、ホールに空いた大穴を回り込む形で、アイリスのいる唯一の出口である通路へと向かった。当然そこに、引っ立てられる余も続く。

（ぬう。どうやら逃げる機会は失ったようだが……）

　鎖くさりをツバキにしっかりと摑つかまれ、ついていくしかない余だったが、穴の中へと消えた竜とローズたちのことを考える。

「ふむ。しかし、面白いな。《英雄協会ギルド》とは違い、余を懐かい柔じゆうしようとする組織、《英雄組合ユニオン》とは。……英雄もずいぶん変わったものだな？」

「う、うるさいなあ。あいつらは、英雄の面汚しだよ！　アタシたちとは違ってね」

「そうだし！　というか、ぜーんぶあの連中が悪いんだし！」

　途中で合流したネルケが、じろりと余を睨にらみ付けた。

「そもそも《英雄協会ギルド》がやっとのことで見つけた魔ま帝てい城に、出し抜いて勝手に突入したのもあっちだし！　本当は慎重を期すはずだったのに、まったくいい迷惑だし！　ふん！」

「なに？」

「どうやら先ほどのように、奇襲が得意なチームのようですわね……」

　通路で待っていたアイリスが、眼鏡の下で眉まゆをひそめた。書物を取り出し、そこに挟んでいたペンを摑む。

「そういえばこの魔帝城の封印はまだ、誰が解いたか判明していませんが……やはり《英雄組合ユニオン》の手の者だと考えるべきですわね。メモしておきますわ」

「あやつらが先に、封印の解除も？　なんと」

　そうだったのか、と余よは初めて知る事実に驚くばかりだ。

「ふーむ。ではそなたたちの方が、余を横取りした、というわけだな？」

「なんでよ。絶対違うに決まってるよね！」

　ツバキが即座に否定した。

　だがアイリスは、少し困った表情を浮かべた。

「確かに、どちらが先にという話になれば、そう捉とらえられても仕方ありませんわね」

「！　アイリス!?」

「でもわたしたち《英雄協会ギルド》こそが英雄の本流であり、あなたの確保を譲るわけにはいかないのですわ」

　ぎょっとしたツバキをなだめるように、アイリスは言葉を続けた。

「確かに、長い歴史の中で《英雄組合ユニオン》のような特殊な思想を持つ者が出たことは、残念でなりませんけれども……」

「……負けないよ、アタシ。けっこう腕が立つ連中だったけどさ」

　ツバキが刀を握る手に視線を落とした。おそらくローズとぶつかり合ったときの、手て応ごたえを思い出しているのだろう。

「あの金髪騎士って、やっかいだよね。調査のために城を囲んでた、《英雄協会ギルド》の精せい鋭えいを突破して、ここに侵入しただけのことはあるよ。うん」

「銃使いの、長耳エルフ族のコもすごかったですわね。あとのもう一人は……なんだったのか、よくわからなかったですけども」

「ワタシ見てたデスよ。録画用の水晶玉を使ってたデスから、記録係っぽかったデスねー。あの獣人コボルト族サン」

「記録？　わざわざそんな人員まで入れているなんて、いったいなにを考えているのでしょう、《英雄組合ユニオン》は……」

　ムラティの指摘に、アイリスが溜ため息いきを吐つく。

「でも、あちらの好きにはさせませんわ。幸い魔ま帝ていもこちらで確保できましたし。とにかくまた鉢合わせするとやっかいですから、まずは移動を」

「しかし、これで余の状況は変わったな。……そなたたちについて行くよりも、余はあの《英雄組合ユニオン》に捕獲されればよいわけだ」

「！　ちょっと、キミ。抵抗する気？」

　じゃらりとツバキが鎖くさりを強めに引っ張った。

「いや、まあ余はこの縛いましめから逃れることもできぬからな。今のところはなにもできんが……フ」

（生き残る術すべが見つかった、というだけで上出来か）

　余よはついほくそ笑んでしまう。残念ながら《英雄組合ユニオン》とは今回、離れ離れになってしまったが──ツバキたちが余を連れて外を目指すなら、城の中をどんどん降りて行かねばならない。それは《英雄組合ユニオン》の少女たちにもすぐわかるだろう。

（ならば、再会のチャンスはある！　しかも余を懐かい柔じゆうする、だと？　その条件と引き替えにあのローズたちが余のハーレムにでも入ってくれれば、やぶさかではないな？）

「フフ、フフフ……フハハハハハ！」

「な、なによ？　気持ち悪いなあ！」

「いや、気にするな。なんでもないぞ、ツバキ。フハハハ！」

「どうせキミのことだから、《英雄組合ユニオン》に助けられて、あの騎士の女の子とかとハーレムでもつくろうって魂胆だよね。まったく」

「なに？　ほう、よくわかったな」

「わからいでか！」

「なるほど。つまりそなた、余の考えを読み取れるほど、余のことを想おもうようになったか！」

「はああ？」

「知っているか。男と女というものはな、体が繫つながれば、心も繫がるようになるのだぞ？　フフフ」

　余はわざと自分の唇に触れ、からかった。

　──口づけのことを思い出してか、ツバキが顔を赤く染める。

「なっ、なっ……!?」

「え、えええええ？　男女の間で、そんなことが!?」

　一番反応を見せたのは、側そばで聞いていたアイリスだったが。開いた書物になぜかメモまで走らせている。

「って、アイリスのおバカ！　そんなわけないって！　こいつの勝手な言いがかりだよ!!　わかるよね、まったく！」

「はうっ！　だって、だって……本当っぽかったのですものー！」

「ほんと、アイリスってこういうの、さっぱりだし。やっぱり行き遅れって大変だし」

「あうう～！　だ、誰が行き遅れですの!?　気にしてますのにい!!」

「まあまあ。異性にファッキン縁えんがなくても、神サマはいつでも側にいるデスよ」

「縁？　縁がない？　わたし、そんなふうに見えますの!?　はううっ！」

「フ、アイリス。心配せずとも、この余がそなたの相手になってもよいのだぞ？　フハハハハ！」

　ネルケとムラティにからかわれるアイリスが愛らしくて、つい余は彼女の腕を取り、引き寄せた。

「え？　え、えええっ？　いえ、あの、わたしっ」

　顔面を真っ赤に染めて、しかしアイリスは抵抗しない。

（ん？　もしや……）

　組んだ腕を振りほどかれると思ったが、どうやら違う。ほほう、と余よは目を細めた。この反応は──。

「あーもう、だから！　またややこしく引っかき回すんじゃないっての、このおバカ魔ま帝てい────ッ!!」

「ぬごわっ！　い、痛い!!　おおおおお……！」

　だが直後、ツバキの刀の峰みねが振るわれる。

　余は頭をしこたまぶたれ、アイリスから無む理り矢や理り引ひき剝はがされるのだった。





■４　魔帝は神がお気に召さない




　かくして余はまたツバキたち《英雄協会ギルド》の四人に連れられて、城の中を歩き始めた。

　ただしこれまでと少し違うのは、皆が罠わなの存在を警戒し始めた、というところだろう。

「とにかく慎重に……でも《英雄組合ユニオン》から距離を空けるためにも、急がなければならないわけですけれど」

　玉ぎよく座ざの間から出た通路はまた、ひたすら真まっ直すぐ伸びていた。そこを進んでいくものの、アイリスたちの歩みはおっかなびっくりだ。

　無理もない。余と違い、罠のある場所が判別できないのだから。

　英雄の中でも『盗賊シーフ』系の者ならば、確か余のように罠を感知することができたか？　しかしこの四人の乙女たちは刀士に教授プロフエツサー、巫み女こに化学使い──だったか。むろん盗賊シーフは存在しなかった。

　だからツバキが鎖くさりを引きながら、余をじろりと睨にらんだ。

「ちょっと、キミ！　さっき、ドラゴンが出たときのことだけど、魔帝のキミには罠トラツプの位置がわかってたよね？」

「うむ？　ああ、そうだぞ。だから忠告したではないか。でも余の話を聞かなかったのはそなただぞ、ツバキ」

「ぐっ。……悪かったね。というか、今の状況でキミのこと信じられるわけないじゃない！　あれは、不可抗力だったのー！　って、そうじゃなくて。じゃあ今度も罠トラツプを見つけたら、すぐにアタシたちに教えなさいよね。わかった？」

「それはいいが、基本的なことを教えておこう。罠わなの仕掛けはな、余よを狙ねらってきた者に対して、あからさまな場所にあることが多い。先ほどの、玉ぎよく座ざの間然しかりだ」

　余はツバキたちにわかるよう解説する。

　かつて、ここにやってきた乙女たちにまず、そうしたように。

「あそこは通路からやってきた者が、真まっ直すぐ玉座を目指したときに、通る場所にわざと仕掛けてあったのだ」

「！　侵入者対策、というわけですわね」

「ふーん。まあ、合理的だし」

　アイリスとネルケが納得した。

「他にも、明らかに大きな部屋に出たときは気を付けるがよい。同じように魔ま獣じゆうが出現するための仕掛けが施ほどこされているぞ」

「オー、つまりは戦えるだけの空間には必ずファッキン罠トラツプがある、ということデスね！」

「うむ。そういうことだぞ」

　理解の早いムラティに、余は微笑ほほえむ。

「しかし、この通路など……さほど広さのない場所は逆になる、と考えればよいぞ。なにせここはかつて、余に献上されてきた乙女たちもよく使っていたからな。行き来するたびに罠にかかっていては大変だろう？」

「へ？　ど、どういうこと？」

「だから、ツバキ。そなたたちには意外なのかもしれぬがな、ここは余と乙女たちの、生活の場でもあったのだ。それなのに暮らしにくい造りにしてどうする？　だから通路に仕掛けられている罠の場所は、中央を避よけてすべて端はしに配置させてあるぞ。侵入者が壁を背にして隠れようとしたり、そういうときに発動するように、な」

「あ……！」

　ツバキたち四人が歩きながらも、互いに顔を見合わせた。余を中心に、自然と皆が通路の真ん中に集まってくる。

　余としては乙女たちが勝手に近づいてきてくれて、嬉うれしい限りだが。

「フフフ、そうだぞ。なんならもっと、余にくっついて歩いてもよいのだぞ？　フハハハ！」

「うるっさい、キミ！　調子に乗るなってのー！」

「ぐほっ!?」

　結局またツバキに強く鎖くさりを引かれ、余は黙らされるのだった。

　だがそうやって歩いてきた通路が、ついに余よたちの前で変化を見せた。

「あれ、分かれ道デース！」

　真っ先に翼人バード族のムラティが見つけ、分岐を示した。

　ほっと胸を撫なで下おろすのはアイリスだ。

「ようやくダンジョンらしくなってきましたわ。そしてこれで、《英雄組合ユニオン》が追いかけてきても撒まくことができますわね？」

　分ぶん岐き路ろの前で少女たちが足を止めた。もちろん余も立ち止まる。そこは三方に通路の先が分かれていて、どちらに向かうか決めるのだろう。

　だがなぜかツバキもネルケもアイリスも、ムラティ一人に目を向けていた。

「んじゃ、後の問題は一つだよね。どのルートを取れば、この城の出口までうまく辿たどり着つけるのか」

「……ネルケはまだ、信じてないし。でもここは背に腹は変えられないしっ」

「とにかく、お願いしますわね。ムラティ？　やはりあなたの神様に賭かけますわ」

「ノー！　無む闇やみに神に頼るのは禁止ギルテイデスよ。死ぬも生きるも、当たるも当たらぬも、神の前では平等なのデス！」

　そう言いながらもムラティは、しぶしぶみんなの前に出た。握りしめるのは虹にじ色の翼に隠れていた、長く垂れた自分の尾お羽ばねだ。

　その先につけられた装飾品を握りしめ、彼女はなにやら祈りを捧ささげ始める。

（ふむ？　「光神ヘイムダル」の依より代しろか）

　余はその形から、この世界をつくったとされる唯一神を象かたどった、輝く星形の代しろ物ものであると見抜いた。

　光神ヘイムダルは姿を持たない、概がい念ねんだけの存在だ。どうやら宗教だけは何百年経たっても、変わらず受け継がれているらしい。

「まあやるからには、ファッキン祈るデスよー。えいっ！」

　ムラティは尾羽についていた装飾品を取り外すと、なんと足元に落とした。手首を捻ひねって回されたそれは、尖とがった先端の一つを軸に石の床でくるくる踊り、やがて力尽きて転がった。

　ちょうど尾羽に繫つながる留め具のついた箇か所しよを、目の前に広がる通路の一つに向ける形だ。

「とりあえず、こっちと出たデス！」

　装飾品を拾い上げ、ムラティが翼の先で指し示した。

　よし、と少女たちは頷うなずき合って、そちらへと歩き出す。

「なに？　今ので進路を決めたのか？　運任せ、ということか……」

　鎖くさりで引っ張られる余もついていくしかないが、さすがに驚く。

　が、ツバキたちはふふん、と鼻で笑っていた。

「バカじゃないの？って思ったよね、キミ。でもね、これがけっこう侮れないんだよね～」

「ええ。さすがは巫み女こ、というところですわ。こんな決め方でしたけど、これでわたしたちはあなたの寝所へと辿たどり着ついたのですわ。先に城の中に入った、《英雄組合ユニオン》の三人を出し抜いて！」

「なんだと？　まさか、そのようなことが！」

「一見インチキっぽく見えるけど、魔法と違ってちゃんと理屈で分析できるものだし。たぶん人より鋭い翼人バード族の感覚が、神具を回すときに、毎回微妙な加減を無意識に行ってるんだし。きっとそうに違いないし！」

「ンー、でも大回りして同じ場所に戻ってきたりもするデスから、完かん璧ぺきってわけじゃないデスよ。たぶん的中するのは、半分くらいデース」

　みんなに褒められたものの、一番信じていないのはどうやらムラティ本人のようだった。

　それでも二回に一回は正しいルートを取れるのなら、この迷宮と化した魔ま帝てい城では、頼れる指針となるだろう。余よは唸うなるしかない。間違っていてもその場でルートを決め直せば、大抵は目指す地点への修正が可能なのだから。

「よーし、じゃあどんどん進もうー！」

　握った刀でムラティの決めた通路を示し、ツバキが先頭に立った。余と四人の乙女たちは再び歩を進めていく。

　もちろん通路の先にはまた、分ぶん岐き路ろが現れた。そのたびにムラティの手で装飾品が回されて、方向を決める。

　それは確かに、少し間違いながらも正しい道を見つけていくのだろう。やがて余たちは、下へと降りる階段に到達した。

　魔帝城の出入り口は唯一、ここより遙はるか下にある、地上一階に存在する──。そこへと少女たちは、きちんと導かれているのだ。

「やっぱすごいね、ムラティって！」

　ツバキが素直に感心する。えへん、とムラティが胸を張った。

「これも神サマのお導きデース。皆、ファッキン感謝するデスよ？」

「はいはい。でも、ほんと不思議だよね。ムラティってむしろ、信仰心が足りてない感じなのにな～」

「オー？　それは、ファッキン心外デス!?」

「あ、ごめん。けどさ……ねえ？」

「お姉様もそう思ってたし？　確かに、ムラティは言葉遣いが超アレだし！」

　ツバキに同意したのはネルケだった。さらにアイリスも、くすりと笑う。

「ちょっとムラティは、ほら。ファッキンって言いすぎですからね」

「……ワタシのいた貧民街スラムでは皆サン、当たり前に使ってるデスよ!?」

「ほう？　そなた、生まれは貧しかったのか」

　刺し繡しゆうの施ほどこされたフードをかぶるムラティからは想像もできない出自に、余よは素直に驚いた。

　だがこれは、もしかすると彼女を落とすきっかけになるか。

「フフ。ではムラティ、余のハーレムに入って、ここで暮らすというのはどうだ？　さすれば生きていくには困ることはないぞ！　余が守ってみせるからな。フハハハハ！」

「なに言ってるの、キミ！」

「ノー！　興味ないデス。ワタシ、今のままでも十分満たされてるデスよ？　魔ま帝ていサンにはわからないかもデスが」

　だがツバキが目を吊つり上あげたときには、ムラティはにこやかに余を拒絶した。

「ワタシは貧民街スラムで育ったからこそ、多くは求めないデス。たくさん持っている者がどういう仕打ちをしてきたか、一番知ってるデスからね。むしろそんなふうにはなりたくないデスよ」

「なに？　では余が、もし余の女になれば、世界の半分をそなたにやるぞ？　と言ったとしても……」

「そんな甘言にはのらないデース。ワタシは自分のことはどうでもいいデス！　だからこそ、ここにいるデス。誰かの役に立つために」

　そしてまた分ぶん岐き路ろで、ムラティは神具を回した。新たな道を指し示すために。

　まいったな、と余は痛感させられるばかりだ。

（光神ヘイムダルを崇あがめる巫み女こか。……ぬう。魔帝である余が落とすのは、一番やっかいなタイプなのかもしれないな）




　かくして余は《英雄協会ギルド》の四人に連れられて、ひたすら下への階段を目指し、歩かされる。

　だが二つ階層を降りたところで、魔帝城の広さを思い知らされたのは、余であった──。

「はあっ、はあ……レベル１の体には、やはり、堪こたえるぞ。くそっ」

「ちょっとキミ？　マジ？　……へばってるの？」

「うう……もうっ、無理だあああ！」

　乙女たちを差し置いて、レベル１の余は早々に限界を訴える。一歩も動けなくなった。完全に膝ひざが笑っていたのだ。だらだら流れる額の汗を、マントを操り拭ぬぐわせるのがやっとである。

「あ、足が痛い。がくがくするぞ!?　なんという、無様な……！」

「ふふん！　だらしないしっ」

「……こう見えても完全体のときは、一晩中乙女たちの相手をしていても平気だったのだぞ!?　それはもう、ベッドの上で組んずほぐれつ、だな」

「はうっ!?　し、仕草での説明はいりませんわ！　もう！」

「オー、ファッキン生々しいデス!?」

「このおバカっ！　エロ魔ま帝てい────!!」

　ツバキの刀で余よは小突かれた。が、それが決定打となる。がくりとその場で膝ひざをつき、蹲っうずくまた。

「もう無理だぞ、歩けーん！　そうだ、ツバキ。そなたが余を負おぶってくれれば、どうにかだな。フフフフ」

「はあ？　ヤだよ、嫌に決まってるよね！　なんでアタシが……」

「なに言ってるし！　お姉様にくっつくだなんて、このネルケが許さないし！　……ちょっと待つし。こうなったらネルケが、寝てても飛び起きるような薬を調合してみるし。ほらアイリス、必要な素材を出すし。ええと、確か爆殺キノコの胞子と、狂気コウモリの血があれば足りるし」

「はい？　そんなのさすがに召喚できるわけないですわ!?　というか、どんな危ない薬ができますの、それ！」

「オー、ネルケ、アイリス。その必要はないデスよー。なにか大事なこと忘れてないデスか？」

　少女たちの中で、胸を張るのはムラティだった。翼で鼻の頭を擦こすりながら、尾お羽ばねについた装飾品を握りしめる。

「巫み女このワタシにかかれば、怪け我がも体力も回復できるデスよ。ファッキンホットなワタシの祈りで、せっかくですからみんなの疲れも取ってあげるデス！」

「なに？　そうか、そなたは『僧そう侶りよ』の系けい譜ふか。回復魔法が使えるのだな？」

「そうデース、魔帝サン！　では、いくデスよー」

　ムラティが目を閉じて翼を広げた。胸の前で光神ヘイムダルの神具を掲かかげれば──その身から、虹にじ色の魔力が滲にじみ出だす。

　その煌きらめきはここにいる、余だけでなく他の者たちをもやわらかく包み込んだ。全員を、まとめて癒いやそうというのだ。

（全体魔法をも使いこなすとは、なかなかやるではないか）

　余は素直に舌を巻く。戦闘力に秀ひいでたツバキが目立つが、他の者たちも余の城に送り込まれてくるだけはある、ということか。

　けれどもなぜか他の者たちは、あまりいい顔をしていなかった。やれやれ、といった雰囲気である。

　そこに余は違和感を憶おぼえるが、理由はすぐに判明した──。

「……【混こん沌とんノ中ニ七ツノ大陸ト七ツノ海、ソシテ七ツノ空アリテ、シカシ統すベル光ノ神ハ一ツナリ。神ハ数多あまたノ精せい霊れいヲ放チ、ユルヤカニ陸ト海ト空ヲ満タシタモウ。故ニコレ世界『パンゲア』ノ創世ト呼バン。ダガココニマダ命ヲ持ツモノハオラズ。否いな、ヤガテ精霊ガ陸ト海ト空カラ己ノ器ヲ紡つむギ上ゲ器トスル。ソレ、スナワチ生命ノ始マリナリ】……」

「ぬおっ!?　なんだ？」

「はー、これ。この説せつ法ぽうさえなければ、だよねー」

「毎回聞かされるのは大変だし。そもそもネルケは魔法なんて信じてないし。たぶんこれ、暗示か催さい眠みんの一種みたいなものだし」

「ま、まあまあ。ムラティが回復魔法を使うには、神への祈りがどうしても必要ってことですもの。そこは我慢して差し上げないといけませんわ」

「……説法？　ああ、光神ヘイムダルの創そう世せい記きか」

　ツバキたちの会話で余よも、ムラティが紡ぎ続ける説法の中身に気付いた。それは人が勝手につくりあげた、神の物語である。

　皆にとっては子供の頃から聞かされてきた、当たり前で退屈な話なのだろう。うんざり顔なのも仕方ないか。

　それでも魔法の効果は確かだった。

「おっ？　おー……体が、軽くなった、かな？」

　ツバキが鎧よろいに包まれた体を、ぴょんぴょん跳ねさせた。ネルケもあからさまに疲労が軽減したのだろう、ほっとした表情を見せる。

　大きな胸を揺らして、肩と首を回すのはアイリスだ。どうやら凝こりがほぐれたようだった。

　そして、余の方はというと。

「ん？　なんだ、これは？　……おわあああああああ！　熱い熱い熱い──！　待て待て、痛い！　体の中から、焼けるみたいだ！　ぎゃ───！」

「へ？　って、やばいよ！　ムラティ、中断して！　なんか変だから!?」

「ハイ？　オー、なんデスか!?　いったいどうしたデス!!」

　床に転がり、余は悶もん絶ぜつした。すぐに虹にじ色の魔力は消失したものの──しゅうしゅうと余の体から、焦げたような煙が上がっているようだ。

「なん、だ、今のは……おお、おおおおお」

　ようやく痛みや熱が引いたものの、残っていた体力がごっそり奪うばわれたらしい。余は本気で動けなくなる。

　うう、しかも意識が、遠くなってきたぞ──。

「ちょっとこれ、死んじゃわない？　回復魔法をかけただけなのに、なんでー！」

「まさか……もしかしたら魔ま帝ていだから、魔法が合わなかったのかもしれませんわ！」

「つまりまったく別の作用が出て、苦しみ出したってこと？　やれやれ。たかが暗示の類たぐいで、大げさだし」

「ンー、結局は、神サマに嫌われてるってことデスか？　ハハーン、さすが魔ま帝ていデス」

「いや、感心してる場合じゃなくて！　これマジなヤツだよね？　こら魔帝、死ぬな！　ほんとに死ぬんじゃないよ、キミー！」

　ツバキにがくがく鎖くさりを引かれ、揺さぶられるのを感じながらも、余よの意識は深く沈んでいくのだった。




　それからどれくらいの間、余は気を失っていたのか。

（死んだ……のではないみたいだな。ううむ）

　──あの、いつもの歯車の音は聞こえなかった。余は普通に眠っていたのである。

　それは魔帝として、復活のために棺ひつぎの中で休眠する以外では、初めての体験か。ゆっくりと目を開けば、やはりそこは闇やみに包まれた石せつ棺かんの中ではない。高くそびえる壁の上の方に、蒼あおく揺らめく炎があった。

（それでもまだ、城の外ではないようだな）

　そして余は、その炎の輝きが一段と暗くなっていることにも気付く。

　どうやら「夜」になったらしい。

　窓のないこの魔帝城にも、昼夜の区別が存在するのだ。外で日の光が失われるのに合わせて、こうして城内に灯ともる魔力の明かりも小さくなる。

　どこからか、厚い石の床を通して、こつこつとなにかの音が伝わっていた。ともすれば見落としてしまうほどの微び細さいなものだが、その正体を魔帝である余は知っている。城の中で修復が始まっているのだ。

　おそらくあの、玉ぎよく座ざの間で起きた崩ほう落らくを、城が直しているのである。そのための魔力を他から回し、一部に集中させるため、城はこうして夜を生み出す──。

　そしてこの暗がりの中、《英雄協会ギルド》の四人は休息を取っていたらしい。

　マントの上で寝かされていた余が身を起こせば、少し離れたところにある、淡いランタンの光が見えた。その側そばに四人の姿が確認できる。

　そこは簡素なテーブルを、長椅い子すが取り囲んだ場所だった。うち、長椅子の上で寝転んでいたのはツバキとムラティの二人か。それぞれ毛布にくるまって、熟睡しているようである。

　その横に腰掛けていたのはネルケだ。

　彼女はなにやらもぐもぐと、口を動かしていた。棒状の物体を囓かじっているのだ。余は初めて見るものだが、どうやら食料の類たぐいらしい。保存食といったところだ。

　それをネルケは金属製のコップに入った飲み物で、こくっこくっと流し込んでいる。

（水……？）

　そういえば辺りには、かすかに水の流れる音がしていた。

　闇やみを統すべる魔ま帝ていの余よは、人よりよほど夜目が利きく。よく見ればここは通路の一角ではなかった。どこかの部屋の一つだろう。

　それも城の中を通る、水路の側そばであるようだ。

「ああ、そうか。ここは……乙女たちの『休憩室』か？」

　広すぎる魔帝城の中で、歩き疲れた乙女のために設けた、城のあちこちにあるちょっとした部屋である。

　無駄に広い空間の中、体を休めるための椅い子すが置かれ、そこから離れた部屋の奥には化粧室が並んでいた。余には必要ないものだが、乙女には必ひつ須すの設備ということで、用意させたのである。

　そこを同じ乙女である《英雄協会ギルド》の四人は、体を休めるのに好都合とばかりに利用している、というわけだ。

「あら。よかった、目が覚めたようですわね」

　テーブルに置いたランタンの前で、書物を開いていたのはアイリスだった。彼女はじゃらり、と鎖くさりを鳴らした余に気付き、本を閉じた。その直前まで煌きらめかせていたのは、エメラルド色の魔力である。

　あふれ出した無数の文字が、テーブルの上で凝ぎよう縮しゆくし、小さな塊かたまりをいくつも作り上げたのを余は捉とらえた。

（あれは、リングか？　……ツバキの）

　余は毛布にくるまった、ツバキの方を少し見やった。

　そういえば彼女が鎧よろいにつけていた無数のリング状の装飾品は、黒こく竜りゆうとの戦いで刃やいばに変えて、かなりの数を使ってしまったか。その補充を今になって、アイリスが行っているのだろう。

　おそらく毛布や食料、コップにランタンといったものも、すべてアイリスが召喚したものに違いない。

　そしてアイリスはネルケとともに、見張り役として起きていたようだ。もちろんあの《英雄組合ユニオン》を警戒してのことだろうが、同時に余の見張りでもあるか。

　相変わらず余の首にはしっかりと枷かせがはめられ、そこから伸びた鎖の端はしは、すぐ後ろの壁にしっかりとくっついていた。深々と鎖の輪を貫つらぬいて壁に打ち込まれていたのは、ツバキのつくった刀である。

「魔帝……やっと起きたし？　ふんっ、どこまでも足手まといだしっ」

　ネルケがコップをテーブルに置いて、じろりと睨にらんだ。

「まったく、たまたまこんな場所が見つかったからいいけれど。お姉様の手を煩わずらわせて、わざわざおんぶさせたこと、ネルケは絶対忘れないし」

「うん？　そうか、気絶した余よを運んだのは、ツバキだったか。なるほど」

「……だからお姉様、疲れて先に寝てるんだし！　べーっ！」

「ネルケ、大きな声を出すとそのツバキを起こしてしまいますわよ。もう」

「う……ふ、ふん！　もうネルケも寝るしっ」

「あら、では後はムラティを起こすまではわたしが。寝るのなら、歯を磨みがいてからにするのですよ。いいですわね？」

「こ、子供扱いしなくていいし。それくらいわかってるし……」

　ネルケがしぶしぶ化粧室の方に向かっていく。中にある洗面台を利用する気なのだろう。

　するとアイリスもソファから腰を上げた。だが彼女がわざわざ足を向けたのは、なんと離れた余のもとである。

　その手にはどうやら先ほどネルケが食べていたものと同じ、棒状の食料が握られていた。それとコップに入った水も一緒に持ってくる。

「あなた、こちら召し上がります？　なにも食べていないのでしょう」

「フ。優しいのだな、そなたは」

「そ、そういうわけでは……だってあなたに死なれたら、困りますもの。それだけですわ」

「水だけもらおうか。食事は、余には必要ない。食べることはできるが、食べなくとも死にはしないからな。そういう体だ」

「あら。それは、さすがは魔ま帝ていというところですわね。人とは違う、ということかしら」

「同じところもあるがな」

　コップを受け取り、余は喉のどを潤うるおしてからにやりと笑った。

「たとえば、そうだな。子供をつくれるはずだぞ、余は。フフ」

「えっ？　そ、そういうのは同じじゃなくていいですわ！」

「そうか？　余にとっては大事なことだがな。乙女と肌を重ねることが、無意味ではないという証あかしだからな。フハハハ」

「……確かに、そういう記録が残っていましたわね。これまでにも何人かの乙女たちが、魔帝との子を成なしたって。でもそれは全員、魔力すら持たない普通の人間の子供だったと。しばらくは《英雄協会ギルド》の監視下に置かれたようですけども、普通の人として皆生しよう涯がいを終えたそうですわ」

　それも書物に記してあるのだろう。アイリスは、残してきたテーブルの上の書物へと視線を向けた。

「だから、研究結果としては、魔帝は一代限りのものであると。そのように結論づけられてますけど……本当かどうかは確認できていませんわ。わたしの推測だと、この城の中にある『心臓』があるからこそ、魔帝は魔帝たる資格を持つということかしら……？」

「ふむ。そなたはいわゆる、探たん究きゆ者うしや、といったところか？　フ、目が輝いておるぞ」

「えっ？　それは……そうですわ。わたしの家は代々魔ま帝てい研究の第一人者として、教授プロフエツサーの称号を得てきたのですわ。だからこそこうして、《英雄協会ギルド》選抜メンバーを任されているのですわ。けっして年長者というだけではありませんわ」

「なるほどな。では、どうだ？　そなたの研究対象として、余よを飼う、というのは。フフフ」

「？　は、はうっ!?」

「なに、単純な話だ。余も死ぬのは嫌だからな。そなたのもとで生きるのも悪くはないか、と思ったのだ。……しかし余はすべての乙女たちのものであるから、そなた独り占め、というわけにはいかないだろうがな。フハハハ」

「なにを、あなたはっ」

　暗がりの中でもアイリスが頰ほおを染めたのが、余にはわかった。

　悪くない反応だ──。余はこっそりほくそ笑む。

　アイリスはどうやら、魔帝である余をさほど拒こばんではいないようだ。そのことは一度、余の方から彼女に触れたときに判明していた。アイリスは余の腕を振りほどこうとしなかったのだ。

（《英雄協会ギルド》の乙女たちを落とせばいい。それは、不可能ではないか。フフフ）

　少なくとも四人のリーダーであるアイリスは、明らかに動揺していた。いける──余は確信する。












（むしろ一人でも落とせれば、余よにとって有利だぞ！　それに、わかるぞ。このままどうすればよいのかは）

　余は残っていたコップの水を今、あえて空にした。それを返すふりをして、ついでにアイリスの手に触れる。

「!!」

　あえて、そこまでにした。だが手を握られただけでアイリスは、いっそう赤くなって動かなくなる。

　余には触れた指先から、彼女の鼓動がどくどくと速まる音だけが伝わっていた。

　──このままぐいと引き寄せれば、さてどうなるか。

（ん？）

　だがそのとき、予想外なときめきを余が感じていた。

（……フ。なんと、この程度のことで……どきどきしているのは、余もか？　バカな）

　だがこれは、余にとって初めての駆け引きだった。そのことに余は、今更ながら気付かされる。

　困ったものだ。まさか余も、落とすまでの過程に直面したのは初体験なのである。

　それでもつい口元が緩ゆるむのは、素直にこの高まりを楽しんでいるからだろうか。

　しかし、見つめ合っていたアイリスが、いきなり余から目を逸そらした。空のコップだけを握り、余の手からするりと逃れる。

「アイリス？」

「……。わたし、確かに男の人に、そんなに言い寄られたことがありませんわ。でも、舐なめないでいただきたいですの」

「なに？」

「わたしは誇り高き、賢けん者じやの直系ですのよ。前回の、三代目の英雄王を輩はい出しゆつした家柄ですわ。それが魔ま帝ていの甘言にのることなどあり得ませんわ」

　眼鏡の下のアイリスの表情は──もう大人の落ち着きを取り戻していた。そこに余が付け入る隙すきは微み塵じんもない。

「！　そうか、そなた……前の英雄王、だと？　ううむ」

（確かに、似ているな）

　今になってようやく余は、アイリスの横顔に女英雄王の面おも影かげを見る。

　英雄の中から、突然白き魔力に覚かく醒せいする英雄王──。その前回の英雄王と、このアイリスは確かに血が繫つながっているのだろう。

　そしてその誉ほまれをまた、受け継いでいるのである。

「なるほど。陥かん落らくは無理、ということか……」

「そうですわ。わたしは、今回の役目を果たすことこそが、自分に課せられた一番の役目だと思っていますの」

「四人の中では反応がもっともウブだったから、たやすく落とせると思っていたが……余よが間違っていたな。すまなかった」

「え？　……わたしも、でも、あなたと直接話すまでは……そんなふうに、人に謝ることのできる相手だとは思いもしませんでしたわ」

　本当に驚いた様子で、アイリスは目を丸くした。

　しかし彼女は気を緩ゆるめない。手にしていた空のコップを、エメラルド色の魔力へと戻す。形を失い無数の文字に戻ったコップは、闇やみの中に溶けていった。

「それはもしや、レベル１の今だからこそ、なのかもしれませんが……」

　その残ざん滓しを眺めながら、アイリスが余の側そばから身を離した。

「フ。余は変わらぬぞ。今も、昔もな」

「そう、かもしれませんわね。でも、わたしたち英雄の使命も変わりませんわ。一部、あの《英雄組合ユニオン》とやらのような輩やからも出ていますが、わたしたち《英雄協会ギルド》の者には関係ありません。今も昔も、魔ま帝ていを討うつためだけにこの血と肉は存在するのですわ」

　ネルケが長椅い子すの方へ戻ってくる。その彼女にこれ以上話し込んでいる姿を見られたくなかったのか、アイリスはそそくさと去っていった。

　余はもう、その背中を見送ることしかできなかった。

　四人の中で一番落としやすいと、密ひそかに目を付けていたアイリスですら、余を拒こばんだのだ。

（簡単ではないぞ、これは……ふむ）

　さすがにどうしたものだろう。答えはすぐには出てこない。だから余は、マントの上に再びごろりと横になった。

　考える時間だけはあるようだ。魔帝である余には、睡眠は必要ない。余が眠るときは、復活までの長い休眠期のみである。

　──そのはず、だったのだが。




「ううっ、眠い……！　余はまだ眠いのだっ、寝かせてくれえ」

「おバカ！　なんでこっちがキミに合わせなきゃならないのよ。《英雄組合ユニオン》の連中も城の中をうろついてるし、こっちはさっさと城の外に出たいんだからね！」

　容よう赦しやなくツバキに鎖くさりで引っ立てられ、余はふらふらしながらも、朝を迎えて明るくなった城内を歩かされていた。

　どうやら思っていた以上に、我が身は弱体化しているらしい。

「よもやこの余が、普通の人間のように、睡眠が必要な体となるとは……おおおお」

「うるさいなあ、ほんとに。アタシたちだってキミのせいで、交代で仮眠とっただけだから、みんな無理してるんだよ？」

「そうデスよー。ワタシも睡眠ファッキン足りてないデース。ふわあああ……」

　大きくあくびをするのは、今日も神具に頼って先頭を歩くムラティだった。

　そのすぐ後ろにつくネルケなどは、とことん朝に弱いのか。まだ寝ぼけているようだ。

「……？　あれ？　お姉様……なんか、毛深いし？　あれ？」

「うひゃあああううう!?　ちょっと、ネルケ！　そこ、ワタシの尾お羽ばねデスよ!?　摑つかんじゃ駄ギル目テイデス！　というか毛じゃなくて、羽デース！　ファッキン失礼デスよ!?」

「はいはい、ネルケはアタシと手でも繫つなごうね」

「手？　うん、お姉様の手、あったかいし……」

「おおう、ネルケ!?　フ、そなたも積極的なのだな……悪くないぞ？」

「あれ？　……お姉様が、二人？　あれえ？」

「違うから！　ネルケ、アタシはこっちこっち！　もー」

　間違って余よの手を握ったネルケを、慌ててツバキが引ひき剝はがした。

　惜しくはあったが、仕方ない。そもそも寝ぼけている乙女をいいように弄もてあそぶのは、好きなやり方ではないからな。

（しかし、意外だな。いつも大人びた言動をしているせいか、気付かなかったが……）

「まったく。こうしてるとほんと、ネルケってまだまだお子様なんだから」

　余と同じ感想を持ったツバキが苦笑し、ネルケと手を繫いだせいで邪魔になった鎖くさりを、後ろのアイリスに差し出した。

「ごめん、アイリス。これ、任せていい？」

「ええ、わかりましたわ。片手が空いていないとあなた、いざというときはまずいですものね」

「そーゆーこと。あ、リングの補充、ありがとね。助かったよ」

　余の鎖をアイリスに渡すと、ツバキは鎧よろいにぶら下がるリングの一つを弾はじいてみせた。

　昨日までは左手の腕輪と、髪飾りに残っていたぶんくらいしかなかったものだ。

「いえいえ。ツバキがわたしたちの中で、一番の戦力ですもの。いつでも戦えるようにしておいていただかないと。あと、威力だけならネルケも頼りになるのですけども……今はダメなようですわねえ」

　嘆たん息そくするアイリスだが、ツバキにくっつくネルケの様子にくすりと微笑ほほえむ。

「でもまさか、こんなにネルケがおとなしくなるなんて。毒舌もありませんし、本当に驚きですわ」

「普段は無理してるんだよ、このコ。まあもうちょっとしたら、いつもみたく元気になってくるんじゃない？」

「うにゃ……むにゃ」

「そうですわね。また、あちこちに休憩室はあるようですから。そちらを見つけたときには、顔でも洗ってもう少ししゃっきりしてもらいますわ」

「ワタシもそうするデス！　ほんとはあそこ、お湯が出たらよかったデスがー」

　アイリスの提案にムラティが反応した。うんうん、とツバキも相づちを打つ。

「あー、わかる。それに、シャワーとかあれば最高だよね！」

「……超浴あびたいし」

　ネルケがぼそっと呟つぶやき、みんなの会話に混ざってきた。どうやら少しは目が覚めてきたらしい。

　それは余よも同じである。ツバキたちの話を聞いて、あることを思い出した。

「お湯に、シャワーか？　うむ、あるぞ」

「へ？　え、なに言ってるの、キミ？」

「だから……要は、風ふ呂ろだろう？　ある、と言っておるのだ。ほら」

　余は通路の壁を指し示した。

　そこには休憩室へと水を送る、水道管が埋め込まれた角張った膨ふくらみがはっきりと存在し、ずっと先へと伸びていた。

「城の中の水は、ここで暮らしていた乙女たちのために引いたものだからな。化粧室と同じく、この城のあちこちにいくつか設けてあったはずだぞ、皆で使える大浴場がな」

「「「「大浴場っ!?」」」」

　ツバキが、アイリスが、ムラティが──ネルケまでもが目を剝むいて声を重ねた。

　その迫力にたじろぎながらも、余はうむ、と頷うなずくばかりだ。

「そうだぞ。別に驚くほどのことでもあるまい。よく余も誘われ、乙女たちと入ったものよ。フフフ」

「って、キミの話はどうでもいいけど、そんなものがあるなら！」

「行くしかないデース!!」

「待って、ちょっとお待ちになって、皆さん！　お気持ちはわかりますけども、ここは冷静に……」

「冷静に分析すれば、この水道管を辿たどっていけば、いつかは着ける計算だし！」

　すっかり完全に目を覚ましたネルケが、通路の先を指さした。

「あうう！　それは、それはっ……もう！　そうなんでしょうけども！」

「アイリス。一刻も早く魔ま帝てい城から出なきゃいけないのはわかるよ。でも、ダンジョン化したここから出るのは簡単じゃないみたいだし、その間一回もお風呂に入れないってやばくない？　女子としては！」

「ええっ？　そういう話なのですか？」

「当たり前だよ!!」

　きっぱりとツバキが断言した。

「そうデス。ただでさえ睡眠不足で、お肌もファッキン荒れ気味ですから、かなり危険ギルテイデスよ。特にアイリスは気を付けた方がいいデース。……年齢的に」

「はうっ!?　だ、誰が年とし増まですかー！　もう!!　まだ大丈夫……大丈夫なはず、ですわっ」

　ムラティに言われ、アイリスが憤慨する。

　彼女はまだ納得できないようだったが、いつしか三対一となり、さすがに無視できなくなる。

「いいですわ。わたしの肌がまだまだお湯を弾はじくところ、見せてあげますわ！」

　最後にはヤケになったかのように、そう決断した。

　おお、と余よはつい目を輝かせてしまう。眠気も一気に消し飛んでいた。

「フフ。よいではないか……期待しておるぞ、アイリス！」

「!?　えっ、あの、その……。はううううっ」

「って、なんでキミも入れると思ってるわけ？　このおバカー！」

「なに？　余は一緒ではないのか？　バカな……！」

　余は心底愕がく然ぜんとし、目眩めまいを覚えた。思わずその場で倒れてしまいそうになる。

「オー、立ち止まるの禁止ギルテイデスよ、魔ま帝ていサン！　がっかりしすぎデース」

「うう……乙女たちとともにいて、なぜ余だけが。このような屈辱、受けたことがないぞ!?」

「お、大げさですわ」

「ほんと死ねばいいし。ふん！」

「ああ、死なせてくれ！　死んでもう一度眠りに就ついて復活するから、そのときには乙女たちと一緒に湯船でいちゃいちゃさせてくれえええ！」

　余は心の底から嘆願したが、もちろん彼女たちに受け入れられることはなかった。





■５　魔ま帝てい城の大浴場




「!!　湿気が強くなってきたデース！　羽が重くなったからわかるデスよ!?」

　これまで以上に張り切って進んでいたムラティが、翼を広げて前を示した。

　通路の先に見えてきたのは、ぽっかりと空いた横穴だ。それは扉のついていない、壁の向こうに広がる部屋への入り口だった。

　その向こうはずいぶんと明るいようで、通路まで光が差し込んでいた。そこに部屋の中から漏れ出していたのは、白い蒸気か。

　おおっ、と他の少女たちからも声が上がる。

「湯気だな。どうやら大浴場に着いたらしいぞ」

　余よのそんな言葉がなくとも、もう四人の少女たちは足を急がせるのに夢中だ。

　だがいざ大浴場へと一歩足を踏み入れたとたん、ツバキたちは息を吞のみ、立ち尽くした。

「な、な……なに、ここ!?」

「森だし、お姉様！　ふえー」

「ここがお風ふ呂ろ？　でも、まるで庭園ですわっ……」

「ンー？　向こうにたくさん滝があるデスけど、湯気が出てるみたいデース。ってことはあれがお風ふ呂ろデスか？　というか、いくらなんでもファッキン広すぎデスよ！」












　ムラティが思わず飛び上がるも、すべてを見渡しきれないようで啞あ然ぜんとしていた。

「おお、ここだったか」

　余よも大浴場の光景に目を見張る。ここはまるで森林のごとくどこまでも、鬱うつ蒼そうと植物が生おい茂しげる空間だった。

「大浴場はどれも異なる意い匠しようでつくってあるのだが、ここはその中でも一ひと際きわ大きいものだぞ。湯気の熱を利用して、熱帯の植しよく生せいを再現させたのだ」

　ほれ、と余は頭上を指し示した。

　天井には魔力でつくられた、太陽を模した光球があった。その下で草木は青々と葉を伸ばしている。

「果樹園も兼かねていたかな？　まあさすがに余が復活したばかりだからな。ここが再生されたのも昨日のことだから、まだ実を付けている木々はないようだが」

「あ。これ、もしかして小道だよね？」

　そしてツバキが、飛び石のように配置された石いし畳だたみを発見する。

「こっちには、湯気の出ている水路もありますわ。じゃあこの奥に、湯船がありますのね！」

　さらに湯の流れる水路を見つけ、アイリスが先陣を切った。もちろん鎖くさりを持たれた余も連れられ、残りの三人も続く。

　やがて木々の向こうにある、湯船の姿が見えてきた。それも一つではない。いくつもの滝の音がうるさく重なり合う中で、四人の乙女たちの誰もが言葉を失った。

「どうだ。立派なものであろう？」

　だから代わりに余がしゃべる。

「フフ、一番奥の大きな滝から流れ落ちる湯を受け止める形で、大小様々な湯船がずらりと並んでいるのだ。いつ見ても壮観だな！」

　石で組まれた無数の浴槽が、ゆるやかな階段状に連なって、大きな流れをつくっていた。そこから漏れた湯が、小さな滝をあちこちにつくって飛沫しぶきを上げる。

　その中で惜しげもなく美しい裸体を晒さらすのは、白い石でつくられた裸ら婦ふ像だ。人よりも大きなそれは、一番手前の湯船の中央に立ち、この光景を眺めていた。

　余はここで過ごした乙女たちとの日々を思い出す。

「まあ、一番素晴らしかったのは、ここで余を囲んだ美しい皆の裸だったがな。フハハハハ！」

「あーはいはい、そういうのもういいから。というか、ここって……」

「フ、もっと感動してもよいのだぞ、ツバキ。さすがにこれだけの贅ぜいを尽くした風呂など、見たことはないであろう？」

「え？　まあ確かに大きいし、建物の中なのにいきなり森みたいになってたから、びっくりしたけどさ。キミは知らないだろうけど、《英雄協会ギルド》経営の保ほ養よう所じよの温泉施設とかも、けっこうなものだよ？　魔法でできた海底ドームの中にあったりとかさ」

「……なに？　海底、だと!?」

　今度は余よの方が、ぽかんと大口を開ける番だった。あまりに話が突飛すぎ、最初は冗談かと思ったのだ。つい、確かめるように他の三人に目をやる。

　ところがアイリスもムラティもネルケも平然としていた。そこにかつての乙女たちが最初に浮かべた、感動の表情は欠片かけらもない。

「ふふ。確かに言われてみれば、大きな温泉といった感じですわね。わたしは学会で赴いた、砂漠の都市のホテルにあった、浮遊プールを思い出しますわ」

「ワオ、それ有名なやつデスね？　行ったことないけど、水晶テレビで見たことあるデスよ！」

「は？　てれびとか……なんだ、なんなのだ？」

　まったく知らない言葉が出てきて余はうろたえるばかりだ。

「ネルケもよく行った、魔法器官のない民間施設でももうちょっと豪華だし。それに比べたら、しょっぼいし！」

　さらにネルケにすら、大浴場がバカにされた。こんな幼い彼女でも、ここ以上の設備を利用したことがあるとは──余は嫌でも目眩めまいを覚える。

「バカな。これ以上のものがもうすでに、世界ではつくられているのか!?　いったいどこの道楽者が、余を差し置いてこしらえたというのだー！」

「道楽者って。そりゃウン百年前はそうなんだろうけど、文化レベルもキミが寝てた間に、ずいぶん進化してきたしね。今は魔法が使えなくても、似たようなことが簡単にできちゃったりする時代だしさ」

　くすりとツバキが鼻で笑った。

　べーと舌を出すのはネルケだ。

「ふん。魔法なんてインチキじゃなくて、世界中で機械技術が肩代わりするようになったんだし！　まあ魔ま帝ていにはどうせわからなくていいし」

「キカイ？　時計の歯車のような、あれか？　しかしあの程度のものが、魔法の代わりを果たすだと？　まさか、信じられん！　余が眠っている間に、世界はそこまで変わってしまったのかー！」

　がくり、と余はその場で両りよう膝ひざをついた。つくほどの衝撃だった。

「ううう……これだけの大浴場ならば、そなたたちもつい開放的な気分になって、余の前でも大胆に脱いで飛び込んでくれると思ったのに！」

「オー、ファッキン夢見がちデスね、魔帝サン!?」

　ムラティがやれやれ、と肩と翼の両方をすくめた。

「いや、入るよ。せっかくのお風ふ呂ろなんだからさ」

「なに？　おおお！」

「でもキミの前で裸になるとかあり得ないからね、ほんとおバカなんだから」

　ツバキがアイリスより余よの鎖くさりを受け取ると、ほら、と強く引っ張った。

「とりあえずアタシが魔ま帝ていを見張っておくから、みんな先に入っちゃってよ。後で交代ね」

「ぬおお！　そ、そんなー！」

「お姉様っ、ネルケも付き合うし！」

「あ、そう？　じゃあアイリスとムラティ、お先にどうぞ。終わったら声かけてよね」

「はい。助かりますわ、ツバキ」

　嘆く余を無視して、さくさくことが運ばれた。

　だが、アイリスが周囲を見回し、躊ちゆう躇ちよする。

「あら。でも……こちらの、どこで服を脱げば？」

「ンー、脱衣所って、あるデスか？」

　着ている服に手をかけようとして、ムラティが余の方を見る。

「フ、脱衣所だと？　そんなものが余の城に必要か？」

　だから即座に余は応こたえた。まったく愚ぐ問もんというものだ。

「ここは余のために、乙女たちが皆、その魅力をすべてさらけ出す場所なのだ。フハハハ！　そなたたちもぜひともそうするがよい！　余はここで見ておるからなっ」

「おバカ！　キミはこっちの、木こ陰かげの向こうに連れてくっての！」

「ぐえ！　……殺生なー！」

「ほんと、相変わらず最低だし」

　ツバキとネルケに睨にらまれて、余は抵抗虚むなしく、鎖で引きずられていくばかりだ。アイリスとムラティの二人を残し、来た道を引き返すことになる。

　だが、そのときだった。手近な茂しげみが、いきなりがさがさと揺れたのは。

「！　へ？」

　もちろんこの城の中では、自然に風が吹くことなどあり得ない。ツバキがさすがにぎょっとして足を止めた。

　すると──。

「クレちん、先行くんだわん！　えっへへ、お風呂っ、お風呂っ……」

「!?　キミは！」

「ふえっ？　ああ、あああ─────！」

　茂みから飛び出してきたのは、なんとあの獣人コボルト族のヴィオラだった。

　その格かつ好こうは、以前会ったときと変わっていた。半裸である。完全に風呂に入りに来た格好で、大きめのタオルを一枚体に巻くだけだ。その下から出た尻尾しつぽが、ツバキたちを見て驚きのあまりぴんと立った。

「ななな、なんでなんで！　こんなところにいるんだわーん!?」

「って、それはこっちの台詞せりふだよ！」

　瞬時にツバキが腕輪に触れた。いつか見せた居合抜きの構えを取る。

　あわあわするヴィオラだが、その手には杖つえすら握られていなかった。どうやらツバキたち同様、たまたまこの大浴場を発見し、湯船に浸つかろうと茂しげみの向こうで服を脱いできたのだろう。そのまま一緒に、タオル以外の荷物を置いてきてしまったようだ。

　だが紅あかい魔力が煌きらめく前に、続けてもう一人の少女が現れた。

「待たせたのう、よっこいしょ。これで装備は万全ぞよ。……はて？」

　遅れて姿を見せたのは、青髪の長耳エルフ族のクレーベルだった。咄とつ嗟さにこの場にいた《英雄協会ギルド》の四人全員が、蒼あおい閃せん光こうの威力を思い出してか強こわばる。

　けれども、次の瞬間──。

「ぶっ！　キミ、それ、なに？」

「なんだし!?　水着……はいいとして。フル装備だし！」

「オー、お風ふ呂ろに入りに来たじゃないデスか？」

「ど、どこに潜せん水すいするつもりなんですの、あなた!?」

　ツバキたちが噴ふき出した。

　それもそのはず、クレーベルの格かつ好こうは明らかに妙だった。ヴィオラと違い、なぜか緑色の柄模様の水着を着けてきた彼女だったが、それ以外にもごてごてと余計な装備を着けていたのだ。

　銀の眼帯の上からは、やたらとごついゴーグルを。さらに口には曲がったパイプがくわえられていた。そして腰に通していたのは、空気を入れてぱんぱんに膨ふくらんでいた輪っかである。

「というか、そのくせ、浮き輪ですの？　それじゃあ潜れないですわ！　ああ、もうっ、どこから突っ込んでいいのやら……」

「浮き輪？　これがか？　余よが知っているものとはずいぶん違っているが、なるほどな」

　アイリスの指摘で余は、輪っかの正体を見抜く。昔は魚の浮き袋を縛しばったものしか見かけなかったが、今は簡単に量産できるものらしい。

「ということはそなた、もしや、泳げないのだな？」

「……!!」

　図星だったのだろう。クレーベルが尖とがった耳まで赤くして、浮き輪を持ち上げ顔を隠した。

「【剣よ在あれ】ッ！」

　そこにツバキが腕輪を刀に変えて、突きつける。

　だがクレーベルに逃走の意志は見られなかった。武器を置いてきたせいもあるのか抵抗を諦あきらめたかのように、浮き輪を顔にはめたまま蹲うずくまる。

　ヴィオラの方も従順だ。やはり戦う力のない、記録係なのだろう。ツバキが鋭く一いち瞥べつしただけで固まった。耳だけを髪の間から出して、ぴょこぴょこ動かす。

　だがもちろんここにいるのが、この二人だけであるはずもない。うっかり出くわした《英雄組合ユニオン》の少女たちは、本当は全部で三人いるのだから。

　もちろんそのことをツバキたちも忘れていない。

「ネルケ。こいつをお願いっ！」

「わかったし、お姉様！」

　周囲を素早く警戒しながら、ツバキがネルケに余よの鎖くさりを押しつけた。アイリスもムラティも着替えを忘れ、湯船を背にして辺りの茂しげみに注意する。いつあの金髪の騎士ローズが飛び出してくるのかわからなかった。

　だが、三人目の少女は誰も予想していない方から現れる。

　──滝の音に混じり、いっそう激しい水音が余と《英雄協会ギルド》の四人に聞こえてきた。

「へ？　後ろ!?」

　余もツバキたちも一斉に、広がる湯船の方を振り向いた。

　そこで跳ねていたのは、黄金色に煌きらめくローズだった。

　クレーベルやヴィオラと違い、彼女はなんともう、お湯の中に入っていたらしい。しかも鎧よろい付きのようだ。奥の湯船にいたのだろう。ローズは上の滝から落ちてくると、一番下の広い湯船に派手な飛沫しぶきを上げるのだった。

「ぶはあっ！　まいった……『人魚鎧マーメイド』モードは扱いにくいぞ!?」

　浜辺のように緩ゆるやかな浅瀬となっている、余の目と鼻の先のその浴槽で、ローズがむくりと身を起こした。

「お、おおおおおおおおお!?　素晴らしいではないかっ！」

　そのローズの格かつ好こうに、余は思わず声を上げていた。

　なぜならローズに張り付く金色の鎧は、すべてが下半身に集まり、鱗うろこを持った魚の体を作り上げていたからだ。泳ぐために特化した、人魚の姿となっていたのだ。

　そして彼女は水着を着けていなかった。鎧の装甲に覆おおわれていない、ローズの白い二つの乳房が揺れていて、余の目にしっかりと焼き付くのだった。

「えっ」

　ローズは魚の下半身で器用に浴槽から立ち上がったまま、ぽかんとする。

　なにが起きたのか、まるで理解できないようだった。

「フ、美しい。美しすぎるではないか、ローズ！」

「ちょっとキミ！　み、見ちゃダメだよ、これ────！」

「そうですわそうですわ！　もうっ！」

　先に動いたのはツバキとアイリスの二人だった。ツバキはネルケに渡したばかりの鎖くさりをひったくり、強く引いて余よを引き倒した。さらにアイリスが飛びついて、ローズの方を見ないように押さえ込んでくる。

　だがそんなもので、余の視界のすべてを塞ふさげるものか。アイリスの指の隙すき間まから余は、ローズが遅れて事態を把握したのを見る。彼女はゆっくり顔を深紅に染め上げると、今更だが胸を隠してへたり込んだ。

「クッ……ひううううぅぅ……！」

　か細い悲鳴が、彼女の口からもたらされる。それが精一杯らしく、涙目になっていた。

　が、同時にローズは囚とらわれの身になった、仲間二人の姿に気付く。

「あ……あああ───っ！　貴様たち、なにを……！」

「おバカ───！　こっち、必死に魔ま帝ていからキミのこと守ってあげてるんだからね！　感謝しなさいよ！」

「感謝だと？　私の大事な仲間たちを捕らえているではないか！　クッ、今すぐ私が……あっ!?」

　腰に着けていたのはあの、光の刃やいばを生み出す剣の柄つかだったか。だがローズは手に取ろうとしたものの、腕を動かせばどうしても胸が露あらわになってしまい、あたふたする。

「クッ！　こ、このような辱めを受けるとは……。いっそ、殺せえッ！　ううううううー！」

「なに泣いてるのよ!?　アタシたちのせいじゃないってのー！」

「そうですわっ。というか、これ、なんですの!?」

　アイリスが困惑する。まったくもって奇妙な膠こう着ちやく状態だった。ツバキたちが余を押さえ込み、羞しゆう恥ちに耐えきれずローズときたら、ついにはぼろぼろと悔し涙に濡ぬれていた。せめて身を隠そうとして、胸を両手で隠したまま、傍らにあった白い裸ら婦ふ像の裏へと移動する。

　だが、それは迂う闊かつに触れてはならない代しろ物ものだった。

「待て！　ローズ、その像に触れるなよ!!　罠わながあるぞ！」

「！　えっ」

　突然叫んだ余の言葉に、ローズは裸婦像の側そばで固まった。

　ツバキやアイリス、ネルケにムラティも同じだ。《英雄協会ギルド》の四人は知っている。余が、城の罠を感知できるということを。

　まさに裸婦像には、魔帝である余だけが黒く見える印が刻まれていたのである。

　そのことをローズの方は知らないため、胸を隠したまま眉まゆをひそめる。

「罠？　これが、だと？　まさか」

「って、なんであんなとこに罠トラツプがあるっていうのよ、このおバカ魔帝！」

「そうだし！　あり得ないし！」

　ツバキとネルケが余よを責め立てた。信じられない、という顔をするのはムラティだ。

「いくらなんでもファッキン危なすぎデスよ？　ここ、お風ふ呂ろのはずデスのに」

「だから……言ったであろう。罠わなの位置はあからさまにしてあると。だが、そう心配するでない。あの像の豊満な胸を思い切り押し込みさえしなければ、なんの危険もないぞ。フハハハ！」

「む、胸って、なんてハレンチですの!?」

「誰の趣味よ──！　いや、わかるけどさあ！」

　アイリスとツバキが真っ赤になった。

「いや、だって。いわゆる安全装置というわけだ。腕ならうっかり触れて回す乙女がいるかもしれぬが、わざわざあの胸を押し込む者など、余以外にはいまい？　いざ英雄王がここに余を追い込んだとき用の仕掛けだったはずだぞ。うむ！」

「英雄王に？　像の、胸を押して、罠トラツプを？」

　話が飲み込めないのか、ローズは側そばにある裸ら婦ふ像を見つめたまま呆ほうけていた。

「いいから罠を動かしちゃえ、だわん！　ローズちんー！」

　そこに声を張り上げて命じたのは、なんとヴィオラだ。

　──そのときになって余たちは、さっきまでおとなしくしゃがみ込んでいた《英雄組合ユニオン》の二人が逃げ出していたのに気付く。ヴィオラもクレーベルも茂しげみの向こうへ飛び込んでいくところだった。

　そもそも刀を突きつけていたツバキが、余に手一杯となっていたのだ。うっかり他の者たちの注意が逸それたのをきっかけに、素早く行動を起こしたのである。

　だがそんな二人を追いかける余裕は、《英雄協会ギルド》の四人にはなかった。

「クッ！　こうなれば、なるようになれッ！」

　ローズが裸婦像の豊満な胸に、その黄金色の人魚の尾を叩たたきつけていた。

　すると、正面からの一撃を受けて、像の乳房が平らに潰つぶれた。丸ごと胴体の中に引っ込んだのだ。

「ちょっと、キミ───！　なにやってるのよ、正気なの!?」

　ごごごごご、という明らかな異音が、この大浴場全体に響き始め──ツバキが像の後ろに隠れたローズをなじる。

「この城の罠って、あのドラゴンみたいなヤツだよ？　やばいってば！」

「……だから、私は賭かけることにしたのだ！」

「え……？」

「うまくいけば、ここで魔ま帝ていどのを奪うばうことができるやもしれないからな！」

　そう宣言したローズの背後で、階段状に連なる湯船に流れていた湯の滝が、いきなりすべて消失した。

　遙はるか奥にある、湯元となる一ひと際きわ大きな滝口が、流れをぴたりと止めたせいだ。代わりに聞こえてきたのは、ごぽごぽという不気味なほど大きな音だった。

「なんだし？　水の、音？」

「……ファッキンまずい気がするデスよ!?」

　ネルケがうろたえ、ムラティは翼を広げた。とにかく飛び上がろうとし身構える。

　次の瞬間この大空間に、堰せき止とめられていた大量の湯が一気に吐き出された。

　白い噴煙のごとき飛沫しぶきを上げて迫る湯は、連なる無数の浴槽を駆け下りてくる。まるで津波のごとき速度だった。みるみるうちに余よたちへと向かい、迫り来る。

「噓うそ──────────!!」

　ツバキたちは大混乱だ。押し寄せる津波の迫力に、誰もが一斉に駆け出していた。ムラティが側そばにいたネルケを咄とつ嗟さに摑つかみ上げ、空中へと退たい避ひする。

　だが余はあえて動かなかった。そして湯船の中に残るローズもだ。

「魔ま帝ていどの！」

　彼女は押し寄せる津波を振り返ったものの、怯ひるまない。それはおそらく下半身を包む、人魚の鎧よろいのせいだろう。見た目どおり泳ぐことに特化した姿であり、これくらいならなんとかなるというところか。

　だが、いざ余のもとへ向かってこようとしたものの、自らのあられもない格かつ好こうに気付いたローズは裸ら婦ふ像の後ろへと戻ってしまった。

「うむ？　あれ？　そなた……」

「クッ……わかっている！　わかっているのだ！　これが魔帝どのをヤツらから奪取する、絶ぜつ好こうの機会であることは！　しかし、しかしっ、その。私、どうしたら!?」

　彼女はどうやら、余を迎え入れることができないようだ。なぜならその手は二本とも、露あらわな胸を隠すので精一杯なのだから──。

「大丈夫だぞ、ローズ。フ、なにを気にする？」

　初々しい反応を楽しみたいところだが、ここは余が動くしかないか。長い鎖くさりを引きずって、余の方からローズのもとへと近づいた。ついに湯船の中に足を突っ込む。

「その美しい乳房を晒さらすのを躊躇ためらうことなどあるものか。むしろ余は大歓迎だぞ？　フハハハハ！」

「わ、私が平気ではないのだ！　クッ、だってこんな、殿方の前ではしたない格好をして……。それだけで殺して欲しいくらいなのだぞー!?」

「いや、そんなことより、さすがに猶ゆう予よがないぞ？　もうそこに津波が迫っていて」

「わかっている！　わかってはいるが……あああああ、むっ、無理だああ─────────!!」

　余に駆け寄ることができなかったローズが逃げた。お湯の中へと潜って消える。

　残されたのは余よ一人だ。

「あ、れ？」

　そこへ余のもとに白い飛沫しぶきがやってきて、大粒の水滴が全身を叩たたいていた。直後、浴槽の底から足が離れる。

　一瞬で壁のような波に吞のまれ、押し流されたのである。

「おわああああああああああああああああっ、ごばがぼごぶ!?」

　マントにくるまれた余の体が、水中でくるくると舞った。上下の感覚もわからなくなる。

（死ぬ、これは死ぬぞー!!）

　直感的にそう悟った。息もできずにもがき苦しむ。が、それは余にとっては僥ぎよう倖こうか。

（死ねば、棺ひつぎの間に戻される……！　さすればっ）

　ツバキたちに殺されずに済む。──余は今度こそ、無事に６６６年の眠りをやり直すことができるだろうか？

（……ううむ。しかし、やはりツバキやローズたちとせっかく出会えたというのに、もう二度と会えないというのはやはり、残念だな……）

　今になって余はそんなことを思ったが、どうしようもない。レベル１の今の身では、自ら水面まで上がることすら不可能だ。やがて余はごぼり、と最後の気泡を口から吐いた。もう、終わりだ。

　だが、そのときなにかの影が、水中にいる余のもとへと落ちてきた。

（な、に？　これ、は）

　次いで水が──切断される。

「つっええりゃあああああああああ─────────ッ!!」

　紅あかい魔力を煌きらめかせ、水面の上から波を深く切り裂いたのはツバキだった。分厚い水の層が割れ、そこに余は放ほうり出された。

「ごはっ！　な……」

　喉のどに詰まった湯を吐きながら、露出した大浴場の床へと余は落ちて行く。

　そこに飛び込んで来たのは、翼を持つムラティだった。

「魔ま帝ていサン！　摑つかまえたデースっ!!」

　すぐに二つに割れた水が元に戻り始めたが、その前にムラティが余を見事にすくい上げた。ずぶ濡ぬれになりながらも急上昇し、脱出に成功する。

　そして降りて行くのは、水面に浮かぶ円まるい小船の上だった──。




「がはっ、ごほ、ごほ！」

　船の上に降ろされて、余はしばらく倒れ込み、咳せき込こむ。そのまましばし寝転んだ。

　かなり苦しかったが、それはつまり死に損そこねたという証あかしだ。

　側そばにはびしょ濡ぬれになった《英雄協会ギルド》の四人の姿もあった。

「魔ま帝ていサンには治ち癒ゆ魔法かけられないデスけど、大丈夫デスかね～？」

　ムラティが余よのことを心配して、覗のぞき込こんでくれていた。

　その横で刀を肩に担ぐのは、まだ周囲を警戒するツバキだ。

「まったく、なんて罠わななのよ！」

　それでも先ほどの一刀は、かなり消しよう耗もうしたのだろう。乱れた呼吸を必死に整えていた。

「……大変な目に遭ったし！」

　白衣の裾すそを絞るのはネルケである。不満げに余を睨にらみ付けている。

「ふう、やれやれですわっ。救命ボートが間に合ってよかったですわ……！」

　余の首にまだ繫つながる鎖くさりを摑つかみ、アイリスがへなへなと座り込んだ。濡れてずれた眼鏡をどうにか押し上げる。

　どうやらこの、十人ほどは座り込める円形の小船は、咄とつ嗟さにアイリスが作り上げたものらしい。

（こんな大きなものまで、呼び出せるとはな……大したものだ）

　不思議な形をした船だった。底の浅い皿のような形状をしていて、全体が空気で膨ふくらんでいる造りをしている。余はあの、クレーベルのしていた浮き輪を思い出した。あの中央の穴に蓋ふたがされ、そこに余たち五人がいる感じである。浮かぶためだけにつくられた、という印象だった。

「う、くっ……」

　どうにかこうにか、余も濡れた体を起き上がらせた。

　そこから変わり果てた、大浴場の姿を見る。

「！　まさかここまで、とは」

　あれだけ広かった空間のすべてが、今はまるで湖のように、大量の湯に沈んでいた。急速に水位は下がりつつあるようだが、どこを見渡しても湯気に包まれた水面があるだけで、あの《英雄組合ユニオン》の三人の姿はない。

「ローズたちは大丈夫だろうか……よもや、溺おぼれてはいないだろうな」

　不安が余の胸を刺していた。

（余の目の前で、乙女が死ぬ？　そんなこと！）

　──これまで考えたことがなかった事態だ。なぜなら今までは、余の手の届く範囲であれば、いくらでも乙女の窮きゆう地ちを救えたからだ。

　だがレベル１の余では、それもままならない。

「くそ！　なぜ余はレベル１なのだっ！」

　余は船の縁ふちを思わず殴った。空気が入っているだけのその薄い膜ですら、余の力ではぽよんと跳ね返されるのがせいぜいだ。己の弱さをとことん痛感させられる。

　けれどもツバキがふっ、と軽く笑った。

「心配しなくても生きてるよね、あの連中なら」

「なに？　ツバキ、そんな確証は……」

「ネルケ見たし！　獣人コボルト族と長耳エルフ族の二人が、あの浮き輪に摑つかまって流されてたの！」

　ね、とネルケがムラティを見た。

「オー、そうデス！　ちょうどワタシがネルケを引っ張って、飛んでたときデスね」

「なに？　それは本当か！」

「魔ま帝ていサン、ファッキン失礼デース。ワタシは神サマに誓って、噓うそなんか吐つかないデスよ？」

「そうですわね。彼女たちもまた、組織は違えど、わたしたちと同じ英雄ですもの。そう簡単にやられるわけがありませんわ」

　アイリスも断言する。

「もう一人も下半身を鎧よろいで魚型にしていましたし、獣人コボルト族と長耳エルフ族の二人が浮かんでいないことを考えれば、きっと泳いで救出したのですわね。無事だと考えるのが筋ですわ」

「うん、死ぬわけないよ。その程度の連中だったら、こっちも楽なんだけどさ」

　ツバキは刀を振って、纏まとわり付いていた水滴を飛ばした。彼女が一番、ローズの手て強ごわさを知っているのだ。

　やがて、大浴場全体に満ちていた湯が引き切った。船の底がようやく床に着地したとき、ここにはあの生おい茂しげっていた木々や土がごっそりとなくなっていた。階段状に連なる湯船や、あの裸ら婦ふ像はそのままだが──他は見事に津波で押し流されたのだ。

　それもまた夜が来れば、城が修復するだろうが、今は土や植物がまとめて大浴場の片隅に堆うずたかく集められていた。

　それでも湯がうまく排はい出しゆつされた仕組みは、なにもなくなって開けた視界に捉とらえられる。壁のあちこちには余よたちがやってきたのと同じような、大浴場への出入り口が存在していた。そこから湯だけが通路へと流れ出た、というところだろう。

（ならばローズたちも、流されていく形でうまく逃げたのか……）

　アイリスが不必要になった船を、文字に戻して消失させた。余も自分の足で大浴場の床を踏み、どうにか立ち上がる。

　それでも濡ぬれた体が、急速に冷えていくのが感じられた。立ち込めていた湯気もずいぶん減ってきたようだ。

「はぷしっ！　……な、なんだこれは？」

　余はいきなりくしゃみが出て、戸惑った。

　もちろんくしゃみくらいは知っていたが、魔帝の身でそのような体験をしたことがなかったのだ。

「うう、余はほんと、弱体化しすぎだぞ……はっぷし！」

「オー、魔ま帝ていサン、風か邪ぜ引きかけデスかね？」

「ちょっと体が冷えてきましたわね。いくらお湯とはいえ、服を着たままずぶ濡ぬれになりましたし」

　ムラティの言葉で、アイリスが自分たちのことを懸け念ねんした。どうやら四人も余よと同様、湿った衣服が徐々に冷え始めてきたようだ。

　振り返ればそこに、たっぷりの湯を湛たたえた浴槽はいくつもあった。だがもう、《英雄協会ギルド》の四人は浸つかる気分になれないのだろう。

「なにはともあれ、まずは体を乾かしますわ。ええと……これですわ！　【お出いでませ、吹き下ろす熱風フエーン】！」

　するとアイリスが、濡れていてもページがぴんとした書物を開き、エメラルド色の魔力を強く煌きらめかせた。

「なに？　……おおお！」

　余と《英雄協会ギルド》の乙女たちを包むように、無数の文字が取り巻いた。それらはしかしなにかを形作ることなく、すうっと無色透明になる。だが、消失したのではないようだ。次の瞬間、余たちを強い突風が叩たたく。

　それは熱気を帯びた、からからに乾いた風だった。どうやらこれをアイリスが呼び出したらしい。一瞬、息が詰まったものの、その熱風はみるみるうちに余たちから水気を吹き飛ばしていった。

「わあっ、すごい、こんなものまで呼び出せるんだ？　アイリスって！」

「オー、羽も乾いていくデース！」

「ほんと、でたらめだし。魔法って」

「ふふ。でも便利ですわよ？　物質化させるのと違って不安定だから、持続力がないのが欠点ですけれど」

　はしゃぐツバキたちに向かって、アイリスが苦笑した。確かに風はすぐに勢いを失い、散っていった。なるほど、戦闘で使える代しろ物ものではないということだ。

　それでも服だけでなく、髪の水気までしっかりと吹き飛ばされ、誰もが満足そうな顔になった。

「……それと、ついでですわ。またあの三人に不意を突かれるかもしれませんから、えい！　【お出でませ、鉄格子の台車カート】！」

「なに？」

　再びエメラルド色の魔力が煌めいた。書物から飛び出した文字たちは、今度は余だけを取り囲む。

　瞬く間にできあがったのはなんと、上下が鋼はがねの板となった、四角い鉄格子の檻おりだった──。

　ちょうど小柄な余よ一人が、やっと立てるだけの高さしかない代しろ物ものだ。

「な、な、な……なんだこれはー！」

　慌てて格子にすがりつくものの、びくともしない。首から垂れた鎖くさりがぶつかり、がちゃんとやかましい音がした。

「こっちは、今はいりませんわね」

　アイリスが格子の隙すき間まから手を入れ、余の首に触れると、そこにあった重みが久方ぶりに消え去った。首輪と鎖の二つを文字へと還元し、あっさり取り払ったのだ。

「どういうことだ、アイリス？」

「こうしてあなたを守りながら、運んでいくのですわ。ほら」

　格子の檻おりの床からは、外に向かって格子ほどの太さがある、鉄の横棒が生えていた。それをアイリスが摑つかんで押せば、檻全体がゆるりと滑すべる。どうやら余からは見えないものの、床の下には車輪がいくつか仕込まれているのだろう。

「へえ！　こんなのがあるなら、最初から出せばいいのに、アイリス！」

「ほんとだし！」

「オー、これを押していくわけデスねー！」

　ツバキとネルケが感心し、さっそくムラティが横棒に取り付いた。が、少し押したところで檻の動きが鈍くなる。

「おお、おおおお？」

　小刻みに揺さぶられ、余は檻の中で尻しり餅もちをついた。

「ワオ！　ちょっとの段差でファッキン引っかかるデース!?」

「そうなのです……。これで運んでいくのは、ちょっと大変なのですわ」

　アイリスが眼鏡を押し上げ、少しおどけて苦笑した。





■６　魔ま帝ていを賭かけた一騎打ち？




　それでも《英雄協会ギルド》の四人は、檻おりに余よを入れたまま運ぶことを決めたらしい。

　やはりあのローズたちのことが気になるようだ。また偶然鉢合わせたときのことを考えて、いっそう警戒する道を選んだのである。

「さあ、いきますわよ。せーのっ」

「ふんっ！　やったるしー！」

　横棒の取っ手を、アイリスとネルケが押した。二人がかりであるならば、余の乗った檻も比較的楽に動かせるようだ。土の剝はがれた大浴場の床ではかなり揺れたものの、通路まで戻ってくれば、よりスムーズに運ばれていく。

　通路の床には、きれいに石いし畳だたみが敷かれているということもあるが、その表面がまだ濡ぬれているのがよかったか。

「うーむ、しかし乙女たちに力仕事をさせるのは、余としては心苦しいものがあるな」

「って……言ってる態度と違うし！　超くつろいでるし！」

　ネルケが檻を押しながら、寝転んでいた余を睨にらんだ。

「いや、まあ。けっこう揺れるからな。立っているのは難しいしなあ」

　余は先ほどからマントを大きく膨ふくらませ、クッション代わりにして檻の中で寝転んでいた。

「おとなしくしているのだ。むしろそちらを褒めてもらいたいな。フフ」

「まったく、最低だし！」

「ごめんなさいね、ネルケ。でも……」

「わかってるし、これは消去法なんだし。論理的な結論だしっ」

　アイリスとネルケ──この二人が檻の運搬役になったのは、仕方のない理由があった。明らかに力仕事ならツバキが適任なのだが、彼女は先頭に立ち、刀を握って警戒を続けていた。さらにムラティは、通路の分岐にさしかかるたびに神具を回し、進路を決めるという役目がある。

　故にこうしてアイリスとネルケが、運び手を担うしかないのである。

（しかし、ローズにヴィオラ、クレーベルの三人は無事だろうか？）

　余はふと、檻の中で濡れた通路を眺めながら、《英雄組合ユニオン》の三人のことを考えた。

（あの湯の流れにのって、運ばれていったのなら……かなり遠くに離されただろうが）

　進む通路の壁と床はどこまでも濡れていた。いくつか分ぶん岐き点てんを越えても、大量の湯が流れた痕こん跡せきは残されていたのだ。

　余がレベル１であっても、魔帝城の罠わなの質は落ちていない。黒こく竜りゆうがそうであったように、あの津波も大浴場の中だけでなく、この階層に来た侵入者をまとめて溺おぼれさせるほどの仕掛けであった。

（だがすべてがそうではないはずだが……。確か通路にある罠わなは、もう少し規模が小さいものが多かったような？）

　しかし、もちろんそれでもツバキたちのような乙女を傷つけるなら、発動させることはできない。

「おっと！　そこ、気を付けるのだぞ。その壁のレリーフに、罠が仕掛けられているぞ。……おおっと、その角の柱にも注意だ！　なにが起きるかわからぬぞ」

　だから余よは檻おりの中にいながらも、目ざとく通路のあちこちに見つけた黒い印を警告した。

　ただ問題は、このまま余が《英雄協会ギルド》の四人に城の外まで運ばれれば、そこで滅ぼされてしまうということだ。

（そこはなんとかしなければならないが……さて）

　ツバキたち四人を落とす──。はたして余に、それだけの時間が残されているだろうか？

（ただでさえレベル１であることを、痛感させられるばかりなのにな……）

　それでも余を連れた《英雄協会ギルド》一行は、順調に城の中を進んでいき、ついに濡ぬれていない通路まで辿たどり着つく。

「オー、こっちデスね！」

　ムラティが神具を使うまでもなかった。突き当たりの分ぶん岐き路ろのうち一方のみが、まったく濡ぬれていなかったのだ。

「って、これ……排水溝だよね？」

　その原因をツバキが見つける。ひょいと跨またいで渡ったのは、分岐路を曲がってすぐの場所にあった、深い溝だ。どうやらそこにここまで流れ込んだ湯が、すべて吸い込まれていったらしい。

　ここで、問題が一つ持ち上がる。

「無事《英雄組合ユニオン》に見つからず、ここまで来られましたけども、困りましたわね」

「……通れないし！」

　アイリスとネルケが檻を押したものの、手を止めて顔を見合わせた。

　ん？　と余は格子越しに見てみると、理由がわかる。近くまで来た床の溝は、車輪のついた檻ではどうしても越せないようだ。無理に渡そうとしても、おそらく落ちて引っかかり、動けなくなってしまうだろう。

「これは、一度檻を解除するしかありませんわね」

　即決したアイリスが、しかし檻を文字に戻すのではなく、横棒を放して書物を手に取った。

「【お出いでませ、鋼の首枷チヨーカー】！」

「ぬおっ？」

　エメラルド色の煌きらめきが、再び余よの首に枷かせをつくった。首輪から垂れた鎖くさりが檻おりの床で、固い音を響かせる。

「一応、檻を解く前に、拘こう束そくさせていただきましたわ」

「ふむ、またか。どうせここまでしなくとも、余は逃げぬぞ？　逃げた方が余にとってはいいのだが、どうせレベル１だからな。すぐ追いつかれて捕まるのが目に見えている」

「それでも……念には念を入れるのが、わたしのやり方なのですわ。ええ」

　アイリスは檻の中に腕を入れ、鎖の端はしを摑つかみ上げた。それを溝の向こうから戻ってきたツバキへと差し出す。

「こちらお願いしますわ、ツバキ。よろしくて？」

「了解。引き受けたよ」

　鎖を受け取り、ツバキが刀と一緒に握りしめる。

　そして今度こそアイリスが、檻を文字へと戻そうとした──そのとき。

　蒼あおい閃せん光こうが、いきなり通路を鮮やかに照らした。

「噓うそ!?　マジ？」

　ツバキが余の鎖を手放して、瞬時に反応する。刀を構え、みんなの前へと飛び出した。

　が、刃やいばを振るって弾はじく必要はなかった。飛来した蒼い閃光は、ツバキたちには当たらない。余の入った檻さえ掠かすめることなく通路を駆け抜け、遙はるか遠くに消えていった。通路の果てから着弾の轟ごう音おんだけが余と《英雄協会ギルド》の四人に届けられる。

　今のはどうやら牽けん制せいだったか。慌ててアイリスやムラティやネルケも、余の檻を盾にする形で寄り集まった。

「って、そんな！　信じられませんわ!!」

「オー、これって……あれデス！　《英雄組合ユニオン》の、ファッキン長耳エルフ族の！」

「まさか、もう来たし!?」

「フ。なんと……！」

　余は感心するばかりだ。

　やがて閃光のやってきた、分ぶん岐き点てんに繫つながるもう一つの濡ぬれた通路から現れたのは、間違いなくあの《英雄組合ユニオン》の三人だった。

　目立つ黄金色の鎧よろいの輝きが、最初に余やツバキたちの目を打った。もちろん金色の剣を携えるローズだ。

　彼女はあの人魚の姿から、いつぞやの四本足の人馬モードとなっていた。さらにもう裸ではない。

　乾かす暇も惜しんだか、服も艶つややかな金髪も濡れたままだったが、凜りんとしてこちらに向かってやってくる。

　その後ろには、なんと他の二人を跨またがらせていた。

「ほら！　やっぱりいたんだわんー！　濡ぬれてて匂においが薄れてたけど、さすがはヴィオラちゃんの鼻は一級品なんだわーん！　ぶいっ！」

　こちらもちゃんと服を着たヴィオラだった。一緒に四角い鞄かばんを抱え込み、こちらを見て一ひと際きわはしゃぐ。

　その後ろから身を乗り出し、蒼あおい煌きらめきを纏まとわせた銀色の銃を構えるのはクレーベルだ。彼女もまた水着から、灰色の服に着替えていた。あのゴーグルや浮き輪ももうない。

「獣人コボルト族の鼻の良さと、鎧よろいの人馬の足で追いついてきた、というわけですわね……！　甘くみていましたわ」

　アイリスが苦渋の表情を浮かべた。が、あのクレーベルの銃という武器が狙ねらい澄ましているせいだろう。書物を手に取ったものの、動けない。

「一番やっかいなのは、銃使いだしっ」

　ネルケも白衣の下から小こ瓶びんを取り出したまま、舌打ちした。

「みんな、そうやって魔ま帝ていの後ろにいなさいよ！　いい？」

　一人だけ余よの前に立つツバキだが、彼女であっても迂う闊かつに踏み込めないようだ。

　それを見越してか、ローズは悠ゆう然ぜんと近づいて、後ろの二人を降ろした。そのローズとツバキの二人が分ぶん岐き路ろで、少し距離を空けたまま対たい峙じする。

　互いに一呼吸で詰められる距離の、一歩外か。緊迫する空気にムラティが敏感に反応してか、落ち着かない様子で羽を開いたり閉じたりさせた。

　まさに一触即発である。

「……《英雄協会ギルド》の者たちに告つげる！」

　だが突然、ローズが金色の剣を振るうより先に口を開く。

「私たち《英雄組合ユニオン》との魔帝どの争奪の決着を、一騎打ちでつけようと思うのだが、いかがか！」

「!?　なに、それえ？」

　突然すぎる提案にツバキたちも余も、あっけにとられた。

「なんと。ほほう、一騎打ち、だと？」

「この状況で、って……どうしてですの？」

　アイリスが信じられない、という顔をした。はあ、と呆あきれ返かえるのはネルケだ。

「超理屈に合わないし！　信じられないし！」

「オー、でも、向こうの他の二人はなんにも言わないデスよ？」

　ムラティがヴィオラやクレーベルを確認する。

　もっとも訝いぶかしむのは、ローズと直接向かい合っていたツバキだった。

「いったいなんの冗談よ？　あ、キミってば、そうやってアタシの隙すきをつくろうっていう魂胆だね？　その手には乗らないんだから！」

「クッ、私がそんな卑ひ怯きような真ま似ねなどするものか！　無礼者め！」

「へ？　じゃあ……」

「本気で提言しているのだ。私は」

　ローズは真まっ直すぐにツバキたち四人を見据えた。

　その後ろで、蒼あおい輝きを纏まとう銃を下げたのはクレーベルだ。

「はてさて、我らのリーダーは物好きよのう。嫌いではないがの」

「『狙撃手スナイパー』の貴様は手を出すなよ、クレーベル。ここは私に任せてもらおう」

「わかっておる。だが、相手が応じてこないのならば……動くぞよ。我はそちほど優しくはないからの？」

　右目の眼帯を閉じたものの、狙撃手スナイパーと呼ばれた少女は残る片目で冷たく睨にらんだ。

「ええ？　ちょっと、マジ？」

　恐る恐るといった様子で、ツバキが振り返り、余よと一緒に固まっているアイリスたちの方を見た。

　その隙すきにも、ローズが斬きり込んでくることはない。

「本当に、本当の提案、のようですわね……」

　だからようやくアイリスが頷うなずき、檻おりの後ろから前に出た。

　戦うのなら刀士のツバキが適任ではあるが、この《英雄協会ギルド》のリーダーはアイリスなのだ。

「いったいどういう風の吹き回しですの？　そこのところ、確認させていただきますわ」

「……簡単な話だ。私たちは別に、人を殺すためにここに来たわけではないからな」

「！　あ……」

　ローズの応こたえに、《英雄協会ギルド》の四人が息を吞のんだ。

「それは、確かにそうですわ。でも」

「少なくとも私たち《英雄組合ユニオン》は、貴様たちよりよほど穏おん健けんだとは思うぞ。魔ま帝ていも殺そうとしない、平和の理想のために存在するのだからな。魔帝どのを賭かけたこの一騎打ちも、どちらかが敗北を認めたときを決着としたい、と思っている」

　アイリスに向けてローズは揺るぎなく告つげた。

「行きがかり上、互いに刃やいばを交えることになったが……こちらの見解は人同士、できれば命のやり取りなどしたくない、ということだ。もちろん負けた側は、魔帝どのを諦あきらめてもらうぞ！」

「ほう！　それで代表者を決めての、一騎打ちというわけか？　フフ、よいではないか！」

　余は思わず檻の中から拍手をした。

「余としても、願ったり叶かなったりだ。フ、なにせ余を取り合って乙女が殺し合うなど、見たいものではないからな」

「魔ま帝ていは黙ってるし！　……お姉様、ダメだし！　きっと罠わなだし！」

　ネルケがふん、と鼻息を荒くした。

「どうせ負けたら、そんな約束破るに決まってるし！　信用できないし！」

「私を舐なめるな！　この剣と、光神ヘイムダルの加護に誓って、こちらが負けたときには魔帝ロキどのの身柄を諦あきらめると誓おう。むろん、負ける気は微み塵じんもないがな！」

「オー、神サマに誓われると、巫み女ことしては信じるしかないデース」

　光る剣をかざしたローズに、ムラティが肩と翼をすくめた。

「ローズちんは頑固なんだわん……。これで負けて、任務に失敗したらほんとに恨むわん！　この成功に新人『アイドル』ヴィオラちゃんの、華はな々ばなしいデビューがかかってるんだわん。そこんとこ忘れちゃダメわんよー！」

　納得がいっていないのは《英雄組合ユニオン》側のヴィオラもか。

（あいどる？　偶ぐう像ぞう、という意味か？　ふーむ）

　その職の名は余よの知らないものだったが、どうやら単なる記録係というわけではなさそうだ。

「【ちちん、ぶいっ】！」

　それでもヴィオラはピンクの魔力を煌きらめかせ、短い杖つえを操ると、鞄かばんの上にくっついていた記録用の水晶玉をふわりと飛ばした。

「とにかく記録は取っておくんだわん。……だからそっちも不正はダメだわんね。ばっちりしっかりこっちに証拠が残るんだわーん！」

「不正って、アタシたちが負けても魔帝を渡さないってこと？　そんなのっ」

　言い返しかけたツバキだったが、その前にはっとして、またもやアイリスに目をやる。

　アイリスは眼鏡の下で瞳ひとみを閉じて、少し考え込んでいた。

「……。そちらの意図はわかりましたわ。確かに、ローズさんでしたか。あなたの言うようにわたしたちは、所属する組織に違いはあれど皆、英雄の末まつ裔えいですわ。本来ならば力を合わせて、魔帝に立ち向かうはずの。それが命を賭かけて殺し合うだなんて、そもそもおかしい話なのですわね」

　やがて瞼まぶたを開けて、アイリスがこの場にいた少女たちを見回した。

　そして最後に見据えるのは、ツバキの背中だ。

「一騎打ち、吞のみますわ！　わたしも賢けん者じやの血に誓って、負けたときはおとなしく魔帝ロキをそちらに引き渡すと約束しますわ！」

「アイリス！　それで、いいの？」

「ツバキ……このメンバーにあなたを選んだのは、このわたしですわ。そして信じていますわよ、わたしたちの刀士を」

　ふふ、とアイリスが笑った。それは《英雄協会ギルド》側の代表者は、ツバキであるという意味だ。

「わかった、任せて。絶対に勝つからね、アタシ」

　ツバキももう躊躇ためらわない。ローズへと向き直り、一度だらりと脱力した。

　それは刀を構えているときよりも、本気になったという証あかしか。──誰よりも反応するのは、《英雄組合ユニオン》側の代表者として、正面に立つローズだった。わずかに顔を引きつらせ、自然と半歩下がっていた。

（ツバキの間合いが広がったか？）

　余よも檻おりの中から、なんとなくそう感じ取る。無駄な力を抜くことで、ツバキの集中力が上がったようだ。

「そう言われたら……ネルケだって、お姉様の強さを信じてるし！」

　その迫力を肌で感じて、あれだけ反対していたネルケも諦あきらめる。一緒に頷うなずくのはムラティだ。

「怪け我がしたら、ワタシが治すデスよ。でも無む茶ちやはファッキン禁止ギルテイデース！」

「うーむ。正直なところ、余としてはあちら側に勝ってもらう方がいいわけだが……」

　余は檻の中で溜ため息いきを吐つく。

「しかし、乙女が余のために傷つくのは、あまり見たくないのだがな」

　──だがそんな声すらもう、ツバキとローズには届かない。

「マジでいくよ。どうせキミって、手加減できる相手じゃないもんね」

「それはお互い様だろう。……改めて名乗らせてもらおう。私の名は、ローズだ」

　戦う相手を認めているからこそだろう。ローズが唐突に、名乗った。

「騎士の血を引き、代々ある女王陛下付きの『警護官』をしている」

「女王？　それって、《英雄協会ギルド》支援国から抜けたっていう、あの？　そっか、《英雄組合ユニオン》をつくったその陛下の、直属ってわけで……あーま、いいか、細かいことは。そういうのアタシ興味ないから」

　ツバキが紅あかい魔力を煌きらめかせた。

　刀を握っていない方の手で、鎧よろいのリングを一つ摑つかむ。

「アタシは刀士のツバキだよ。ただ、この刃やいばを振るうのみ。……【剣よ在あれ】!!」

　新たな刀を出現させ、ツバキが二本を肩に担いだ。二刀流というわけだ。

　それにローズも応こたえるように、黄金色の魔力を放った。

「【変光モード・全身鎧フルクロス】ッ！」

　人馬を形成していた鎧の形が変化していく。金色の装甲が移動し、形成していた馬の下半身が消失すると──代わりにローズの全身を包み込む。頭部まで兜かぶとに覆おおわれ、露出するのは後ろでまとめた長い金髪くらいである。

（防御に特化したのか？　いや、これはっ）

　違う、と余よは見抜いていた。ローズの腕には盾がない。さらに光の剣を両手で握った。

（防御は鎧よろいに任せて、自身は攻撃に集中する……フ、それがローズの真骨頂というわけか）

　三つの通路が交わり合った分ぶん岐き点てんの真ん中で、ツバキとローズが睨にらみ合い、他の少女たちは少し離れた。固唾かたずを吞のんで勝負の行方を見守るしかない。

　すべてはこの一騎打ちに託されたのだから。

　それでもツバキとローズの二人は、なかなか斬きり結ぼうとしなかった。

　互いに踏み込めないでいるようだ。距離を取り合ったまま、限られた広さしかない分岐点で、ゆっくりと同じ歩幅で回り込む。

「……余の見立てでは、両者の実力は拮きつ抗こうしている感じだが、さて」

　レベル１の余ではあったが、檻おりの中であの魔鏡を作り上げると、そこにツバキとローズを順番に捉とらえた。

　影でできた鏡の中に、それぞれのレベルが表示される。余を１として示したものか。

　その数値はツバキが『52』で、ローズが『55』であった。

「レベルだけ比べれば、わずかにローズの方が高いか。ううむ」

「な、なに言ってるし！　お姉様が負けるわけないし！」

「わたしたちの強さまでレベルで見ることができるのですか？　それでも……僅きん差さなら、戦い方で覆せますわ。たぶん速さではツバキの方が上ですから、手数で勝負すれば有利に運べますわね」

　ネルケがすぐに嚙かみついてきたが、落ち着いて分析するのはアイリスである。

「でもそれがあの、魔力でできた鎧に通じるかどうか。それと一撃の腕力なら、きっと向こうが上回りますわ。ツバキより背が高いみたいですし、体格で勝っていますもの」

「ええと、つまり、どういうことデスか？」

「……決着は一瞬で付くかも、ということですわ」

　首を捻ひねるムラティに、アイリスが語ったとおりなのだろう。それはツバキとローズの二人が一番よくわかっていることなのか、お互いに踏み込めないでいるようだ。

　だから代わりに、口を開いたのはツバキだった。

「意外だね。鎧の防御力に任せて、突っ込んでくるかと思ったけど」

　──それは言葉による挑発だ。なるほど、と余は感心する。ツバキは戦いの駆け引きの重要性を知っているのだ。

「それとも剣一本じゃ、アタシの二本が怖い？　あっは」

「あまり私を舐なめるなよ、刀士ツバキ」

　が、さすがにローズは隙すきを見せない。ぴたりと光の刃やいばを向けたまま、落ち着いた口調で返した。

「その程度で動じるものか。いや、多少動じたところで私の剣が乱れることはないぞ」

「ちぇっ、そう簡単にはいかないか……」

「むしろ私は少しがっかりしたぞ。私に剣では勝てぬからと、口で勝負しようというのか？　貴様は」

「ははーん。そういう受け取り方するんだね、ローズってば」

「なに？」

「警護官ってのは、騎士の末まつ裔えいなんだよね？　女王陛下付きとか言ってたけど、要は高貴な人の近衛このえ兵へいってとこで。なら、その剣はおきれいなものなんだよね。一騎打ちなんて持ちかけてきた時点でわかるけどさ」

　はっ、とツバキが嘲あざ笑わらった。

「だけどアタシは違うよ。刀士ってのはね、在野で腕を鍛えるの。そこにきれいも汚いもない。実力がすべてだよ。アタシはそうやって育てられた。勝てばいいんだよ、勝てば」

「……私はどうやら、貴様を買いかぶっていたようだな」

「はあ？　むしろなにが問題なの？　なにをしてでも勝って生き延びることこそが、英雄の誉ほまれだよね」

　向かい合う二人の間で、まだ刃やいばも交えていないのに、空気がいっそう張り詰めた。

　それでも兜かぶとの奥から睨にらんでくるローズの視線を、ツバキは平然と受け流した。

「アタシたち英雄は、勝つことがすべてなの。魔ま獣じゆうなんかに負けて殺されて、魔ま帝ていに辿たどり着つけなくてもいいってわけ？　違うよね」

「それは、詭き弁べんだ！」

「確かに今のこの状況には、そぐわないかもだけどね。でも真理だよ」

　どうやら舌戦は、完全にツバキの勝ちか。心理面でローズを見事あしらった。

「自分の誇りを優先するようなキミじゃ、アタシには勝てないよ。絶対にね」

「クッ……！」

「さすがお姉様だし！　ステキっ」

　ネルケが一人できゃあきゃあはしゃいだ。

　それでもまだ、ローズの剣先にぶれはない。また見守るクレーベルやヴィオラも、騒ぎ立てることはなかった。彼女たちはリーダーであるローズの力量を信じているのだ。

「私とて、負けるわけにはいかないのだ！」

　だからこそ、その思いを受け止めてか、ローズは強く吐き捨てた。

「そうだ、絶対に私は、魔帝どのを連れ帰らねばならない。陛下にそう誓ったのだ。それに、それに……」

　ローズがついに構えを変えた。それは気合いを入れ直した表れか。ツバキももちろん反応し、二本の刀を揺らめかせた。

「魔ま帝ていどのには、その。責任を取ってもらわねばならないからなっ！」

「はあ？　なにそれ」

　だが──意味のわからない言葉に、ツバキの刀の動きが止まった。

「いろいろ悩んだのだ、私は。だって、だって……仕方がないだろう!?　見られてしまったのだから！　クッ」

　ローズがなにかを思い出してか、身をよじる。

「あ、あんなにあられもない姿を見られては、もう！　絶対に、私と一緒に来てもらう他ないではないかあっ!!」

「え？　ええと、ローズ？」

「だっ、だから！　結婚するしかないだろう!?　嫁入り前の裸を見られたのだからな！　クッ、みなまで言わせるな───！」

「はあああああ!?」

　わめくローズは、いつしか明らかに隙すきだらけとなっていた。が、あまりのことにツバキも虚を突かれた形となり、飛び込めない。

　今まで張り詰めていた空気が、一瞬にして壊れていた。見守る他の乙女たちも、あっけにとられるばかりである。

「おおお。余よと、結婚だと？　なんと！」












　余よだけが思わず檻おりの中で腰を浮かし、食いついた。

「これはぜひとも、ローズに勝ってもらわねばな！　フハハハハ！」

「ど、どうなってるし!?」

「信じられませんわ！　あり得ません！」

「オー、ファッキン悪いものでも食べたデスかねー？」

「いや、ひどい言い様だぞ、そなたたち!?」

　檻の側そばにいたネルケにアイリス、ムラティたちが口々になじった。

「ちょっ……ええ？」

　ツバキもまだ困惑中だ。

「あんなのでいいの、キミ!?　マジで？」

「クッ、私だって不本意なのだぞ！　でも女というものは、夫となる相手にしか肌を見せないものではないか！　し、仕方あるまいっ」

「古風か！　キミは──！」

「ちょっ、そんなこと考えてたんだわん!?」

　口を塞ふさいでいた手をどけて、思わずヴィオラも声を上げた。

　その隣で頭を抱えるのはクレーベルである。やれやれと肩をすくめる。

「なんという時代錯誤か。長耳エルフ族でもそうはならぬぞよ、ローズ。たかがおっぱいの一つや二つで……」

「お、おっぱいとか言うな！　不潔だぞ、クレーベル！」

　兜かぶとをかぶっているせいでよくわからないが、どうやらローズはいっそう赤面したらしい。

　が、それでも彼女は剣を握って、堂々と胸を張った。

「なにがおかしい？　淑女たるもの、当然のことではないか。……違うのか？」

「というか、そんなごつい剣を振り回してる淑女がどこにいるってのよ！　あーもう！」

「う、うるさい！　うちの家訓は、心は常に淑女たれ、だぞ！」

　ツバキに反論されたものの、ローズは頑として譲らなかった。

「もちろん、これでいいかどうか、まだ悩んでいる。が、私はそんな迷いすら乗り越え、ここに立っているのだ。貴様とは覚悟が違うのだぞ、刀士ツバキ!!」

「妙な迫力出さないでよ……！　裸見られただけだよね？」

「だけ？　だけ、だとッ!?」

「いや……そりゃショックだったのはわかるけどさ。アタシだって同じ目に遭ったら死にたくなるけどさ」

「クッ、そうだ。どんなに死にたくなったことか……。そこから這はい上あがってきた私は強いぞ！　貴様にこの私が倒せるか、試してみるがいいっ！」

　理由はともかく──いつしか場の空気が、ローズの気迫に支配される。

　ついに両者の間合いが、変わった。ずい、と前に出たのはローズだ。が、代わりにツバキが後退し、距離を保とうとする。

　いつ二人の刃やいばが振るわれても、おかしくない緊迫感がまた満ちていた。しかし今度は明確に、ツバキが圧倒されていた。回り込もうとするものの、この分ぶん岐き点てんは限られた広さしかない。すぐ後ろに通路の固い壁が迫り、ツバキは明らかに焦りを見せていた。ローズの取り戻した気迫に、じりじりと追い込まれ始めたのだ。

「ふん！　お姉様だってそんなの、負けてないし！」

　だから応援のためか、ネルケが叫ぶ。

「お姉様なんか、この魔ま帝ていとキスまでしたんだし!!　裸どころの話じゃないし───！」

「!?　なにっ……え？」

「お、おバカ、ネルケ！　こんなときになに言ってるのよ!?」

　ぴたりと両者の足が止まった。ツバキが耳まで赤くしてうろたえる。が、そこにローズは突撃しない。

「……。き、す？　口づけ？　接せつ吻ぷん……ということか？　貴様？」

「へ？　……う、うるっさいうるっさい！　アタシだって好きでしたんじゃないってのー！　あのおバカ魔帝が、いきなり勝手にっ」

「バカな、本当にしたのか！」

　ぐらり、とローズが大きくよろめいた。床の上にいきなり膝ひざをつくほどだ。さらにはその剣に宿していた、金色の刃すら消失させる。

「は？　なに、キミ？　あれ？」

「なんというハレンチな……わ、私にはそこまではできない、無理だ───！」

「ちょっと、やめてよね!?　そういう言い方！　だから違うんだってばあ！」

「負けた！　クッ、このローズ、一生の不覚……！」

　仕し舞まいには兜かぶとを自分で脱ぎ捨てて、ローズは赤面しながらも笑みを見せた。

　自じ嘲ちよう気味で、それでいて吹っ切れた表情だった。

「仕方あるまい、そこまで己を魔帝どのに捧ささげられる貴様なら……認めるしかないものな」

「待って、おかしいから。なんでアタシ、勝ってるの？　まだ戦ってないよね？　ねえ！」

「あれ？　しかし貴様は魔帝どのを死に追いやるのが目的なのだろう？　では、なぜだ？　まさか、殺したいほど愛しているとか、そんなっ」

「おバカ────！　ないよ、そんなの!!　あーもうあーもううう！」

「ええええ？　ヴィオラちゃんたち、負けちゃったんだわーん？」

　突然の展開にヴィオラが嘆いた。クレーベルもどうしようもなく嘆たん息そくする。

「あら、あらあら。これは……」

「なんか勝っちゃったデスよ？」

　二人の代表者は結局一度も戦わずして、決着してしまったのだ。アイリスとムラティも意外な結末に顔を見合わせるばかりだ。

「ふふん、当然だし！」

　ネルケだけはツバキの勝利を素直に喜び、満足そうに頷うなずいていた。

　納得がいかないのは余よである。

「なぬ？　これで終わり、だと？　……おおおお、そんなバカな！　余はどうなる？　せっかく余に求婚してくる乙女のもとに、迎え入れられると思ったのに!?」

「そっち？　違うよね、キミ！　そうじゃなくて、生き残るために《英雄組合ユニオン》に確保されれば十分だよね？　というか……認めない、アタシの方が認めないからね、こんな勝ち方！」

　さらにツバキも憤慨していた。やり直しを迫ろうと、ローズへと詰め寄っていく。

　──だがその様子を余は、最後まで見ていることができなかった。

「【開門アンロツク】」

　唐突にそんな力ある囁ささやきが聞こえた。煌きらめくのは余がまだ見たことのない、琥こ珀はく色いろの魔力か。

（なにっ？）

　それは檻おりの中にいる余の、横から放たれたものだ。そこには鉄格子の向こうに通路の壁があるだけ、のはずなのだが──。

　いきなりぱくりと四角く開いた。邪魔な格子も、石壁もだ。そして、そこから伸ばされたのは、余を摑つかむ誰かの腕。強引に、余は開いた壁の向こうへと連れ込まれる。

「おおおおお？」

「ほい、【閉門ロツク】！」

　さらにもう一度、琥珀色の魔力が煌めいた。

　すると通り抜けてきた四角い穴が塞ふさがった。瞬く間に元通りの石壁を形成する。

「これは……！」

「あんさんが、魔ま帝ていロキはんやね」

　余を摑んでいたのとは逆の手で、壁に触れていた相手が微笑ほほえみかける。

　金属でできた手袋を両手につけた、髪を編んだ栗くり毛げの少女だ。左目の片かた眼鏡めがねとスパッツ姿が特徴的である。

　その彼女は余を放すと、恭うやうやしく頭を下げた。

「突然失礼。でも神出鬼没なのがこのウチ、怪かい盗とうシャルドンの手口やからね！　にひひ」

「……怪盗、だと？」

「そやで。よろしゅうお見知りおきを、魔帝はん」

　もちろん魔力を持つ人など、英雄の血を引く者しか存在しない。

　どうやらツバキやローズたち以外に、また別の英雄少女が、魔ま帝てい城に侵入していたのである。





■７　今度はなんと《英雄同盟アライアンス》！




「今、余よはここを通ってきたのか？」

　ようやく事態を飲み込んで、余は思わず目の前にあった壁に手を伸ばした。

　その表面には傷一つない。けれども確かに大きく開いて、余をこの新たな通路へと移動させたのだ。

（さっきまでいた通路の壁の向こうに、別の通路が広がっていたのか）

　余が連れ込まれたここは、先ほどまでの分ぶん岐き路ろとはまるで違った。見回せば真まっ直すぐに通った通路が、あちこち無数に枝分かれしている。

　さらに床の造りがこれまでの通路とは少し異なっていた。ぴっちりとした四角いタイルが隙すき間まなくはめられている。

「だが、ここは……」

「ん？　どうかしたん、魔帝はん」

「……。一応そなたにも、忠告しておくぞ。この通路のタイルの、端はしの方を踏んではならぬぞ」

　余の目にはあちこちに、黒い印が見えていた。それもかなりの数である。もちろんそれが意味するのは──。

「あー、罠トラツプのこと？　ここってそこら中にあるみたいやね。床の真ん中さえ歩いてれば平気やけれど」

　しかし余よが説明する前に、シャルドンが白い歯を見せた。

「！　そなたは……」

「怪かい盗とうは、盗賊シーフの末まつ裔えいやからね、それくらいはわかるわ」

「なるほどな。そういうわけか」

　余は壁を叩たたいて、ついその厚みを確認する。

　その向こうでは余がいなくなったために、ツバキたちが騒いでいるだろうか？　かすかに声が聞こえてくるかどうか、という分厚さだった。それだけでこの娘は、余の位置を探り当てたのだろう。

「目当てのものを見つけ出す特殊な技巧と、壁すら自在に通り抜けられる力、とはな」

「にっひひ。そんなもん、このシャルドン様にかかれば一発やで！」

　癖のある訛なまりでしゃべる怪盗少女が、金属製の手袋を余に見せた。そこには魔術文字が細かく刻まれている。

「この手でどんなもんでも、開けたり閉めたりできるんやで？　他の連中とは違って壁なんか関係あらへんもん。それにあれだけ水やらなんやら騒いでたら、そら魔ま帝ていはんの居場所くらい簡単や！　あっさり盗ませてもろうたで、このウチが」

「余を盗む？　なぜだ？」

　相手は若い乙女である。余としてはそんなシャルドンにさらわれて、思わず抱きついて歓迎したいところだったが、大きな疑問が邪魔をした。

「そなたは《英雄協会ギルド》の一員、ではないな？　余をさらう必然性がない。ならばローズたち、《英雄組合ユニオン》に属しているのか？　しかし……」

「ああ、ちゃうちゃう。ウチはどこにも属してひんて。ただオモロそうやから、ちょいと参加してみたんや。魔帝をさらう、なんてね。怪盗の動機なんてそんなもんでええんとちゃうのん？」

「なに？　うーむ」

「ま、それも肩すかしやったけどね。まさかこんな簡単に終わるなんて、手て応ごたえなかったわあ」

　ふわあ、とシャルドンは退屈そうにあくびをした。

　そのとき彼女の腰で、なにかがぴょんぴょん暴れ出す。

『キタヨ、キタヨ、キタヨ！』

「!?　なんだ？」

　それはふわふわの、毛玉のようなアクセサリーか。だが余はそこに魔力が宿っていることに気付く。

　シャルドンの放った、あの琥こ珀はく色いろの煌きらめきではない。まったく別の、夕焼け色の輝きだった。

　それが毛玉をしゃべらせているのだ。──無機物に命を宿す魔法である。

　そして同じ煌めきが近づいていた。

『コッチ、コッチ、コッチ！』

　別の声がした方に、余よははっと目を向ける。高い天井の上にはなんと横穴が空いていた。どうやら一つ上の階層と繫つながるものか。

　そこから夕焼け色の煌めきが落ちてきて、それを追いかける形で、新たな乙女が飛び降りてくる。

　遙はるかな高さから落下し、音もなくあっさり着地を決めたのは、スリットの入ったスカートをなびかせた紫の髪の少女だった。

　きれいな顔立ちをしていたが、ともすれば少年のような雰囲気を持つ、無表情な女の子である。歳としはツバキやローズと近そうなシャルドンと比べれば、ずっと幼いか。ネルケほどではないが、ずいぶんと小柄だった。

　だがその足には、小さな体にはそぐわないほどごついブーツがはかれていた。ごてごてと分厚い装甲のついた、異様なほど重そうな代しろ物ものである。

「ほう？　そなたは……もしや、鋼人ドワーフ族か？」

　そのブーツの重みを意に介さず、ゆっくりと近づいてきた少女の正体を、余は一目で見抜いていた。

　──鋼人ドワーフ族は、その名のとおり強きよう靱じんな肉体を持つ亜人種である。あまりに強く硬すぎる筋肉が、成長を阻そ害がいし、成人しても人の子供くらいの背せ丈たけにしかならないのだ。

「メイホァ、早かったんやね。ほな、後はそっちの仕事やから」

　シャルドンは彼女の名を呼び、すっと余から身を離した。ついでに拾い上げるのは、天井から鋼人ドワーフ族の少女とともに落ちてきた、あの夕焼け色の魔力を帯びたものである。

　やはりシャルドンの腰についているのと同じく、なにかの毛玉だ。

「へえ、おたくが魔ま帝ていってワケ。……不完全体での復活、というのは本当みたいだね」

　ゆらり、と彼女が立ち上らせたのは、アメジスト色の魔力だった。夕焼け色の輝きではない。どうやらそれはこのメイホァという少女が操っていたわけではないようだ。

　冷たい目が真まっ直すぐ余を見つめていた。

「ま、どうでもいいや。一ひと蹴けりで……殺すぜ」

「なに？　余を殺すだと？　それはどういうことだ」

　ぞっとするほどの殺気が放たれた。余のマントが自動防御の反応を示すほどだ。どうやらメイホァとやらは本気らしい。

「そなたも英雄の一人ならば、もう知っているはずだぞ。この城の中で余よを殺したとしても意味はない。すぐに再生のプロセスに入るだけだ。いや、余にとってはその方がありがたいが……」

「ボクが知るか。だから、どうでもいいんだって」

　メイホァの表情は変わらない。滑すべるように歩き出し、余へと迫った。

「ただ、ボクは『暗殺者マーダー』だからね。死をもたらすのがボクの役目だ。だから死に背く存在である魔ま帝ていは、ボクにとっては冒ぼう瀆とく者しやだぜ」

「……暗殺者マーダー？」

　もともとは素手で戦う『武闘家』の末まつ裔えいなのか、彼女は武器を持っていない。その足に着けたブーツのみで十分なのだ。

「じゃあそういうことで、とりあえず死にな」

　いきなりメイホァの足元で、床を覆おおうタイルが割れた。鋼人ドワーフ族の強きよう靱じんな筋力で、無造作に深く踏み込んだのだ。

　もちろん余へと飛びかかるための一歩である。

　──だがその前に、いきなり余たちを爆風が襲った。

「おわああっ!?」

「っ！」

　余は吹っ飛んで、床を転がる。飛んできた壁の破片があわや直撃するところだった。メイホァも素早く後方に飛び、破片をすべてかわしきる。

　通路の壁にできたのは、人が通れるほどの穴だった。舞い上がる煙に代わって煌きらめくのは、蒼あおい魔力の輝きだ。

（あれは、クレーベルの！）

　おそらく銃の一撃だろう。それも黒こく竜りゆうを怯ひるませたときと同じものか。

　そして蒼い煌めきの残ざん滓しを突き破り、穴から飛び出してくる者たちがいた。

「魔帝っ！　キミ、逃げるんじゃないよ！」

「まだそこにいるか、魔帝どの!!」

　二本の刀を携えたツバキと、黄金色の鎧よろいを纏まとうローズだ。爆風の煽あおりで、それぞれ反対方向に飛んだ余とシャルドンの間へと、二人は割り込む形で参上する。

「！　貴様かっ、怪かい盗とうシャルドン！　このような場所で会うとは、因縁だな！」

　兜かぶとをかぶり直したローズが、倒れた余の向こう側へ声を飛ばした。

　どうにか顔を上げた余が捉とらえたのは、枝分かれした通路の一つに素早く逃げ込んだ、シャルドンの姿だった。

　その彼女に向かい、ローズが剣を持っていない方の左手を突きつける。そこに握られていたのは、一枚の小さなカードのようだ。

「わざわざこんなものまで入れ替わりに投げ込むとは！　……『魔ま帝ていロキをいただきに参上』だと？　ふざけた所行は変わらないな！　いつぞや陛下の宝物庫に忍び込んだ件、私は忘れてはいないぞ!!」

「そういうあんさんは、あのときの警護官!?　なんや、けったいなとこで再会するなー。にひひ」

「なに？　キミら知り合いなの？　とゆーかこいつらって、英雄の末まつ裔えい、だよね？　少なくとも壁抜けの魔法を使った、その怪かい盗とうってのは！」

　ローズに背中を向ける形で、ツバキが対たい峙じするのはメイホァだ。

「だけど、こっちも？　どういう相手かは知らないけど……」

「もう一人、同じ奸かん賊ぞくか!?　油断するなよ、《英雄協会ギルド》の刀士！」

「ツバキだってば。そっちこそ……魔帝確保しなさいよね、ローズ！」

「ハッ、邪魔だぜ」

　メイホァが走った。なんと床ではなく、壁を疾駆してツバキやローズをまとめて飛び越えようとした。そうやって目指すは、標的である余よ一人か。

「こら！　舐なめないでよね、キミい!!」

　が、瞬時にツバキが反応する。二本の刀が鮮やかに振るわれたが、壁を蹴けって回避したメイホァは、ちょうどツバキとローズの間に落ちた。

　そのときには、振り返ったローズがシャルドンのカードを投げ捨て、鎧よろいに覆おおわれた拳こぶしを突き出すところだった。

　余にはわかる。正々堂々振る舞うローズのことだ。剣を使わなかったのは、相手が素手だったからだろう。

　だがその瞬間、メイホァのブーツがアメジスト色の煌きらめきを宿した。

「【無歩ナイフ】！」

「!!　なっ……？」

　蹴りと拳がぶつかった直後、弾はじき飛ばされていたのはなんと、体格で勝るローズだった。

　相手が見た目以上の膂りよ力りよくを持つ鋼人ドワーフ族というのもあるか。けれどもそれ以上にローズを圧倒したのは、メイホァの魔力だった。

「バカな……私の、鎧がっ!?」

　ローズの左腕から、黄金色の輝きが消失していた。魔力によって張り付いていた装甲が、鈍にび色いろに戻り、一部がぽろりと剝はがれ落ちる。

　ようやく床から起き上がった余は、蹴りと拳がぶつかり合った瞬間を目撃していた。

「まさか、相手の魔力を搔かき消した？　……対つい消しよう滅めつ型の魔法か！」

「へえ、さすが魔帝。ご明察だぜ」

　さらにメイホァがローズへと追い打ちをかける。

「【無歩ナイフ】！　【無歩ナイフ】！　【無歩ナイフ】！」

　連続してアメジスト色の煌きらめきが、鮮やかな蹴けりに乗せて放たれた。

　咄とつ嗟さに剣で受けたローズだが、その金色の刃やいばさえも削られ、消失する。反撃もできないまま、胸部や兜かぶとの装甲も剝はぎ取られた。

「相性悪すぎだよね！　アタシがやるよっ！」

　その窮きゆう地ちにツバキが駆けつける。メイホァを背後から容よう赦しやなく刀で斬きり付けた。

　けれども二本の刀とも、刃のない峰みねで打ち込んだものだ。普通ならそれでも、相手の骨を折るには十分すぎる威力だが──メイホァは強きよう靱じんな筋肉と肌を持つ、特殊な鋼人ドワーフ族である。交差した両腕で、ツバキの刀はそのまま受け止められていた。

「……噓うそっ!?」

「ハッ、ボク相手に峰打ちとは……舐なめたな？」

　光だけのローズの刃とは違い、魔力でリングから変換させたツバキの刀は実体だ。だからこそ刃の方を当てていれば、違った結果になっていたかもしれない。

　けれども相手が人であったせいか、ツバキは二本の刀とも峰の方で叩たたきつけていたのだ。

　それが死にこだわる、メイホァの怒りを買った。

「う、ぶっ！」

　凄すさまじく重い音とともに、ツバキの体がくの字に折れ、吹っ飛んでいた。刀が手から離れ、通路の端はしへと転がっていく。

　至近距離でメイホァの蹴りを受けたのだ。

「げほっ、ごはっ！　な……」

　床が吐いた血に汚れ、ツバキは起き上がろうとしたものの、そのまま倒れて動けなくなる。

「バカ、な……ツバ、キ？」

　余よは言葉を失った。信じられない。

　──余の目の前で、乙女の一人が負傷して、倒れるなどと。

「お姉様!?　いやああああああああああああああ────────！」

　悲鳴を上げたのは、壁に空いた穴からこちらの戦いを見ていたネルケだった。

「す、すぐに治療するデスよ！」

　同じく穴の向こうにいたムラティが、慌てて飛び出してこようとした。が、それを抑おさえたのはアイリスだ。

「ダメですわ！　今助けに行こうとしても、やられますわ!!」

　こんなときでも《英雄協会ギルド》のリーダーは冷静だ。メイホァの立ち位置を見て、アイリスは悔しげにそう判断する。

　壁の穴の向こう側に残る乙女たちの中で、戦力になれるのはクレーベルくらいか。しかし彼女も壁を破壊した直後で、すぐには銃が使えないらしい。あたふたしているだけのヴィオラの側そばで、蒼あおい輝きを失った銀色の銃身を握りしめていた。

　そしてメイホァはとどめを刺そうと、悠ゆう然ぜんとツバキへと歩を進めていく。

「ま、待て！」

　それをローズも止められない。声をかけるので精一杯だ。肉体にはダメージはないものの、鎧よろいごと膨ぼう大だいに魔力を消しよう耗もうし、立っているのがやっとという有様なのだ。

　だから──動いたのは余よだった。

「それ以上はいかせぬぞ、メイホァとやら！」

「？　魔ま帝てい……ハッ、どうしてボクの邪魔をする？」

　さらにツバキへと迫っていくメイホァに、余は声をかけた。が、彼女の歩みは止まらない。ふらつくレベル１の余の足ではきっと、追いすがる前にツバキがとどめを刺されてしまうだろう。

　だから余は、この通路の壁際へと全力で転がっていた。

「あー！　メイホァ、あかーん！」

　余の行動を理解したシャルドンが声を上げ、メイホァの注意を促した。

　そのときにはもう、余は床に刻まれていた、黒い印を押し込んでいた──。そこから、この通路の床を埋め尽くす四角いタイルのすべてが、どんどんと黒い輝きに満たされていく。

　いきなりのことでさすがのメイホァも動揺したようだ。光るタイルを避よけるように、身軽に飛とび退のいていく。もうツバキに迫る余裕もなく、そのまま通路の奥へと跳ね続けた。

「！　なにをしたんだ、魔帝!?」

「フ。憶おぼえておくがよい……余はな、絶対にやらせぬのだ。目の前で、愛すべき乙女の命が奪うばわれるなど！」

　こちらに向かって叫ぶのがやっとのメイホァに、余は堂々と宣言する。

　──そして、罠わなが発動した。

　黒い輝きに満ちたタイルが、いきなり滑なめらかに動き出す。通路中の床が一斉に、縦に横にと滑すべり始めたのだ。

　もちろん、その上に乗っていた者たちと一緒に。

「クッ、これは……？　わああっ！」

　立っていられなくなったローズが、そのまま通路をすごい速度で運ばれていく。

　さらにまったく別方向に遠ざかるのは、シャルドンだ。

「この罠トラツプは、あかーん!!」

「い、移動床ですわ───!!」

　壁に空いた穴からアイリスが叫んでいた。通路に敷き詰められたタイルのすべてが、上に乗せた者を強制的にあちこちへと移動させてしまうのである。

　これまでの黒こく竜りゆうや津波と比べれば、いきなり命の危険がある罠わなではないため、比較的ぬるめの仕掛けといえよう。だが一度足を乗せたなら、その速さに翻ほん弄ろうされる。飛び移ろうとしてもまた移動床の上となれば、余計に振り回されるだけなのだ。

　巻き込まれることを嫌ったメイホァは、見事にすべてをかわしたらしい。が、動き回るタイルから逃れるために、そのまま余よたちのもとから離れていった。もう姿が見えなくなる。

　そして余はすっ転んでしまったものの、タイルの動きの流れを読んで、その一枚に飛び乗った。

「ここだ!!　……おおおおお？」

　その数枚先を行くタイルには、なんと倒れたツバキが乗っていた。メイホァやローズ、シャルドンともまた違う方向へと、余たちはどんどん運ばれていく。

　もちろんあっという間に、壁に空いていた大穴も見えなくなった。通路をびゅんびゅん曲がってしまえば、もうアイリスたちの声も届かない。

　右に左に、いくつもの分ぶん岐き路ろを振り回されながら、余とツバキは運ばれていく。まだ止まらない。

　どこまでも、どこまでも──。




　けれども終わりは来るものだ。

　通路中の床が黒く輝いていたが、それが唐突に途切れた。そこが移動床の終点らしい。

「おお、おおおおお」

　先にツバキが、勢いを殺しきれず刀と一緒にころころと転がった。そこに余も少し遅れて、打ち上げられる。タイルで運ばれてきた勢いのまま倒れ込み、あわやツバキの体の上に折り重なるところだった。

　普段ならうっかりを装って、そのままツバキに抱きついたかもしれない。

　だが今は、そんな状況ではなかった。

「う……。キ、ミっ」

「ツバキ！　生きているな、よしっ」

　余は肘ひじや膝ひざを打ち付けた痛みを堪こらえ、起き上がることのできないツバキのもとへと近寄った。

　──ここまで運ばれてきたのはどうやら、余とツバキの二人のみだ。もう移動床の光は完全に失われ、動いていない。メイホァをうまく振り切ったのは幸いだが、治ち癒ゆ魔法の遣い手であるムラティとも離れてしまった。

「ツバキ！　そのままにしていろ、たぶん肋ろつ骨こつが折れているのだ。下手に動くと痛むだけだぞ」

　だから余よはツバキの側そばで屈かがみ込こみ、見た目から体の様子をまず確認した。もぞりと起き上がろうとした彼女だが、無理なようだ。脇わき腹ばらを押さえて悶もん絶ぜつしている。

「……少し、触れるぞ。よいな？」

「なにを……この、スケベ……」

「フ、余は紳士だぞ？　怪け我がの具合を診みたいだけだ」

　余はうつぶせになっていたツバキの体を寝返らせ、仰あお向むけにした。

　幸い、腕や足は無傷なようだ。けれども彼女の鎧よろいの胸当てが、メイホァの蹴けりによって見事にぐしゃりとへこんでいた。

「外すぞ、ツバキ。少しは楽になるだろう」

　余は胸当てを止めていた金具をまさぐった。わずかに抵抗を見せるツバキだが、必死に握っていた刀さえ落とし、なにもできないようである。

　どうにか胸当てを外せば、その下の服には血の滲にじんだ跡あとがない。どうやら鎧が潰つぶれることで、ちゃんと威力を削そいだようだ。

「出血は、口からだけだな。……息はできているから、肺はやられていないようだ。余にはそれくらいしかわからぬが……とりあえず、骨を外から支えておこう」

　ぱちん、と余は指を鳴らした。

　周囲の影が集まって、ツバキの胴に絡んでいく。

「うっ、ちょっ」

「案ずるな。闇やみでつくった包帯だ」

　二重三重に影が走り、黒い包帯となって巻き上がった。さらに余は身につけていたマントを外し、いつぞやのように膨ふくらませた。クッションとして、ツバキの頭の下に敷く。

「これくらいしか余にはできぬが、どうだ？」

「……。どういう、つもり、よ？　おバカ、魔ま帝ていっ」

「フ。その元気があれば大丈夫そうだな、そなたは。なに、言ったであろう？　余は乙女が傷つくのが耐えられないのだ。それだけだ」

　ツバキの隣に座り込んで、こんなときだが余は笑う。

「そして傷ついた乙女を一人残して去ることも、どうやら余にはできないらしい。やれやれだ。フフフ」

「な、に？　……えっ」

「本当ならば、これは余にとっては好こう機きだ。やっとそなたたち《英雄協会ギルド》から逃れることができるのだからな」

　じゃらり、と首から垂れた鎖くさりはまだあるものの──その端はしを摑つかんでおく者は、今はいない。広い城の中に身を隠すには、絶ぜつ好こうの機会だった。

　だが、余よはそうしない。したくない。

　ならば、仕方がないではないか。

「フ。それに今余がそなたから離れれば、せっかく巻いた包帯の闇やみも、維持できぬからな」

　ツバキは横になったまま、信じられないという顔をするが、これが余の素直な気持ちだった。

（どうにも余は、女に弱いな。いつものことだが）

　ふと思い出すのは前回の、女英雄王との戦いだ。あのときも相手が麗しい乙女でなければ、死なずに済んだかもしれなかった。

　けれども余の性分は、何度死んでも変わらないらしい。

「今はただ、そなたと二人きりであることを楽しもうぞ。ツバキ」

「なんで、キミ、は……」

「うん？　どうした」

「……」

　ふい、とツバキが寝そべったまま、顔だけ余から背けてしまった。

　やれやれ、嫌われたものだ。

（しかし、さて……これからどうしたものだろうか？）

　余は正直、途と方ほうに暮れた。逃げない、とは決めたものの──こうしていても仕方がないことはわかっていた。今はただツバキの怪け我がが心配だが、アイリスたちと合流する手段がない。運ばれてきた通路を引き返そうにも、あっちこっちとタイルに任せて来たために、道順はさっぱり憶おぼえていなかった。どうしようもない。しばらくぼんやりするばかりだ。

「けふっ、こほっ！」

「！　ツバキ？　……そうか、もしや喉のどが？」

　やがてツバキが咳せき込こんだことで、余は人には飲み水が必要なことを思い出した。

「くそ、しかし……水など、このあたりにはっ」

　とりあえず慌てて腰を上げたものの、近くの通路の壁には、水道管が通っているような膨ふくらみは見られない。休憩室などからも、きっと離れているのだろう。手近な壁に触れてみるが、やはり水の流れる音などが伝わってくることはなかった。

　けれども、代わりになにかの衝突音のようなものが聞こえた。

「なに？　……これは！」

　それはずいぶん遠くから響くものか。しかし明らかに、少しずつ大きくなっているようだ。音の源がこちらに近づいてきているらしい。

「う。あれ、はっ」

　余の勘違いでないことは、やがてツバキが示した。壁に触れていなくともはっきりと音が届いてきて、ツバキが頭を起こしたのだ。

　そして余よとツバキは同時に、通路の果てからやってくる、黄金色の輝きを捉とらえた──。

「ローズか!?」

　余はつい声を上げていた。だがローズらしき金色の魔力の煌きらめきは、ごんごん音を響かせながら、通路を右に左にと移動していた。

　そんなことをすればうっかり罠わなの仕掛けを踏んで、また移動床が動き出しそうな気がしたが、余は違和感に気付く。

「まさか……降りてない、のか？　高いぞ、あの位置！」

「え……」

　寝そべるツバキもはっとした。

　こちらに向かってやってくるローズらしき者は、どうやら床を踏まずに、人の背せ丈たけよりも上の高さで飛び跳ねていた。

　その足は四本だ。黄金色の鎧よろいを人馬に変えて、その強きよう靱じんな脚力で垂直の壁すら蹴けって、壁と壁とを跳ねながら移動しているのである。

　しかし、なぜ余とツバキの居場所がわかったのか。

「あ───！　いたんだわん!!　魔ま帝ていちん発見なんだわーん！」

　人馬の背に跨またがるのは、獣人コボルト族のヴィオラだった。どうやらまた彼女が匂においを辿たどり、痕こん跡せきを追ってきたらしい。

　だがその後ろにはなんと、他にも少女たちの姿があった。

「つ、ツバキもいますわ……あわわわわわっ！」

「ファッキン危ないデス、これ！　舌を嚙かむデース!?」

「浮いてるし浮いてるし！　超やばいし──！」

　それはローズが引っ張る、鉄格子の台車だった。あの余が囚とらわれていた檻おりをいじったものか。ローズが剣で斬きったのだろう、檻の上部がすっぱりとなくなっていて、そこにアイリスやムラティにネルケが入っていた。さらにクレーベルも一緒になって、鉄格子に摑つかまっている。

　だが余は違和感を憶おぼえた。あれだけの人数を乗せれば、かなりの重さになるはずだ。

（それをローズ一人で？　しかも一緒になって壁を跳ねるほどの力など、あやつのどこに？）

　つい先ほどまでメイホァにやられ、かなり疲弊していたはずなのだ。だがローズは金色の鎧すら見事に復元し、皆を乗せた台車を無む理り矢や理り引っ張って、余のもとへやってくる──どころか、余とツバキの真上をそのまま通過した。どうやら勢いが付きすぎて、うまく着地できなかったようだ。

「ちょっと、なにやっていますの!?　止まって、止まってー！」

「お姉様追い越しちゃったし！　今すぐ戻るしっ!?」

「クッ！　む、無理だああああ─────！」

　アイリスやネルケがわめくも、ローズはみんなを連れたまま、通路の奥へと消えていく。乙女たちの悲鳴と人馬の壁を蹴ける音だけが、しばし余よのもとに届けられた。

「なんなのだ、今のは……」

「さあ。知らない、けど」

　余とツバキは呆ぼう然ぜんと、遠ざかっていく金色の輝きを眺めた。





■８　乙女に涙は似合わない




　それでもやがてローズが皆とともに、余とツバキのもとへと帰ってきた。

　けれども彼女はぼろぼろだ。

「クッ……殺、せ。もう動けんぞ、ううう……」

　その姿はもう人馬ではない。鎧よろいの装甲は鈍にび色いろに戻り、十字架型の剣の鞘さやに戻っていた。そんなローズを車輪付きの鞄かばんとともに運ぶのは、重さによろめくヴィオラである。

　ローズ本人は汗だくで、くたりと力尽き、クレーベルの肩を借りて歩いていた。

　そして《英雄組合ユニオン》の三人とともにやってくるのは、台車がなくなってもついてきた《英雄協会ギルド》の乙女たちだった。

「お姉様あっ！　大丈夫だし!?」

　真っ先にネルケが、横になっているツバキへと駆け寄った。

「って、なにこれ？　なんか変なこと、ツバキお姉様にやったし!?」

「余がつくった包帯のことか？　胸の骨を折ったようだからな、その固定をしてあるだけだ」

「大したこと、ない、よ……。う、ぐっ」

　黒い包帯姿のツバキが、無理をして起き上がろうとする。が、やはり痛むのか、余よのつくったクッションにまた沈んだ。

「お姉様!?」

「ムラティ、お願いしますわ！」

「ハイ！　わかってるデスよ、治療するデス！」

　そこにアイリスやムラティもやってきて、さっそく介抱を始める。すがりついたネルケをアイリスが引ひき剝はがし、ムラティは尾お羽ばねの先についていた神具を握り、虹にじ色の魔力を煌きらめかせようとした。

「回復魔法ならこっちにも頼みたいが、よろしいかの」

　だがその前にクレーベルが、連れてきたローズをツバキの横に降ろした。

「うう、ううう……痛い、体中が痛い！　だからヴィオラに頼るのは、嫌だったのだ……！　き、筋肉があ」

「はわわ、ごめんなんだわーん！　でもヴィオラちゃんの強化魔法がないと、いろいろ無理だったわんよ」

「……強化魔法？　そうか、先ほどのは」

　ヴィオラの言葉でいったいなにが起きたのか、余は悟った。アイドルなどと言っていたヴィオラだが、やはり単なる記録係ではなかったというわけだ。

　ええ、と頷うなずくのはアイリスである。

「あそこであの、怪かい盗とうたちを振り切るためには他に方法がありませんでしたわ。突然、こちらの方が『強化の歌』を奏かなでまして、それで」

「ぶいっ！　歌って踊れて、魔法が使えるのがヴィオラちゃんのすっごいとこなんだわんー。ぶいぶいぶいっ！　目指せ、英雄アイドルなんだわん！」

「ほほう。なるほど、つまりそなたは歌と舞いを媒ばい介かいとして魔法を発動させるのだな」

（アイドルというのはよくわからぬが、確か付加魔法の使い手に『歌姫デイーバ』という者がいたな？）

　きっとヴィオラはその末まつ裔えいなのだろう、と余は理解した。

　けれどもその力には、どうやら反動リスクがあるらしい。

「でも、すごい消しよう耗もうデス！　下手したら、今のツバキより具合悪いデスよ、この人！」

　うつぶせで動かなくなったローズを、ムラティが診みて唸うなった。

「とにかく二人まとめて癒いやすデスが……これはファッキン大変そうデース。それこそ特別な説せつ法ぽうを……」

「ムラティ！　お姉様の方が最優先だし！」

「ネルケ。ローズさんの方もきちんとムラティに治療させますわ。……わたしたちの協定は一時的ですが、まだ生きていますので」

「協定？　なんと」

　ネルケを諭したアイリスの一言に、余よは驚くしかない。

「そうか、そなたたち、やっとわかってくれたのだな！　フハハハ！」

「？　な、なんですの？　ええと」

「だからアイリス、そういうことなのだろう？　そなたたちは余のために、争うことをやめ、手に手を取って……」

「違いますわ！　今だけですわ！」

「敵が現れたからのう、我々には、共通の」

　アイリスに代わって続けたのは、銀色の銃を抱いたクレーベルだ。

「決めたのはローズだがの。……怪かい盗とうシャルドンとやらに奪うばわれた魔ま帝ていを奪還するために、一時的に我ら《英雄組合ユニオン》と《英雄協会ギルド》は手を組んだというわけぞ。それがまさか、他にも暗殺者マーダーなどという輩やからまで絡んでいたとはのう。魔帝を殺すつもりならば、我々は手を組むしかあるまいて。でなければ互いの任務をこなせぬぞよ」

「あの二人、どちらも《英雄協会ギルド》では、ブラックリストに載っている者たちですわ」

　そして書物を開いたアイリスが、そこに記した情報を確認する。

「怪盗を自称する、盗賊シーフの末まつ裔えいシャルドンに、闇やみ社会に身を投じた暗殺者マーダーメイホァ……。でもまさか彼女たちがこの魔帝城に、わざわざ侵入するだなんて、いったいどういうことですか？　まったくわかりませんわ」

「ふむ。もう一人いるかもしれぬぞ」

「えっ？」

「ああ、いや……ふと思い出したことがあってな。あやつら二人とは違う、別の魔力を宿したものを余は見たのだ」

　それはあの、シャルドンとメイホァについて回った毛玉のことだ。

（あれが持っていた魔力の色は、確か……）

　そのときだった──小さく煌きらめく夕焼け色の魔力が、余の目に飛び込んできたのは。

「！　なにっ？」

　それは倒れたローズの体からこぼれ落ちたものである。ひとつまみほどの小さな毛玉だ。

　どうしてそこに潜んでいたのか。こっそりとローズにくっつき、ここまでついてきたらしい──。魔力の煌めきに、さすがに他の少女たちも毛玉に気付いた。治ち癒ゆ魔法を始めようとしたムラティも、はっとして手を止める。

　だがそのときには、毛玉がいきなりもこもこと膨ふくれ上がった。丸かっただけの姿まで変化していく。

　瞬く間にできあがったのは、一抱えほどの大きさをした、長い耳が特徴的なウサギのぬいぐるみだった。

　が、ツギハギだらけのどこか不気味な体をしたそれは、余よに向かって真まっ直すぐぽんと跳ね上がる。

　──さらに足の先に生えたのは、硬く鋭く伸びた凶悪な爪つめだった。

　レベル１の余では、とてもかわすことなどできなかった。自動防御のマントも今はない。

　だが刃やいばのごとき爪の先が当たる寸前、紅あかい魔力が側そばで煌きらめく。

「【……在あ、れ】っ！」

　ツバキが掠かすれた声で告つげ、身につけていたリングを投げつけたのだ。それは一本の短い刀となり、空中でウサギの爪と衝突し、軌道を逸そらした。余の首を狙ねらったらしい一撃が外れ、わずかに髪の毛を散らしていくだけで済んだ。

　ウサギは床に着地を決め、しかしまだ諦あきらめない。すぐに再び後ろ足で跳躍し、また余へと迫った。

　けれども今度は、蒼あおい魔力が煌めきを見せる。

「【槍式パイク／25ｃｍ】！」

　クレーベルが銀色の銃の先端に形成したのは、蒼い輝きで形成した細長い刃だ。それを槍やりのごとく突き出して、見事にウサギを捉とらえて貫つらぬいた。そのまま手近な壁へと縫ぬい止める。

『ハズシタ、ハズシタ、ハズシタ！』

　ウサギが激しくもがくが、逃げられない。だがそれでも爪のついた脚を振り回し続けるせいで、クレーベルも突き刺したまま、それ以上どうにもできないようだ。

「なんですの、これは!?」

「ぶ、ぶっそうなぬいぐるみなんだわんー！　どこから来たんだわん!?」

「お姉様、無む茶ちやしすぎだし！　でも、今の……魔ま帝ていを殺そうとしたし？」

「こんなのいつ仕込まれてたデスか!?　あのメイホァとかいう暗殺者マーダーがやったデスか？　でも魔力の色がファッキン違うデス！」

　突然の事態に他の少女たちも混乱する。

　その疑問に応こたえたのは、なんとぬいぐるみ本体だった。

『……オマエら、よくも邪魔したナ！　と、ご主人様がブチギレてるゾ！』

　ウサギの口が大きく開くと、いきなり流りゆう暢ちようにしゃべり出した。

　さすがに余たちはぎょっとする。その顔が面白かったのか、ウサギだけがけたけた笑った。

『間抜け面どもガ！　そんなに珍しいかヨ、ご主人様の「人形ドール」がヨ！』

「人形ドール……？　あっ、つまりあなたは、『人形遣い』の手下というわけですわね！」

　豊富な知識を持つアイリスが、最初に気付いた。

「そして魔帝の言っていた、もう一人の、英雄？」

「人形遣い？　なんだわん、それっ」

「このぬいぐるみを操ってるのがいるデスか？　ファッキンシット！」

「また魔法だし！　ふん」

　けれども他の者たちは知らないようで、串くし刺ざしにされたウサギを前にざわついた。

「魔法というか、呪じゆ術じゆつの類たぐいですわね。『死霊使いネクロマンサー』から派生した者、という話ですわ」

　書物を取り出したアイリスが、素早く情報を確認する。

「死体を動かすという不道徳なその存在から、ずいぶんと昔に《英雄協会ギルド》の異端者として、所属を離れた者たちですわ。ブラックリストにも載っていない存在ですが……まだその血が受け継がれていた、というわけですわね！　でも、どうして魔ま帝ていを殺そうと……？」

「クッ、やはり……あの怪かい盗とうたちの、仲間、か!?」

　毛玉を連れてきてしまったローズが、床に倒れ込んだまま悔しげに呻うめいた。

『仲間ア？　そんなもんじゃねーゾ！　ご主人様に言わせれば、たまたま利害の一致した同盟って感じだナ！　ヒャハハハ！』

　そのローズを嘲あざ笑わらうかのように、ウサギが饒じよう舌ぜつに語る。

『オマエら《英雄協会ギルド》や《英雄組合ユニオン》に合わせるなら、《英雄同盟アライアンス》ってとこだゾ！』

「「「……《英雄同盟アライアンス》!?」」」

『そーだゾ』

　壁に縫ぬい止められたままウサギは、驚く乙女たちを見回してさらに笑った。

『シャルドンもメイホァもご主人様とは考えは違うけど、目的は同じなんだゾ！　魔帝を完かん璧ぺきに屠ほふるため、ここに集まったんだナ！』

「なに？　余よを……殺す、のか？　完璧……？」

　ふむ、と余は首を捻ひねる。

「どういう意味だ。余をこの城の中で殺したとしても、意味はないぞ。もしやそれを知らぬのか？　余は魔帝城にいる限り、何度でも蘇よみがえるのだぞ。完全に滅ぼしたいというのであれば、それこそアイリスたち《英雄協会ギルド》のやり方のように、余をここから連れ出して殺すしかないわけだが」

『……それは完璧にはほど遠いんだゾ！　英雄の風上にも置けない、邪道なんだナ』

「!?　なんですって？」

　アイリスが表情を強こわばらせた。

「わたしたちの、《英雄協会ギルド》の策の、どこが間違っているというのですか!!　英雄王の出現を待たずとも、わたしたちだけで魔帝との因縁を終わらせる……この方法のどこに間違いがありまして!?」

『不完全な魔帝を殺して、どーするんだゾ。英雄の恥だゾ！　ってご主人様は思ってるんだナ』

「えっ、な……」

『完全復活した魔ま帝ていを屠ほふること以外、価値はないんだナ。それを《英雄協会ギルド》から除外されたご主人様が成なし遂げるんだゾ！　それこそが英雄の本ほん懐かいなんだナ！　ヒャハ！』

「余よを、完全復活させるために、あえてこの城の中で一度殺すということか？　バカな」

　余でさえ、あまりのことに愕がく然ぜんとした。

「それ……意味ないし！　簡単な計算もできない、ド低脳だし！」

　ふん、と鼻で笑ったのはネルケである。

「確かに魔帝をここで殺せば、完全体になるために、また休眠状態に入るし。でもそれが終わるには６６６年も時間が必要だし！　人はそんなには生きられないしっ」

「ンー、確かにファッキン論外デース」

「長寿な我ら長耳エルフ族であっても、さすがに無理であるぞよ」

　ムラティも呆あきれ、クレーベルが神妙に頷うなずいた。

　だが──。

『魔帝の「心臓」があるんだナ！』

「？　そなた……！」

　余はさすがに息を吞のまされた。

　同じく、はっとするのはアイリスだ。

「魔帝の『心臓』!?　まさか、あなたはっ！」

『この城のどこかにあるという、魔帝の「心臓」を手に入れるんだゾ！　もうご主人様は、その存在が確かなのを感知したんだナ。魔帝の力の源である「心臓」を、魔帝の体に戻せばどうなル？　答えは一つなんだゾ！』

「……魔帝が不死性と引き替えに、完全体としての力を取り戻す、ということですの？」

「『心臓』って、ほんとにあるんだわんー!?　というか、それを見つけるためにもしかして、魔帝を殺すんだわん？　でもっ、そんな簡単に見つかるようなものなんだわん!?」

　魔帝の「心臓」については、《英雄組合ユニオン》の乙女たちは初耳らしい。ヴィオラがクレーベルと顔を見合わせ、倒れたローズも身じろぎした。

（不可能ではない、かっ）

　余はじわりと汗を搔かく。──冷や汗を搔いたのは、前回の英雄王と戦ったとき以来だった。

「そうか。余が死んで、再生が始まれば……その魔力の流れを辿たどることができる。余の『心臓』をそうして見つけるために、まずは殺すというわけだな？　だが、この城の中は広いぞ。そう簡単にはいくまいて」

『ヒャハ、ヒャハ、ヒャハ！　だから、何度でも殺してやるんだナ、ってご主人様が言ってるゾ！』

　ウサギが腹を抱えて笑う。

　だが、その形はいきなりぼろりと崩れ始めた。鋭利な爪つめがまず落ちて、床に刺さった。特徴的な長い耳もその形状を保てなくなる。

『チッ。ついしゃべりすぎたゾ、魔力切れだナ！』

　──ツギハギだらけのぬいぐるみが、どんどん形を失っていく。

　どうやら遠隔操作されているらしいぶん、あらかじめ込められた魔力が尽きると動けなくなるのだろう。

『最後に、ご主人様がこれだけは言っておきたいそうなんだナ！　魔ま帝ていはご主人様が殺すゾ。何度でも、「心臓」を見つけるまでハ』

　あの小さな毛玉に戻りつつも、ぬいぐるみだったものは歪いびつな口だけ残してしゃべる。

『……そして魔帝ロキを、完全復活させるんだゾ！　その魔帝を倒してこそ、ご主人様は英雄の真の役目を果たし、英雄王を超えるんだナ！　そう、歴代の英雄王すら果たせなかったことをやり遂げてこそ、《英雄協会ギルド》への復ふく讐しゆうだゾ！　ヒャハハハハハハハハハハ！』

「復、讐、だって？　そんな、ため、にっ」

「お姉様!?　動いちゃダメだし！」

　痛みを堪こらえ、つい身を起こしたのはツバキだった。制するネルケの手すら払い、崩れゆくウサギを睨にらみ付ける。

　だがそのときにはもう、もこもこしていたぬいぐるみは丸い毛玉になって、夕焼け色の輝きを失った。クレーベルの蒼あおく尖とがった銃の先からぽとりと落ちる。

　もう、それは動かない。しゃべらない──。

「人形遣い率いる、《英雄同盟アライアンス》……？」

　重苦しい空気だけが漂う中、アイリスがどうにかそれだけを呟つぶやいた。手にしていた書物を閉じ、彼女は眉まゆ根ねを寄せる。

「英雄王を超える？　そのために、魔帝ロキを完全復活させる？　そんなことが、英雄の本ほん懐かいなわけがありませんわ！　なんて相手ですの!?」

「あれも英雄のカタチ、デスかねー？　まるでファッキン狂信者みたいデース」

　ムラティが翼と腕で自分を抱き、身み震ぶるいした。

　けれども余よだけはフ、と微笑ほほえむ。

「さて……余はどうしたものやら、だな。これが吉と出るか、凶と出るか」

「!?　なんだし、こんなときに！」

「ふむ、しかしだな。そなたたちにとっては《英雄同盟アライアンス》などという存在は敵だろうが、余をこの城の中で殺あやめるというのなら、余にとっては悪い話ではないぞ。『心臓』はともかくとして」

「それは……！」

　ネルケが言葉を詰まらせた。余の言ったとおりだからだ。

　すなわち、余よが生き残る術すべが増えたということ。余はローズたち《英雄組合ユニオン》に確保される以外に、《英雄同盟アライアンス》の三人に捕まり、とりあえず城の中で殺されればいいのだから。

「ふ、ふん！　お姉様がこんな目に遭わされたのに、やっぱり魔ま帝ていは魔帝だし！」

　ネルケがそっぽを向いて、起き上がったばかりのツバキにくっついた。

「う、くっ」

「お姉様、無む茶ちやしすぎだし！　とにかく治療が終わるまでは、横になるし」

「オー、そうデス！　治ち癒ゆ魔法を始めるデスよ！」

　すぐにムラティがツバキとローズに向き直り、虹にじ色の魔力を煌きらめかせた。またあの説せつ法ぽうが始まる。

　ネルケだけでなく、アイリスやヴィオラ、クレーベルもその様子を心配そうに見守った。

　そんな乙女たちを見ながら、余は一人、少し安あん堵どしていた。

　奇くしくも共通の敵が現れたことで、彼女たちは一時的だが協定を結び、こうして一つに固まった。それは余にとっては、もっとも望んでいた形なのだから。

（これで少なくとも、《英雄協会ギルド》と《英雄組合ユニオン》は争わぬからな。フ、乙女が傷つかないのが一番だ）

　それでも──今こうして、ツバキやローズが動けなくなるほど消しよう耗もうしているのが現実だ。

　すべてはあの、《英雄同盟アライアンス》のせいである。

（人形遣い、か。あの者も我が城に侵入を果たしたのだ。おそらくはシャルドンやメイホァのように、乙女には違いないのだろうが……）

　なるようにしかならないか、と余は腹をくくる。どのみち余は、乙女が相手である限り、レベル１であろうがなかろうがなにもできないのだから。

　それこそ、相手を口説き落とすしかないのだが──。

「あ。しまった、うっかりしていたな」

　はたと余はあることを思い出し、後悔した。

「おおおお、迂う闊かつだったぞ。この余がよもや……あの人形遣いとやらの名を、聞きそびれてしまうとはっ！　……そなたたちと同じく、この城に入れてこれたのなら、間違いなく乙女の一人だというのに！」

「魔帝が、まだバカなこと言ってるし！」

　ネルケがまた、うんざり顔で余を睨にらみ付けてくるのだった。




　無事、ツバキとローズの治療も終わり──《英雄協会ギルド》と《英雄組合ユニオン》の乙女たちは、余を連れてさっそく移動を開始した。

「とにかく、もうこのぬいぐるみだったものは動きませんけれど、これで人形遣いにわたしたちの位置が摑つかまれてるかもしれませんわ！」

　聡そう明めいなアイリスがまず懸け念ねんしたのは、《英雄同盟アライアンス》の動きである。

　おそらくそうなのだろう、と余よも思う。

（シャルドンにもメイホァにも、夕焼け色の魔力を帯びた毛玉がくっついていたな。この広い城の中で、ばらまいた人形ドールの位置を人形遣いはわかるのか）

「……なにより恐ろしいのは、その上で、あの怪かい盗とうがいることですわ。彼女が使う魔法は、この城の壁などまるで無意味ですわ。むろん魔力は有限ですから、際さい限げんなく壁を無視して追いかけてくることはできないでしょうが……それでもいつ、わたしたちの側そばまで迫ってくるのかわかりませんもの」

　最初に、余が彼女たちの前から奪うばわれたように──。その経験があったからこそ、本来ならば目的の違う乙女たちは協定を継続し、七人で余を守ることにしたのである。

　なにしろこの場で魔ま帝ていを殺そうとする《英雄同盟アライアンス》に対して、《英雄協会ギルド》も《英雄組合ユニオン》も城の中で余を生かしておかねばならない、ということだけは共通なのだ。

　故に「城の外に出るまでは」という条件で、協力し合う形となった。

　そこに連れられる余は、今度は檻おりではなく、首輪から垂れた鎖くさりだけを乙女たちに握られて歩かされた。

　たとえ檻があったとしても、あのシャルドンの力の前では無意味だからだ。歩くのは疲れるが、それでも緊張し続けながら進んで行く彼女たちよりマシなのだろう。比較的遅い歩みで、余たちはムラティの導きにより、下への階段を見つけて階層をようやくいくつか降りて来た。

　そうこうしているうちに、また魔帝城の夜が来る。

「さすがに休息は必要だな。あそこで明るくなるまで、交代で休もう」

　暗くなっても輝く黄金色の鎧よろいを纏まとい、行く手を照らしていたローズだったが、休憩室の一つを見つけてそう提案する。

　やはり《英雄組合ユニオン》も、休息にはここを利用していたようだ。

「わかりましたわ。……さすがに皆、限界でしょうから」

　アイリスが他の者たちの疲労を慮おもんぱかり、了承した。かくして余たちはようやく、体を休めることになる。

　──この階層の休憩室も、以前に余がツバキたちとともに夜を過ごしたものと、造りはほとんど同じだ。無駄に広く、長椅い子すやテーブルが置いてある。

「もう、無理、だし……！」

「大変だったわん」

　長椅子は早々に、気絶するように寝たネルケや、重い荷物を引きずるせいで力尽きたヴィオラに占拠された。続いて回復魔法を使ったせいで消しよう耗もうしていたムラティも倒れ込み、アイリスも書物から出した毛布に身をくるむ。

　起きているのは余よ以外では、ローズにクレーベル、そしてツバキの三人だ。

「いいよ、先に寝てて。最初はアタシが、魔ま帝ていの見張りに立つからさ」

　そこでツバキが切り出した。左手首にはめた腕輪を紅あかい魔力に煌きらめかせ、一振りの刀を生み出すと、それを余から垂れた鎖くさりに通した。皆が眠る長椅い子すから離れた壁際に、思い切り突き刺して縫ぬい止める。

「おおお、余は、またこんな扱いか？」

「当たり前だよ。これでも、あの怪かい盗とう娘が壁越しに来たらやばいけどね」

「念には念を入れておいた方がいいな。こちらからも一人出そう」

　かつてシャルドンと因縁があるらしいローズが、クレーベルの方を向いた。

　それだけでクレーベルが、銃を手にして腰を上げる。いちいち言葉はいらないらしい。彼女は余が囚とらわれた位置とは、長椅子で眠る者たちを挟んだ反対側に位置する、休憩室の入り口を目指した。そこで通路を警戒するつもりなのだ。

「私は先に休むぞ。後で代わるから、声をかけてくるがいい。……【変光モード・聖十字セントクロス】！」

　ローズが着ていた鎧よろいの輝きを失わせ、剣の鞘さやへと戻した。十字架型となったそれを担いで、彼女も空いている長椅子の方に向かう。

　残されたのは、床に置かれたアイリスのつくったランタンに照らされる、ツバキと余の二人だった。

「フフ、やっと二人きりになれたな、ツバキ」

「うるさい」

　だがツバキはにべもない。ランタンの側そばに毛布を敷いて、鎖に繫つながる余から顔を背けて膝ひざを抱える。

「さっさと寝れば？　キミの膝、笑ってたの知ってるんだから」

「そうしたいところだが……妙なものだな。疲れすぎているとどうやら、なかなか眠れないものらしい」

　余もマントを敷いて、壁にもたれる格かつ好こうで体を休めたが、目を閉じる気になれなかった。ツバキの指摘どおり、足が疲労で熱っぽいのが原因だろうか。

（なにしろ余には、ムラティの回復魔法は使えないからな……）

　座り込んだツバキの背中を眺めながら、余は少しうらやましく思う。

　もうツバキの体には、余のつくった黒い包帯は巻かれていない。ムラティの力で折れていた肋ろつ骨こつも治り、すっかり回復していたのだ。

　だが、余はこのとき偶然捉とらえた。

　わずかにツバキの肩が震ふるえていたのを。

「ツバキ、どうした？　もしや、まだ痛むのか」

「……っ！　なんで、気付くのよ、キミ」

「？　そなた」

　余よはランタンの光が、ツバキの頰ほおでわずかに煌きらめいたのを目にした。

　彼女は痛みに耐えていたのではない。声も上げずにこっそりと、涙を流していたのである。

　──泣いていたのだ。この少女は。

　瞬間、その光景が──誰かと重なる。ツバキと似た、別の乙女の姿だった。

（あれは……？）

「誰にも、言っちゃダメだからね。言えば斬きるから、おバカ魔ま帝てい」

　だが今はツバキの泣き顔が、余の胸を抉えぐっていた。すぐに涙を拭ぬぐったものの、そのいつもの勝ち気な雰囲気からはかけ離れた表情を、余は忘れない。

「……。わかった、約束しよう。言わぬよ」

　ちらりと離れた長椅い子すを見やれば、そこに眠る乙女たちは皆、すっかり熟睡しているようだ。また、その向こう側に離れたクレーベルからも、こちらは見えない。

　それをツバキも確認したからだろうか。

「悔しいんだよ。我慢してたのに、どうしようもなく……」

　やがてぽつりとツバキが漏らした。俯うつむき、膝ひざの間に顔を埋うずめる。

「ああ、もしや。メイホァとの戦いか？」












「情けないって笑ってもいいよ。キミにも無様な姿を見られたし……助けられたしね」

「あれは、しかしそなたに言わせれば、貸し借りなしというやつであろう？　そなたも、余よがあの人形遣いの手先に襲われかけたとき、救ってくれたではないか」

「おバカ。キミを殺されないようにするのは、当たり前だよ。アタシたちからしてみれば」

「ふむ、それはそうだが……」

「アタシはね、別に自分が最強だなんて思ってないよ。この城に処女しか立ち入れない呪のろいがかかってなかったら、他に適任者はいたもの。それこそアタシより強い男なんて、いくらでもね」

　ツバキが拳こぶしを床に叩たたきつけた。その上に敷いた毛布が受け止めるが、それでもごつっ、と痛そうな音を余に聞かせた。

「でも相手は、アタシと同じ、女だった。女の子だったのに」

「……あれは鋼人ドワーフ族だからな。人よりももともと、力に勝る種族だ」

「それでも、アタシはっ」

「無理だな。ツバキとあやつには、決定的な差があるからな。比べるでない」

「!?　な……」

「フ。そなた、人を斬きったことがないであろう？」

　余はつい、自分の感じたことを素直に告つげていた。

　それはツバキが本当に苦しみ、隠れて泣いていたからだ。乙女の涙には弱いのである。

「余にはわかるぞ。なにせ、そなたに斬り殺された身だからな。あのときのそなたは、余を斬る前にわずかだが、躊躇ためらいを見せたな？」

　ツバキが棺ひつぎの間で余を斬ったとき、ふ──、と長い吐と息いきを漏らしたのを余は憶おぼえていた。

「黒こく竜りゆうのときはさすがに違ったが、しかしローズやメイホァのときも同じだ。人ではない余に対するより、よほど顕著だったぞ？　確かその剣の、刃やいばのない方で斬り付けていたか？」

「それは……だって、当たり前だよ？」

　ツバキがつい、顔を上げる。

「アタシは英雄の末まつ裔えいだよ。だからその覚悟も、誇りもある！　だけど魔ま獣じゆう相手ならまだしも、そんな、人を斬るだなんてっ」

「だがローズはともかく、あやつ、メイホァは違うぞ。暗殺者マーダーというのは、そういう意味なのだろう？」

「！」

「あれは修羅の目をしていた。まだ若いのに、なぜああなってしまったのか、哀かなしいことだがな」

「なによ、それ。キミも、今まで人を殺してきたから、わかるっての？　アタシは未熟者ってこと？」

　ごしごしと目元を拭ぬぐったツバキが、振り返って余よを睨にらんだ。それは侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしだ。

「知ってるよ。子供の頃から何度も聞かされてきたもの。キミが、魔ま帝ていがなにをしてきたか。どれだけの数の英雄たちが、殺されてきたかを」

「余が直接手にかけた者はいないぞ。毎回この城まで来るのは英雄王くらいなものだったし、勝てた試しがないからな」

「え？」

「だが確かに、余の魔ま獣じゆうに倒された者たちは多いだろう。それを含めれば、余は間違いなく大虐殺者だな」

「！　そうだよ……。しっかり記録に残ってるよ、この極悪魔帝」

「しかし、こういう記録はないだろう。余から仕掛けたことは一度もなかった、という事実はな」

「は？　えっ……噓うそ？」

「噓ではない。余は、乙女に噓は吐つかぬのだ」

　驚くツバキを真まっ直すぐに余は見据えた。

「余ほどの力を持てば、自おのずと疎まれるものだ。余はただ、降りかかる火の粉を仕方なく払ってきただけだぞ」

「そんなのって……」

「信じなくともよいがな。しかしそもそも余は、麗しい乙女が側そばにいてくれるだけで、それでよいという性格だぞ？　フフフ」

「それは……うん、知ってるけどさ」

「なぜこうもこじれてしまったか。……その最初のきっかけは、さて」

　なんだったか──。余はツバキに告つげようとして言い淀よどむ。

「……。いや、余は……」

「キミ？」

「なんでもない。だが、余を見ていればわかるだろう。相手を殺すということに、なんの価値もありはしない。余のように望まない結果になるだけだ。そして、今更元に戻すこともできぬ。だから……そなたは殺すな」

　余はやさしく微笑ほほえみかける。

「確かにメイホァは強い。だがそれは堕おちた強さだ。そなたは求めなくてもよいだろう。余はな、殺さないツバキでいて欲しいのだ」

「……。でも、キミは斬きるよ、この城に出たら。もう一度、アタシが」

　大きく息を吸ってから、ツバキが言う。それは揺るぎない決意だ。

「フ、そなたに殺されるのなら仕方あるまい。死にたくはないがな、そのときは諦あきらめよう。どのみちレベル１の余よに抵抗はできぬしな」

　だから余は受け入れる。

「しかしできれば……そなたに余の死を背負わせるような真ま似ねは、させたくはないな。そのためにも、余は生きるぞ？　ローズたち《英雄組合ユニオン》にすがるなどしてな」

「軽いんだよ、キミは」

「ん？」

「アタシは信じないっての。魔ま帝ていの言葉も、行動も。うわべだけにしか聞こえないもの」

　ツバキがつんとそっぽを向いた。

「キミってば気まぐれに、自分のことも顧みず、アタシを何度か救おうとしたけどさ。それってどうせ生き返るからだよね？　やり直しが効くから、そうやって無む茶ちやができるだけなのよ」

「それは、まいったな」

　余はもたれた石の壁に、ごつ、と軽く頭をぶつけた。

「否定できぬぞ、ふむ。そのときになるまで、余にもわからぬか。たった一つしかない命を失うやもしれぬ覚悟、というものは」

「だったらもう黙ってて。キミはね、アタシにとっては無価値なの」

「そうか。残念だ」

「そーだよ」

「だがそんな余でも、少しくらい元気づけることはできただろう。フフ」

「？　え……」

　ツバキが余に、ぎょっとした顔を向けた。

　その目はもう落ち込んでいない。余の知る、いつものツバキに戻っていた。

　それが見られれば、余としては満足だ。

「本当は熱い口づけで、励はげましてやりたかったのだがな。フフフフフ」

「……お、おバカ！」

　つい声を荒らげたツバキだったが、慌てて押し黙る。少し声が大きすぎたようだ。長椅い子すの方で誰かが唸うなり、寝返りを打つ。起こしてしまうところだった。

「スケベ魔帝っ」

　幸い誰も目を覚まさなかったのを確認してから、最後にツバキがぼそりと言った。そして彼女はわざと毛布を離れて敷き直し、そこにごろりと横になる。眠る気はないだろうが、余との会話は終了ということだ。

　まあいいさ、と余もとりあえず瞼まぶたを閉じる。

　もう乙女は余の側そばで、泣いてはいないのだから──。





■９　最後で最初の最悪の罠わな




　幸い《英雄同盟アライアンス》の乙女たちが襲撃してくることもなく、余よとツバキたちは朝を迎えた。

　余はやはり弱体化しているせいで、いつしか眠ってしまったようだ。その間にツバキも誰かと交代し、しっかり休息できたのだろう。

「さあ！　あいつらが追いつく前に、とっとと魔ま帝ていロキを連れ出すよ！」

　簡単な食事を終えれば誰よりも張り切って、皆に出発を促した。そこには昨夜余だけに見せた、気弱な気配は微み塵じんもない。

（二人だけの秘密だな。フフフ）

　余としては、それだけで満足だ。

　そして七人もの乙女たちに守られて、休憩室を後にした。

　だが歩きながらも、あることがずっと頭について離れなかった。

　それはふいに思い出した、誰かの泣いている姿である。

（あの、乙女は……）

　震ふるえるツバキの背中と重なった、記憶の中の若い乙女だ。けれども今の余にはその顔がはっきりしないのだ。

　あり得ない、と余は表情には出さないものの、ずっと動揺していた。

　出会った乙女の顔を忘れるなど、あってはならないことなのだ。

　いや、余が憶おぼえていないことは他にもあった。それはツバキに告つげようとして、言い淀よどんだこと──忘却の彼方かなたに消えた、人から余が畏い怖ふされたきっかけだ。

（……おかしい。やはり余の記憶が、消えている？）

　そのことに今になって気付いたのだ。

　長く生きすぎたから。そうツバキには説いたものの、むしろ不完全覚かく醒せいのせいかもしれない。余は歩き続けながらどうにかそこに思い至った。魔帝になってから今まで、どれだけ長い時を生きてきても、そんなことは一度もなかったのだから。

　あの泣いていた乙女は、はたしてどうなったのだろう？

（きっと余のことだ。見捨てて立ち去るなどという無様な真ま似ねは、しなかったはずだが）

　余は余だ。変わらない。何度生き返っても、不完全な身であっても──。

「ちょっと、ストップストップ！　こら、お間抜け魔帝！」

「ぬぐわっ!?　おおお、なんだツバキ？　……むむ？」

　そんなことを考えながら、今日いくつ目かの階段を降りきったとき、いきなりツバキが余の鎖くさりを強く引っ張った。

　その意味はすぐにわかる。

「！　ここはっ」

「見覚えがありますわ！　この広い、階段までの一本道！」

　アイリスが指摘したとおり、階段を降りてすぐ余よたちの前に伸びていたのは、横幅のある真まっ直すぐな通路だった。

　しかも周囲の雰囲気がまるで違う。通路の床には黒い絨じゆう毯たんが敷かれていた。あの玉ぎよく座ざの間と同じものだ。

　それは特別な意味を持つ。ここへ足を踏み入れた者へのねぎらいだ。

「間違いないんだわんー！　ここ、一階なんだわん！」

「ついに辿たどり着ついたんだし。ふんっ」

「オー、他のフロアはダンジョンになってましたけど、ここだけ元のままデスね～」

「……見えるぞよ、扉が！」

　感嘆の声を漏らす乙女たちの中で、クレーベルが眼帯の右目に蒼あおい魔法陣を煌きらめかせた。

　強化された視力が、誰よりも早く通路の先を捉とらえたのだ。扉、の意味は一つしかない。

「私たちが入ってきた、城の外へと繫つながる大扉だな？」

　ローズが確認を取ると、クレーベルははっきり頷うなずいてみせた。

　そのとおりだ。余も軽く拍手する。

「おめでとう。確かにここは、余も知る我が城の一階部分だ。無事、《英雄同盟アライアンス》と出くわすことなく、ここまで降りてこられたな。フ、そなたたちの勝ちというわけだ」

「ううん、まだだよ。今度は……アタシたち《英雄協会ギルド》と、《英雄組合ユニオン》との勝負が残ってる。この向こうにある扉から、一歩外に出た後で」

　だが、ツバキの言葉が空気を変えた。皆に緊張が走る。

「そうだな。ここまでは互いの目的が合致したが、外に出た瞬間から私たちは敵同士だ」

　担いでいた十字架にした剣と鎧よろいをローズが降ろした。クレーベルとヴィオラの二人に目配せする。

　もう協定の終わりは近いのだ。クレーベルはすでにそれを察してか、ローズの側そばに立っていた。遅れてヴィオラも重い鞄かばんを引きずって、二人のもとに身を寄せる。道中ずっと記録用に飛ばしていた水晶玉も、鞄の上部につけられていた台座へと舞い降ろさせた。

　自おのずと《英雄協会ギルド》の四人も一つに集まる。二つに割れたパーティは、降りて来た階段の前で、ちょうど真ん中に余を挟む形となった。

「確認をしておかねばなるまい。私たち《英雄組合ユニオン》は、魔ま帝ていどのを奪取し、生きたまま連れ帰ることを目的としている。だが、貴様たち《英雄協会ギルド》は」

「わたしたちはこれまで受け継がれてきた英雄の使命どおり、魔帝ロキに本当の死を与えますわ」

　各々のリーダーであるローズとアイリスが、互いの主張をぶつけ合った。

「ただ……その前に。まだ《英雄同盟アライアンス》の件がありますわ。それをどうにかしないと」

「なに？　ヤツらはこうして、私たちが振り切ったではないか、今更だぞ」

「いいえ。むしろ今までこちらを襲撃してこなかった、という事実の方が不気味なのですわ。もしもそれが意図的なものだとしたら？」

　アイリスが通路の先へと視線を向けた。

「少なくともわたしなら、こう考えますわ。あの怪かい盗とうの消しよう耗もうも考えれば、追いかけるのは得策ではないと。なら」

「！　待ち伏せしてればいいんだし！」

　真っ先に理解したネルケが声を上げる。この場にいた他の皆が息を吞のみ、余よもほほうと感心した。

「そうか。余を狙ねらうならば、ここで仕掛けるのが最適、というわけだな？」

「ええ。それもおそらく、この城の罠トラツプまで利用するつもりですわね」

「む。それは……」

「あなたにはわかるのでしょう？　魔ま帝ていロキ。ここに、本来ならば最初の侵入者を阻はばむ罠トラツプがあることに」

「オー、罠トラツプデスか？　そんなのって……あ！」

「あれだわん!?　入ってきたとき見かけた、石像！」

　ムラティとヴィオラが同時に気が付いた。

「そうですわ。わたしたちが城に侵入したときは魔帝が目覚めていなかったため、なにも起きずに素通りできましたけれど、あからさまでしたものね。あの二体の石像は」

「門番の、ガーゴイル像ってヤツだよね？」

　ツバキも思い出したようで、手のひらを打った。

「ええ、記録が残っていますわ。ここに侵入を果たした英雄たちが、真っ先に出くわす敵として」

　書物を開いてアイリスが確認する。

「……確かに、あの石像はこの先に残っているぞよ」

　さらにクレーベルが、右目の視力で存在を捉とらえた。

　まだ離れすぎているせいで、他の少女たちには見えないようだが──余にはすでにわかっていた。確かにこの通路の先に、余だけに黒く知覚できるものが、向かい合う形で存在していた。そこにあるのは確か、通路の両りよう端はしに鎮座する一対の石像だ。

「なるほど、確かにあからさまだからな。それにそこまでガーゴイルたちのことが知られているのなら、あの《英雄同盟アライアンス》も利用を考えるのが当然、ということだな。しかしガーゴイルは近くに来た者に自動的に反応し動き出すはずだから、身を潜めるとしたらその外になるわけだが」

「ガーゴイルたちの手前か、奥……ということですわね」

「どうするつもりだ、そなたたちは」

「……。わたしたちが《英雄同盟アライアンス》に比べて優位なのは、数ですわ」

　アイリスが《英雄協会ギルド》と、《英雄組合ユニオン》の乙女たち全員を見回した。

「対して、あちらは怪かい盗とうシャルドンが戦えるとも思えませんし。手て強ごわいのは暗殺者マーダーのメイホァと、人形遣いの繰り出す人形ドールがはたしてどれくらいの数になるのか……くらいですわね」

「だからこそ二体のガーゴイルを利用して、私たちの足止めをしよう、というわけだな」

　するとローズが突然、黄金色の魔力を強く煌きらめかせた。

「ならば、振り切ればいい！　……【変光モード・騎馬鎧ケンタウロス】!!」

　十字架になっていた剣から、鞘さやが弾はじけて黄金色に輝いた。それらはローズに纏まとわり付いて、あの人馬の姿へと変へん貌ぼうさせる。

　そして余よへと、光の剣を握っていない方の手を差し伸べた。

「この中でもっとも早く走れるのはこの私だ！　魔ま帝ていどの、私の後ろに乗るがいい。さすれば一気にガーゴイルどもすら振り切って、大扉の外まで貴公を辿たどり着つかせてみせようぞ！」

「ちょっと、逸はやりすぎだよ！　だいたいキミ、魔帝を乗せるって……そのまま外に出て、アタシたちから逃げるんじゃないよね？　協定が城の中だけってのをいいことに！」

　さすがにツバキが苦言を呈し、ずいとローズの前に出る。黄金色の鎧よろいに身を包む相手を前に、左手首の輪っかに触れて身構えた。

「さすがにそんなことさせないよ。舐なめすぎだよ！」

「なに？　クッ、そのような卑ひ怯きような真ま似ねを、この私がするものかー！」

「とにかく、勝手に決めるのはナシだよ、ナシ！」

「そうだし！　お姉様の言うとおりだしっ。信用できないし！」

　ネルケもそこに加勢して、火花を散らした。

「やれやれ、ここに来て仲間割れか？　美しくないぞ、そなたたち」

　とりあえずいがみ合う乙女たちは見たくない。余があえて仲裁に入った。

「確かに余としてはローズたちに、城の外で確保されるのが生き延びるにはよいのだが……。しかし、そもそも問題があるぞ、ローズの案には」

「なんだ、魔帝どの。クッ、私では力不足というのか？」

「そうではなくて。そなた、余が触れても大丈夫なのか？　ウブすぎて、乗せることもままならないのではないか？」

「えっ？　……わ、忘れてた！」

　乗せる前から真っ赤になって、ローズが手を引っ込める。

　嘆たん息そくするのはヴィオラとクレーベルだった。

「これだからローズちんは、うっかりなんだわんー」

「ポンコツだのう。それ以外は我も認めた、優秀なリーダーなのだが……」

「クッ、だってだって、しょうがないだろう!?　殿方に触ったことなんてないのだから！　き、貴様たちはどうだというのだー！」

「へ？　ヴィオラちゃんは、清純派アイドルなんだわん！　イメージがあるから、握手会以外はＮＧなんだわんっ」

「……長耳エルフ族は同族としか婚姻関係は結ばないぞよ。しきたりで他の種族の異性とは、触れ合うことすら禁止での」

「だからそういうの担当は、やっぱりローズちんってことで」

「ず、ずるいぞ、貴様たちー！」

「やれやれですわ。なら、わたしたちに魔ま帝ていの移送は任せていただけますか？」

　アイリスが余よから垂れる首輪の鎖くさりを手に取った。

「おお。余を取り合うとは、フフ。やるではないか、アイリスも」

「そ、そうではありませんわ！　もうっ、こんなときに……」

「ちょっと黙っててよ、キミ……【剣よ在あれ】！」

　紅あかい魔力が煌きらめいて、ツバキが腕輪を刀に変えた。すかさずこつん、と余を小突く。

「おおお、い、痛いぞツバキい!?」

「真剣な話の腰を折るからだよ、おバカ魔帝っ」

「しかし、貴様たちでは私ほどの機動力は出せまい？　どうするのだ」

　頭を抑おさえる余を挟んで、ローズが人馬の蹄ひづめを鳴らした。確かにこの中で一番速く動けるのは、ローズに間違いないだろう。

　けれどもアイリスは眼鏡の縁ふちを煌めかせ、妖あやしく微笑ほほえんだ。

「そこは、うふふ。こちらに策アリですわよ？」

「もしかして、ここでアレを使うデスかね！」

　その意図に気付いたのはムラティだ。なぜかぐるりと通路を見回す。

「ンー、確かにこれだけ広さがあれば大丈夫デース！」

「あーなるほどだし。アレならきっと、《英雄同盟アライアンス》も想定してないはずだし！」

　ネルケもふふん、と胸を張った。

　ローズたち《英雄組合ユニオン》側の三人や余には、さっぱり理解できなかったが。

「とにかく、まずは魔帝ロキを城の外へ出すこと。そうすれば《英雄同盟アライアンス》も手が出せませんわ」

「うーむ、なにをするかはわからぬが……あやつらの目的は、余の『心臓』だからな。城の外で余を殺したところで、再生は始まらず、魔力の流れを辿たどることもできなくなるというわけか。確かにこれでは外に連れ出された時点で、あやつらの負けだな」

「だからこそ仕掛けてくるならば、やはりここか……！」

　ローズが通路の先に目を向ける。

　そこにはまだ人の気配は見られないが、あのシャルドンの力を使い壁越しに潜んでいるのだろう。

「協力してくださいますわね？　《英雄組合ユニオン》の皆さん」

　アイリスが念を押す。

「いえ、全員で挑まなければきっと、ここは突破できませんわ。あちらもきっと、準備万端で待ち構えているでしょうから」

「……。だが貴様たちの方こそ、あの大扉を抜けたとたん、こちらを出し抜いて魔ま帝ていどのをすぐに殺すのではないか？」

　先ほどの仕返しなのか、今度はローズが訝いぶかしんだ。

「それは……確かに、その方がわたしたちにとっては楽ですわね。すべてを終わらせられますし」

「では！」

「お待ちになって。だから、わたしたちだけで魔帝ロキを運ばない、というのであればいかがでしょうか？」

　食ってかかろうとしたローズを諫いさめ、アイリスが駆け引きを始める。

　こうなればもう彼女のペースだ。年長の余裕を見せつけて、完全に場を仕切る。

「うーむ。余よとしてはとりあえず《英雄同盟アライアンス》に引き渡してもらい、そなたたちは全員安全に外に脱出する、という案を推おしたいのだが……さすればそなたたちも、傷つけずに済むだろうし」

「おバカ！　アタシたちはね、諦あきらめるためにわざわざここに乗り込んできたんじゃないんだよ！」

　残念ながら余の提案は、やはりツバキに小突かれて、黙もく殺さつされてしまうのだった──。




「んじゃ、跨またがるよローズ。……よっと」

「よし。落ちてもいちいち拾いにはいかないからな、ツバキ」

　人馬と化したローズの後ろに、ツバキがひょいと飛び乗った。

　──これがアイリスの駆け引きの結果である。

　お互いに一番の戦力である二人を、一つにまとめてしまうこと。そして他の者たちはひとまとめにして、余とともに運ぶこと。

　残念ながらあまり仲は良くないようで、どちらも不機嫌そうだったが。それでも両者は剣と刀をそれぞれ持って、いつでも走り出せるようローズが身構え、ツバキが空いている方の手でしっかと彼女の肩を摑つかんだ。

「では、あちらの準備は整ったようですし……次はこちらですわ、皆さん!!」

　その他の者たちを集め、アイリスが書物を開いてエメラルド色の輝きをあふれさせた。

「【お出いでませ、鋼の戦車チヤリオツト】！」

「おお、おおおおおお？」

　これまで以上に鮮烈に、アイリスの魔力が煌きらめいた。大量の文字が吐き出され、余よは驚く。しかもそれらは余と乙女たちをまとめて取り巻く。

　あの、濡ぬれた体を乾かした熱風を、生み出したとき以上の力か。だがその文字たちは、今度は透明にはならず、実体を作り上げた。

「なんだわん、なんだわんー!?　はわわわ！」

　しかもいきなり余たちは足元から突き上げられ、尻しり餅もちをつかされた。四角い鞄かばんを抱えるヴィオラがあわあわした。クレーベルの方は素早く銀色の銃で支え、一人だけ踏ん張っていた。

　が、余たちが座り込んだのは、向かい合う形でつくられた、固めのソファだ。床が、壁が、天井が形成され──四方に窓のついた鋼鉄の箱ができあがる。

「これは、なんだ!?」

　中に取り込まれたのは余と、クレーベルにヴィオラ、ネルケにムラティの五名だった。二つのソファにそれぞれが腰掛けても、ゆったりとした広さがある。が、天井は低く、背の低くなった余が立ち上がっても窮屈そうだ。実際クレーベルも頭をぶつけそうになり、仕方なくソファの隅に座り込んだ。

　この乗り物の正体は、窓の外を見てわかった。

「まさか……馬車とは！」

　ローズが四本足を思わず後ずさりさせて、こちらを見て唸うなった。その後ろに乗るツバキは、自慢げににやついている。

「ちょっと違うよ。悪路も走れる、特殊装甲車だよ！　魔法で動く、馬付きのね」

　馬車──。確かにそのとおり、この鋼鉄の箱の外には、二頭の馬が繫つながれていた。が、それは首のない、鋼はがねで全身ができている奇妙な馬だ。

　はああ、と余は感嘆するしかない。

「こんなものまでつくれるのか、アイリスは！」

「最新技術の塊かたまりデスよ、これ。魔ま帝てい城までワタシたちが乗ってきたやつデース」

　余の正面で、クレーベルとヴィオラに挟まれる形で座るムラティが言った。

「軍用の大型車しや輌りようではないか。これは魔帝移送には頼もしいが、確かに通路にこれだけの広さがないと出せない代しろ物ものよのう」

「す、すごいんだわんっ！」

　その三人の向こう側──窓の外に見える、馬たちを操る御者席に乗ったのは、アイリスだ。

「さあ、一気に突破しますわよ！」

　彼女が握ったのは、手綱ではなく目の前に突き出ていた、円形の取っ手か。

　するといきなり首のない馬たちから、咆ほう吼こうが上がった。

「なに？」

「……ベルト、しといた方がいいし！　みんなっ」

　かちりとなにかの音をさせたのは、余よの鎖くさりをツバキから託されたネルケだった。余の隣に座る彼女は、ソファにつけられていた太いベルトを装着していた。

　その意味は、余にはわからなかったが──。

「そうだったデース！　アイリスの運転は、ファッキン問題あ……あああ───！」

　慌ててムラティも、向かいのソファにもあったベルトに手を伸ばすが、そのときにはもう車体が一気に駆け出していた。

「おおっ、おおおおおお!?」

「きゃわ────ん！」

　あまりにもいきなりの加速に、余はソファの背もたれに深く押しつけられていた。ヴィオラなどは鞄かばんと一緒につんのめり、硬い床に倒れ込む。クレーベルも咄とつ嗟さに銃を突っ張らせ、転ばないようにするのがやっとだった。

　この鋼はがねの馬車は、速かった。

「あ！　ちょっと、アイリス──!?　ほら追ってよ、ローズ！」

「わかった！　わかってはいるが……は、速すぎるぞ!?」

　振り返れば窓越しに、置いて行かれたツバキとローズが、慌てて追いかけてくる姿が見えた。しかし余たちとどんどん離れていった。

　作戦としては正しいだろう。あの《英雄同盟アライアンス》が現れても追いつけない速度で、ガーゴイルも大扉も一気に通過してしまうのだ、とアイリスが言っていた。そのための鋼の馬車なのだ。

「うふ、うふふふ！　何なん人ぴとたりとも私の馬車には触れさせませんわ─────！」

　だがどうにもアイリスときたら、完全に目の色が変わっているらしい。いっそう馬車は加速して、長い通路を真まっ直すぐに駆け抜けていく。

　余たちはあっという間に、通路の左右に立っていた、二体のガーゴイル像へと迫った。

　そこはまだ、大扉までは距離がある場所だ。すぐに侵入者が引き返せないこの位置で、出迎えるようガーゴイルどもは設置されているのである。

　そして突如、窓の外で琥こ珀はく色いろの煌きらめきが生まれた。

（！　シャルドンかっ！）

　余よが捉とらえたのは、怪かい盗とうシャルドンの魔力が通路の高い天井で輝いた瞬間だった。

　そこがぱかりと開いただろうか。一つの人影と、無数のなにかが落ちてくる。スリット入りのスカートを翻して姿を見せた、小柄な鋼人ドワーフ族の少女と、夕焼け色の魔力とともに肥大化する毛玉たちか。

　同時に、余は捉えていた。通路の左右でガーゴイルたちが反応したのを。

　馬車の接近を感知して、ついに灰色の石像たちが動き出し、翼を広げて台座から飛び立とうとしたのである。

　──けれども、その異形の像の姿をはっきり捉える前に、余と乙女たちを乗せた馬車が側そばを通過した。

　しかもメイホァや毛玉が落ちてくるよりも速く、だ。すべての障害物を素通りし、馬車は見事に振り切っていた。

「やったデース！　ファッキンクール!!　アイリスの作戦勝ちデスよ！」

　ソファのベルトにしがみつきながらも、ムラティが声を上げた。

　右目を蒼あおく煌きらめかせ、余の後ろにある窓越しに、馬車の後方を確認するのはクレーベルだ。

「《英雄同盟アライアンス》の目もく論ろ見みは外れたようだのう。追いかけてこようとして、ガーゴイルに足止めされておるぞよ。その前にローズたちも壁を走って、うまく回避できたようだ」

「ということは、大成功なんだわーん！」

「……あとは一気に、大扉まで向かうだけだし！」

　ヴィオラがはしゃぎ、ネルケはほっと安あん堵どしていた。

「ええ、正面に停とめますわ！　あとは皆さんで、あの扉を開けて外にっ」

　御者席のアイリスが叫ぶ。馬車の前方に、ついに長い通路の果てが見えてきた。外に繫つながる巨大な扉の姿が、いっそう大きくはっきりとなる。アーチ型をしたそれは、遙はるか高い天井に届くほどの大きさをしていて、今はぴたりと閉じ合わさっていた。

　本来ならば侵入された時点で開いたままにされていてもおかしくはなかったが、どうやら余が一度、ツバキに殺されたからだろう。再生に合わせて扉も再び閉じてしまったか。

（それでも、やはり封印は解かれたままか……！）

　魔ま帝ていである余にだけは、一目でそのことが見て取れた。誰が解いたのかはわからないが、巨大な扉は何人かで押せば、通れるだけの隙すき間まを開けてしまうだろう。

　さすれば余は、どうなる？

（城の外に連れ出され……ローズたち《英雄組合ユニオン》に救われなければ、余は！）

　ここで終わってしまうのか──。ついに訪れた決着のときを、余は感じずにはいられない。結局、残念ながらツバキたち《英雄協会ギルド》の乙女を誰一人、落とすことができなかった。

　レベル１の余よでは、結局なにもできなかったのだ。目の前の死よりも、そのことがなによりも悔やまれた。もうきっと、二度と口説く余裕はないのだから。

　だが、そのとき。

「なっ！　あれは……どうしてえっ!?」

　アイリスがいきなり、馬車に急制動をかけた。

「おおお！」

「きゃわわわ──ん！」

　余たちは全員、前方に投げ出されていた。ベルトをきちんと着けていたネルケだけがソファに残り、余の鎖くさりを必死に握った。おかげで首が引っ張られ、余の意識が一瞬暗転しかけた。

「ぐえ！　おおお、な、なんだ……？　うぐっ！」

　そのまま床が激しく上下に振動した。

　一気に速度を落とした馬車が、どすん、と段差を一つ降りたのだ。窓の外に見えたのは、通路からいくつかの段差を降りた下に広がる、大扉の前に設けられた円形の空間だった。止まりきれない車体が次々と、階段状になった段差を降りていき、いっそう中の余たちを揺らした。

　だが、この段差を降りた先に大扉があることは、馬車を操るアイリスも知っていたはずだ。慌てることはないはずである。

　けれども──余の、玉ぎよく座ざの間ほどの広さがあるこのホール状の大空間には、明らかに異様なものが転がっていた。

　たくさんの大きな瓦が礫れきと、その真ん中に横たわる、漆しつ黒こくの巨大な塊かたまりである。なんと硬い床すらへこませて、深くめり込んでいた、てらてらと濡ぬれた鱗うろこを持つあれは──。

「なんと、黒こく竜りゆうではないかああっ！」

　余は思わずその名を呼んだ。

　まさか、の遭遇だった。大扉の前の円形ホールに、あの黒竜の姿が横たわっていた。

　ホールが通路から見て下がった位置にあり、かつあの巨体が半分以上も床に沈み込んでいたためだろう。倒れ込んだ黒竜は、近くに来るまでまったく見えなかったのだ。

　大扉へは黒竜を回り込むしか、辿たどり着つけない。そのため必死に馬車を操り、アイリスが回り込ませようとしていた。

「まさかこんなところに！　ど、どうしてですの─────!?」

「あれは、あのときの個体ぞよ……間違いないのう！　こんなところに落ちていたのか！」

　冷静に分析するのは、車内で蒼あおい右目を輝かせたクレーベルだ。

　確かに彼女の言うとおり、その黒き鱗に覆おおわれた表面は、ネルケの酸を浴あびて焼けただれたままだった。が、それは余たちの前でぱりぱりと割れていく。

　まるでトカゲの脱皮だ。

「いや、これは……第二形態、だとお!?」

「！　なんだしっ、それ!!」

　余よの言葉にネルケが青ざめた。

「まさかあのドラゴンって、死んだわけじゃないし!?」

「うむ。なにせ、最さい凶きようの魔ま獣じゆうだからな。……ダメージが蓄積すると、全身が再活性化するようになっているのだ。英雄王相手では、それもままならず、いつも一撃で倒されていたが、しかし！」

『……ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　痛んだ表皮を脱ぎ捨てて、黒こく竜りゆうが頭をもたげて、新たな産声を上げた。その体は明らかに脱皮前よりも大きくなり、刺とげ々とげしい形となる。ホールに轟とどろく咆ほう吼こうはそれだけで、馬車を叩たたいて車輪を浮かせた。

「あ、あああ────ダメですわ─────!!」

　アイリスの必死の操縦も虚むなしく、車体が一気に横転した。中にいた余たちは、悲鳴を上げる余裕すらない。ひっくり返って段差を落ちきった馬車の中、余と乙女たちがもみくちゃにされた。残念ながらぶつかってくる女体を抱きとめることすらできない。

　それでも馬車は、大きな瓦が礫れきの一つにぶつかり、横倒しになった形で停止する。

「おお、おおおお……？」

　余たちは息も絶え絶えだったが、ひしゃげた車体のドアがもげており、そこからとにかく脱出を計る。

「皆サン、ファッキン大丈夫デスか!?　ああっ、アイリス！」

　ムラティが外で倒れている、アイリスを見つけて真っ先に飛び出した。御者席にいたアイリスは横転した際に、投げ出されていたのか。

　しかし幸い抱き起こされれば、頭を振りながら自分の足で立ち上がった。自分から咄とつ嗟さに飛び降りた、というところか。ムラティの治ち癒ゆ魔法も必要ないらしい。

「きゅう」

　馬車の中ではヴィオラが鞄かばんを抱きしめたまま目を回していたが、その襟首をクレーベルがむんずと摑つかんだ。が、横倒しになった車体の出口は、真上に来ている。さすがにそこまでヴィオラを持ち上げるのは無理そうで──代わりにクレーベルは、銀色の銃を構えて蒼あおい魔力を纏まとわせた。

「……【貫通式ボール／11・５ｍｍ】！」

　青く煌きらめく銃身ができあがれば、そこから無数の閃せん光こうが放たれた。瞬く間に横になった車体の天井が穴だらけになり、千ち切ぎれ飛ぶ。新たな出口をつくったのだ。そこからクレーベルはヴィオラを引きずり、出て行った。

　残るは余よと、もう一人だ。

「くっ……ベルトが、は、外れないし!?」

「ネルケ？　そなたっ」

　クレーベルの開けた穴から外に出ようとした余だが、一人だけベルトをしていたネルケがもたついていた。横倒しのソファにくっついたまま宙に浮き、じたばた足を動かしている。

「ええい、どうなっているのだ！」

　もちろん余は手を伸ばし、座った体勢で身動きが取れなくなったネルケを助けようとした。

「って、変なとこ触るなだし！　こんなの一人でできるし！」

「悠長なことなど言ってられぬぞ！　ほれ！」

　──車体が揺れた。あの黒こく竜りゆうがその巨体で近づいてきたのだ。

　だが、ネルケのベルトは外れない。どうにか摑つかむが、余には金具がどうなっているのか、さっぱり理解できなかった。

　レベル１の身を呪のろう。こんなもの、余が完全体であればたやすく引きちぎれたはずなのに。

「なにをもたついてるのよ、キミらは───！」

「!?　ツバキ！」

「お姉様っ？」

　そこに突然駆けつけてきたのは、なんとツバキであった。クレーベルの開けた大穴から飛び込んで、汗だくの頰ほおを拭ぬぐう。

「そなた、どうしてここに！」

「……あんなドラゴンなんてもの見つけたら、駆けつけるに決まってるよ！　ローズが降ろしてくれたんだよっ。あの暗殺者マーダーのコは、うまく引き離してガーゴイルどもの相手してるから、これがチャンスだったのに！　なんであの玉ぎよく座ざの間の真下が、ここになっちゃってるのよー！」

　わめきながらも、ツバキは刀を構えた。一瞬で──なんと車体ごと、ネルケの体を固定していた、ベルトの端はしを寸断する。

「おおお？」

「ひゃあっ!!」

　車体がさらに割れて倒れるのと、ネルケが余の方に落ちてきたのは同時だった。どうにかこうにか受け止める。

「おお、重い～」

「あ、ありがとうだし……」

「フ……なに、光栄だぞ。そなたの下敷きになれてな」

「違うし！　今のはお姉様に言ったんだしっ。あと重いって失礼だし！」

　倒れ込んでいた余よの上から慌てて飛とび退のき、ネルケは真まっ直すぐツバキに飛びついていった。

　けれども次の瞬間、ツバキがネルケを強く突き飛ばしていた。

　──余は、見た。こちらに向かって黒こく竜りゆうが、新たに棘とげが生えた太い尾を飛ばしたのを。それを察知して咄とつ嗟さにツバキが取ったのは、なんと逃げないという選択だった。その場に留とどまり、ネルケを車外に押し出すことを優先させた。

　だからツバキにできたのは、後は刀で尾を受け止めようと構えたくらいだ。余も、起き上がって飛びつくだけの時間もない。

　そこに凄すさまじい衝撃がやってくる。

　余とツバキの体は、馬車の残ざん骸がいとともに宙に舞い──余の意識が白く、飛んだ。




「お姉様っ、お姉様あああ！」

　悲痛な声が聞こえていた。

「……う、おあっ」

　余は体中に痛みを覚えながらも、どうにか目を開ける。

　──直後、蒼あおい閃せん光こうが近くで炸さく裂れつし、さらに白い煙が立ち込めた。

「【爆式グレネード／１１０ｍｍ】！」

「これ以上させないし！　【分子調合】……【霧乱雲むらくも】!!」

　どうやらクレーベルが黒竜を攻撃し、さらにネルケが銀色の魔力を煌きらめかせたようだ。

　生み出されたのは黒竜の目をくらます、濃い煙えん幕まくか。せっかく目を覚ました余の、視界の端はしもぼやけるほどだ。

（！　ここ、は……！）

　だが次の瞬間、余は強い光を目にしていた。

　それは魔ま帝てい城の中では、けっして見られないもの──青く晴れ渡った空に浮かんだ、眩まばゆいほどの太陽の日差しである。

　まさか、と余は我に返る。仰あお向むけに倒れていたここは、なんと城の中ではない。外だ。

「う、ぐっ」

　痛む体を起き上がらせれば、すぐそこに魔帝城の大扉があった。その隙すき間まが開いており、そこにはなんとあの馬車の残骸が挟まっていた。

（あれとともに、余はここまで弾はじき飛ばされた、ということか？）

　体の下には馬車の中にあった、ソファの破片が落ちていた。どうやら黒竜の尾で吹き飛ばされたものの、このソファが衝撃を吸収し、打ち身程度で済んだらしい。腕も足も折れておらず、出血もないようだ。余よはなんとか自分の足で立ち上がる。

　そのとき、じゃらりと音を立てたのは、余の首輪から垂れた鎖くさりだった。

　その端はしを摑つかむ者は、誰もいない。

「……余はっ」

　城の中ではまだ、戦いが続いているようだ。煙えん幕まくのせいで状況はよくわからないが、黒こく竜りゆうが暴れ回り、乙女たちが翻ほん弄ろうされているらしい。

「それ以上は……させぬぞ!!」

　余の脳裏に、煙幕の向こうで傷つく乙女たちの姿が思い浮かんだ。レベル１であるにもかかわらず、そんな想像が余の足を動かした。向かうは城の中である。

　──もちろん余が戻ったところで、なにもできないだろう。むしろ逃げるなら、今しかない。

　けれども余は、乙女たちを見捨てられない。余のために乙女が一人でも傷つくところを見たくない。これは余の譲れない性分なのだ。

（そのためなら……余は！）

「う。キ、ミ……？」

「!!　そなたっ、ツバキ!?」

　だが城の中へと戻ろうとしたとき、その大扉に挟まれた、半ば潰つぶれた残ざん骸がいの中で余は倒れていた少女を見つけた。

　赤毛の頭を振りながら、這はい出だそうとしてきたのはツバキだった。頭からはわずかに赤い血が流れているが、致命傷ではないらしい。傍らに落ちた刀は大きく曲がっていたけれど、それで尾の直撃を防いだのだろう。

　そんなツバキがすぐに手を伸ばして摑むのは、なんと余の鎖だった。

「逃がさないからね……まったくっ」

「こんなときに、なにを！」

　余は呆あきれながらも、ツバキが無事なことにほっとしていた。

　けれども、彼女は起き上がれない。

「え？　な、なによ、これ！　い、痛っ！」

「……ツバキ？　そなた、足が！」

　閉じていた大扉を押し開けるほど、馬車の残骸は凄すさまじい勢いでぶつかり、その衝撃で箱形の車体が潰れたのだ。四角かったその姿は原形を留とどめておらず、中から放ほうり出されたツバキの上に、瓦が礫れきとなって一部が折り重なっていた。それがツバキの左足を挟み込んでしまったらしい。

「噓うそ、だよね!?」

　じたばたもがくツバキだが、どうやっても足が抜けないようだ。

「そうだ、刀さえあれば！　【剣よ在あれ】！」

　ツバキは自分の頭に手をやると、かんざしについていたリングを一つもぎ取った。紅あかい魔力を煌きらめかせ、それを一振りの刀に変える。

　だが、片足が挟まれているせいで、うまく刀を振り下ろせない。技で斬きるツバキだからこそ、今の体勢ではさすがに鉄を切断することはできないのだ。

「なんで、こんなときに！　アタシは、みんなの力にならなきゃいけないのにっ!!」

「おい！　アイリス、ローズ！　こっちにツバキがいるぞ、手を貸してくれ──！」

「！　キミ？」

　突然城の中に向かって呼びかけた余よに、ツバキが面食らっていた。

　フ、と余は微笑ほほえむだけだ。

「これくらいしかレベル１の余にはできぬからな。すまぬ」

「……。逃げないの、キミ？」

「ん？　フフ、そなたが鎖くさりを摑つかんでいるのだぞ」

　こんなときだが、わずかにツバキの表情が和らいだような気がした。

　だが直後──揺れる地響きが、余たちを強こわばらせる。

『ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　余の呼びかけに応こたえたのはなんと、黒こく竜りゆうの方だった。凄すさまじい咆ほう吼こうで煙えん幕まくの一部を振り払えば、大扉の隙すき間まにいた余とツバキをぎょろりと睨にらむ。赤い三つの瞳ひとみが殺意を持って、ゆっくりとその巨体をこちらに向かって進ませた。

　どうやら確実に、余かツバキかのどちらかを標的にしたらしい。

「噓うそ、噓、噓───！」

　慌ててツバキがもがくものの、やはり左足は抜けなかった。逃げられない。このままでは踏みつけられて終わりだった。

　だから、余が動く。

「手を貸すぞ！　う、ぐぐぐ！」

「キミ、どうして!?」

　ツバキの左足を挟む鉄の破片に取り付いて、余は全力を振り絞った。が、ダメだ。レベル１の腕力ではびくともしない。

　黒竜が迫ってきていた。ゆっくりと動かす、太い前足がもうすぐそこだ。あと数歩できっと余たちは、大扉ですら一撃で蹴けり飛ばしてしまうだろうあの足で、踏み潰つぶされる──。黒竜が牙きばのはみ出た口元を、いやらしく歪ゆがめていた。

（まいったな……これでは）

　余の頭に浮かんだのは、たった一つの解決法だ。

　──それは。

「ツバキ、余よを刺せ。一撃で殺すのだぞ」

「へ？　……なに、言ってっ」

「余を殺せば、黒こく竜りゆうも消える。そういうことだ」

　簡単な理屈だろう、と余はツバキの前で己の薄い胸板を指した。

　ちょうど前回の女英雄王にやられた位置である。今のツバキはまともに刀が振れないが、突き刺すことくらいはできるはずだ。

　けれどもツバキは、明らかに戸惑いを見せた。

「なんで。キミ、わかってるの？　アタシたちの今いるここって、ちょうど城の一歩外なんだよ？　なら、アタシが殺したらっ」

「ふむ。もう復活はできないな。そなたたち《英雄協会ギルド》の思惑通り、だな」

「！　それは、そうだけど……」

「躊躇ためらうな！　言ったであろう？　余は、そなたに殺されるというのなら本望だ、と」

「う」

「この想おもいに噓うそはない。さあ、早く！」

　黒竜の足がもう、あと一歩のところに来ていた。その太い足がついに持ち上げられる。すぐにでも余たちに向かって落ちてきそうだ。

　選択肢は他に、なかった。

「わああああああああああああ!!」

　ツバキが叫び声を上げていた。

　刹せつ那な、余の胸に──刃やいばが吸い込まれる。肉と骨が断ち切られ、嫌な感触が余の背中にまで貫通した。

「よ、しっ」

　それでも余は笑った。目の前で青ざめた唇で、余を指したツバキがせめて、少しでも己を責めることがないように。

『……オオオオオオオオオオオオン……！』

　余の命が消えていく。足を振り上げた姿勢のまま、黒竜が悶もだえ苦しみ、その体を崩ほう壊かいさせた。

　城もぶるぶると震ふるえ出したか。しかし、もう崩ほう落らく後に再構築されることはないだろう。余はそんなことを思いながら、前のめりに倒れ込んだ。

「ロキ────────────!!」

　ツバキがなんと、余の名前を呼んでくれた。それがせめてもの余への手向けか。

（フ。実に……余らしい、な……！）

　そんな余の鎖くさりを、最後にツバキがいっそう強く引っ張ったか──もう、よくわからない。余の意識は、真の闇やみに没していく。

　これが魔ま帝ていである余よの、最さい期ごだった。





■終　誓いの口づけ




　かちん、かちん、かちん。




（！　なに、これは……？）

　だが余は、またいつもの歯車の音を聞く。

（死んでないのか。なぜだ？）

　──わからない。

　だが確かに、再生が始まっていた。不完全体であったから、またあの「声」は聞こえてこないが──闇やみの中、余は静かに時の流れに身を任せる。

　ゆるゆると眠りに誘われながら、考えてみる。余がこうしてまた復活しようとしているのなら、余は城の外では死ななかった、ということだ。意識を失い、絶命する寸前に、誰かが余を城の中へと引き込んだのか。

　そんなことができたのは、きっと一人だ。

（余の側そばにいた……ツバキ？）

　確かに最後、彼女が強く倒れ込んだ余の体を引いた感じはした。あれがおそらく余を救ったのだろう。

　だが、まさか？　なぜ？　ツバキだとすれば、その理由がわからない。

（城の外で余よが死ねば、《英雄協会ギルド》の役目も果たされたというのに……）

　ツバキに直接、問うてみたい。そんな気持ちがわき上がった。

　けれどもはたして余は、もう一度彼女と会うことができるだろうか？

　たとえ余がこうして再生の環わの中に引き戻されたとしても、魔ま帝てい城は崩ほう落らくを始めたはずだ。巻き込まれまいと外に逃げれば、そのまま城は空間転移し、完全に乙女たちを振り切ってしまう。

（……ならば、もう）

　二度と会えないだろう──。哀かなしさが募った。いつもそうだ。

　余は死ねば、６６６年もの眠りに就つく。今回出会ってきた乙女たちは、目覚めた頃にはもういない。

　魔帝である余はいつも孤独なのである。

（それも慣れたが……しかし）

　後は一人、懐かしく振り返るだけ。余はツバキのことを思い返した。

（あんなに余を殴りつけてきた娘はいなかったな。フフ）

　痛みすらもう思い出だった。




「こおおら！　おバカ、魔帝────────!!」




「ふむ？　そうそう、そんな感じで……うごはっ!?　い、痛い！」

　怒声とともにいきなりぶん殴られ、余は飛び起きた。

　──もう６６６年経たった、というわけではないらしい。頭を抱えて身を起こす余がいたのは、いつもの魔帝城の棺ひつぎの間だが、その蓋ふたが斜めに切り落とされていた。

　それはもちろん余を殴った、紅あかい魔力の煌きらめきでつくられた刀によるものだろう。

「なにい？　ツバキ、まさか！」

「なにがまさか、だよ……。まったく、キミのせいでアタシたち、散々だったんだからね！」

　ツバキが余の目の前で、刀を持ってふんぞり返っていた。その鎧よろいの胸当ての端はしが、わずかにへこんだままである。メイホァにやられた後、裏から叩たたいて応急処置をしたままの、見覚えのある跡あとだった。間違いない、本物だ。

　また、余の棺の間にいたのはツバキ一人だけではない。ともにいるのはアイリス、ネルケ、ムラティの三人である。

「おお、おおおおお？　そなたたち！」

　無事だったのか、と余はつい立ち上がって、棺の中から身を乗り出した。

　そこで斬きられた石せつ棺かんの縁ふちに手をかけて、はたと気付く。

　やはりまた、余よの手は小さいままだった。

「ぬおお！　レベル１の、不完全体ではないか───！　なぜだあああっ！」

「そりゃそうだよ。アタシたちが三度、キミのこと叩たたき起こしたんだからさ」

「崩ほう落らくに巻き込まれかけて、ファッキン大変だったデスけども、その後は城がちっちゃくなったからここまで来るのは楽だったデス！　罠トラツプもないデスしねー」

　ツバキに続けてムラティが、神具を握って説明した。

「もっとも、途中で《英雄組合ユニオン》とか《英雄同盟アライアンス》とかと出くわしちゃったデスから、振り切るのに時間かかったデス。魔ま帝ていサンが死んでから、もう五日は経たってるデスよ」

「五日だと？　しかも、そうか。そなたたち四人だけでなく、ローズやシャルドンたちも……？」

「ふん！　あいつらしつこいし！」

　ネルケが苛いら立だちを隠さず、癖のある銀髪を指で弄もてあそんだ。

　だがその怒りの矛先は、なぜか余に向けられた。それもいきなりネルケが涙目になる。

「全部、魔帝が悪いんだし！　なんで、なんでっ、どうしてお姉様が足を斬ってまでアンタを助けたんだし!?」

「は？　なに？　足を、って……」

「お、おバカ！　言わなくていいってば、ネルケ！」

「だってだって……あんな怪け我がして、大変だったし！　お姉様あ」

　ツバキに後ろから抱きついて、ネルケがぼろぼろ涙をこぼした。どうやら本当のことらしいが──。

「そうですわね。ちゃんと、あなたにも言っておかないと、ですわね。実はあなたが絶命する寸前にツバキが、自分の足を刀で斬り落として、城の中へと一緒に転がり込んだのですわ」

「！　なんだと？　……ツバキ、そなたっ！」

　自ら足を斬った、だと？　余は慌ててツバキの両足に視線を落とした。

　が、そこにはちゃんと無事な足が二本、きちんと存在していた。

「な、なによ？　別に……平気よ！　ムラティの治ち癒ゆ魔法で治せるってわかってたからやったんだからね！　って、なんでばらしちゃうのよ、アイリスまで！」

「あら。わたし、ずっと怒っていますのよ。ええ」

　にっこりと微笑ほほえみながらも、アイリスの眼鏡の下の目は真剣そのものだった。うぐっ、とツバキは言葉を詰まらせる。

「まー確かに、ワタシの手にかかればあれくらい治せるデスから、ファッキン大丈夫デスけどね？」

　一方、あっけらかんとしているのはムラティである。すぐにアイリスに睨にらまれて、翼をすくめて小さくなったが。

「だから、悪かったってば。謝ってるじゃない、何度も」

　はあ、とツバキが溜ため息いきを吐ついた。

「わかるよ、アイリス。アタシのせいで任務が空振りに終わったもんね。自分でも、おバカなことやったなって思ってるよ、ほんとに。でも……」

「違いますわ！　わたしが怒っているのは……ツバキ、あなたが自らの命を危険にさらしたからですわ！」

「へ？　……あ」

「あの混乱の中、ムラティが間に合ったからよかったものの。あれだけの出血、下手をしていればあなたは、もうっ」

「う。それは、そのう」

「ほんとに、信じられぬことをしたな、ツバキ。浅はかだぞ」

「う、うるっさいな！　キミには言われたくないよ、おバカ！」

　今度は余よが、ツバキに睨まれる番だった。彼女の刀が振り上げられる。

　が、それは珍しく、余に落ちてくることはなかった。

「……。本当にキミ、自分を殺せだなんて。あんな真ま似ねに比べたら、アタシのなんて」

「？　ツバキ？」

　ほほう、と余は機微を感じ取る。ツバキの雰囲気が少し、変化していた。少し頰ほおを染め、余から目を逸そらす。刀さえおろす始末だ。

　──もしや、これは。

「フ。そなた……余に、惚ほれたな？」

「な!?」

　ツバキがいっそう赤くなり、うろたえる。

「ちっ、違う違う！　なに言ってるのよ、キミ──！」

「そう照れるでないぞ。よいではないか、余も命を張ったのだ。それくらいの見返りはあってよいと思うがな？　フハハハ！」

「まあ、そんなっ」

　アイリスも真っ赤になった。オー、とムラティが目を見開く。

「どこがいいんデスかね、この魔ま帝ていサンの。ツバキはファッキンゲテモノ好きデース」

「ひ、ひどい言い様だぞ、ムラティ……。余も傷つくぞ!?」

「それは……最悪の想像だし。でも、ほ、ほんとに……？」

　ツバキにくっつくネルケがぐしゃぐしゃの顔を上げた。

「いや、だから、アタシはねえっ。……あーもう、面倒臭いッ!!」

　ツバキがいきなり、余よの胸ぐらを摑つかんだ。強引に引き寄せる。

　ぶん殴る気なのか、と余はつい硬直してしまった。痛いのは苦手なのだ。

　だが──ぶつかるように交わったのは、なんと互いの唇だった。

　キス、だ。しかもツバキの方からの、力強いものだった。

　しかしそのぬくもりを味わう前に、彼女はあっさり唇を離す。

「な、な……なんだし───!?」

　あっけにとられた空気の中、ネルケがわめいた。アイリスもムラティも絶句している。

　余だけが、フフ、と笑みを宿すが。

「アタシはね、魔ま帝ていロキ。借りを作るのが大嫌いなのよ！　それもあんな形で、アタシが返せないような終わり方するんじゃないの！」

「うん？　では今のは、借りを返すキスか？　しかし……」

「違うよ。アタシがキミを救ったんだから、貸し借りナシ！　だからね、今のは……決別のキスだよ」

「は？　いったい、どういう」

「今のキス、キミに貸しといてあげる。……回収は、アタシがキミを殺すことで果たすよ。憶おぼえておきなさいよね！」

「な、なにいい───！」












「そうだよ。約束してあげる、絶対にね。あっはは！」

「それって……さ、さすがお姉様だし!!」

　ぱっと表情を晴らしたのは、泣き濡ぬれていたネルケだった。白衣の袖そでで目元を拭ぬぐい、いっそうべたべたとツバキにくっつく。

「そうだし、魔ま帝ていはツバキお姉様が殺すんだし！　覚悟しとくし、べー！」

「うむ？　ふうむ、ということは……」

　あまりの突き放されぶりに、余よはしばし混乱した。

「……まさか、余は、落とせてない？　ツバキのことを。それどころか、やっぱり殺される？」

「当たり前だよ、このおバカ」

「おおおおおおおおお！」

　どうやら結局、余は再び、命がけで乙女たちを口説かねばならないらしい。

　またもやこの、レベル１という無様な姿で──。

「嫌だ！　そなたたちにまた会えたのはよいとして……しかし、しかし！　むしろ最初にそなたたちに会ったときから、いっそうややこしいことになっているではないかー！」

　余は棺ひつぎの縁ふちに寄りかかり、思わず頭を抱え込んだ。

　状況は悪化の一途だ。なにせ、ツバキたち四人だけではない。《英雄組合ユニオン》はともかく、《英雄同盟アライアンス》なんてものまで余の命を狙ねらっている。まさに前途多難だった。

　しかも結局、《英雄協会ギルド》の乙女たちの一人も、落とせていないのだ。この不完全な体では。

「……おお、おおおおおお。余は、相変わらず死ぬの確定なのか？　そうなのか？」

「うん。だから、そうなんだってば」

「そうだし！」

　ツバキとネルケが即答した。

　アイリスもムラティも頷うなずくばかりだ。

「ううっ、ならばせめて、アイリスにネルケにムラティ！　そなたたちも余と口づけを交わそうぞ！　ほれ、決別の接せつ吻ぷんをだな……」

「……調子に乗るな、おバカロキ─────！」

「ごふぁあッ！　い、痛いいいい！」

　余は結局、ツバキの刀の峰みねでしこたまぶん殴られるのだった。

　はてさてレベル１の余は、無事に生き延びることができるのだろうか──ううう。





■あとがき




　お久しぶりです、ひびき遊ゆうです。

　ＭＦ文庫Ｊさんでは、『ガールズ＆パンツァー』のノベライズぶりとなります。大変ご無沙汰しております。

　いえ、別にその間、遊びほうけていたというわけではなくて！

　同じＫＡＤＯＫＡＷＡ系列のファミ通文庫さんから、『千年戦争アイギス』のノベライズをここしばらく出しており、割と多忙な日々を過ごしていたのでした。ええ、あの……カバー折り返しのプロフィール欄を見ていただけたらおわかりのとおり、ほんとに休みのないペースでお仕事していたのですよ？

　ただ、近年なぜかノベライズばかりとなり、「そろそろオリジナルでもなにか出したいなー」と思っていたところ、この企画を拾っていただけたのでした。

　しかし、これまた長いタイトルになってしまいました！

　担当さんと何度も頭を悩ませた結果なのですが、表紙にうまくタイトルを収めなくちゃいけない、デザイナーさんが超大変だったと思います。ありがとうございました！

　中身はもちろん、タイトルのとおりです。レベル１という最弱モードで復活してしまった、最強だったはずの主人公のロキくんが、自分の命を狙ねらう英雄の女の子たちをどうにかして懐かい柔じゆうする──というもの。

　しかしもちろん、一筋縄でいくはずもなく。

　また、ロキくんを巡って二つ目、三つ目と主義主張イデオロギーの異なる女の子チームが現れて……！

　すったもんだの展開の中、はてさてロキくんは無事、生き延びることができるか？　といったあたりを楽しんでいただければな、と思っております。

　もちろんいろんな女の子を用意しましたので、そこも大事ですね！

　さて皆さん、お気に入りのキャラはできたでしょうか？

　──私は、年とし増まで処女なのを気にするアイリスが！

　いや、「ファッキン」が口癖のムラティも捨てがたいぞ？

　ロリ系のネルケも、今はツンツンしてますが、デレたらかわいいだろうし。

　ツバキに「キミ！」とか「おバカさん！」とか言って欲しいし、ローズにはさらにＨな格かつ好こうをしてもらって、「クッ殺ころ」して欲しいし！

　ヴィオラにも、もっとぶいぶいして欲しいし……クレーベルにはぜひぜひ、ファッションセンスがなくて赤面してるところをまた見せて欲しいし。

　出番の少なかったシャルドンやメイホァ、それにまだちゃんと登場していない人形遣いの少女だって──ああああああああああああ、選べない！

　またね、ゆらんさんの描くイラストがすっごくかわいいんですよ！

　こちらからけっこう細かいオーダーを出したのですが、見事にデザインしていただけました！　特にカラーが映えますよね～。皆さんも口絵を堪たん能のうしてくださいね？

　ほら、本屋さんでこの本を手に取ったはいいものの、あとがきを立ち読みして買うかどうか悩んでいるあなた！

　口絵です。まずは口絵。

　そうそう、ほら……いいでしょう？

　フハハハ、さあ、そのままレジへと向かうがよい！

　といった感じで、ロキくん口調でオススメしちゃいますが、ぜひぜひ買って読んでみてくださいね。

　本文ではロキくんも、けっこう頑張ってるんですよ？

　──といったところで、そろそろページも限界なようです。

　なにとぞ応援、よろしくお願いします～！





２０１６年６月　ひびき遊ゆう
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